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刊行のことば

　本書は，昭和38年に行なった調査研究について，その概要を認したものであ

る。それぞれの課題に関する研究が完了次第その成果を「報告」　「資料集」等

の形で懸途に刊行しているが，本年度内に糊行した「報告」「資料劇は次の

逓りである。

　　　　横組みの字形に幽する研究　　　　　　　　　　（報告24）

　　　　現代雑誌九十種の用語用字一分析一（第三分冊）（報告25）

　　　　分類語彙表　　　　　　　　　　　　　　　　（資料集6）

巨召禾「…39年1◎月

霞立國語研究噺長　岩淵悦太郎：
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昭和38年度の調査研究のあらまし

本奪度の研究項目および分撫は次の通りである。

　（玉）話しことばの文法の調査研究

　（2／現代雑誌一般の用語・用字の概観調査（継続）

　（3）大量語彙調査機械化のための準備的研究

　僻　各地方言の共通語との対照的研究

　（6／監本言語地図作成のための調査（継続）

　㈲　申学校生徒の言語能力の発達に関する研究

　　　（継続）

　σ1贋語文章の横罷みのための四壁条件の研究

　　　（継続）

　（8）言語表現における場面の効果の研究

　（9｝明治綴代語の調査研究（継続）

　鰍　　「色葉字類抄」の用語索引の作成

　　　（継続）

　⑬　類義語の調査研究（継続）

　繊　国語鯛係文献の調査

　　現代語における漢字ならびに用字法に閥する

　　調査研究

願　国民各層の言語生活の実態

話しことば研究室

書きことば研究室

　　1／

地方言語研究室

　　！／

国語教育研究室

書語効果研究部

　　！1

近代語研究室

古代語研究劉蝿設準備蜜

　　　第一資料研究室

　　　第二資料研究室

第三資料研究室

　「話しことばの文法の調査研究」は本年度は語順の研究，イントネーション

と丈法との関連の探究，ポーズ（問）と文構造との麗連の探究等を行なった。

　「現代雑誌一般の用語。用字の概観調査！は昭瀦32年度以来，親代雑誌九十

種について調査を行なって来た。その成果の一部は厩に刊行したが，本館度は

さらに「分析」編を「現代雑誌九十種の用語用字」の第三分冊として刊行し，

また，この調査で得られた便用度数の多い語約1万2千語を含む3万2千語に

ついて意味による分類三三表を作製し刊行した。
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　「大量語彙調査機械化のための準傭的厨究」は大規模な語彙調査を機械化す

ることを昌標とし，電子計算機を導入するための準備的な研究を行なった。

　「日本言語地図作成のための調査」は昭和32無度以来続けているが本無度は

その第7年度である。230地点の調査を終わり，通算2，160地点になった。

　「各地方言の共通語との対照的研究」は各地方言の文法と共通語の文法とを

対照的に研究し，共通語の教育に役立つ資料を得ようとするものである。本年

渡は秋田市と鹿児穐市との方言について調査を進めた。

　「申学校生徒の言語能力の発達に関する研究」は次年度以降本格的に追跡調

査による研究を行なう予定で，その準備作業として学習指導法の実態調査を行

なった。また昭和28年度以来実施してきた小学生の言語能力の発達に関する研

究について，そのまとめとして総合編「小学生の言語能力の発達」の原稿を完

成させた。（昭和39年度刊行）

　r国語文章の横組みのための印鋼条件の研究」は昭和35・6年度に活字の字

形を中心に調査を進めたが，成果がまとまったので「横組みの宇形に関する研

究」を報告書として刊行した。

　「言語表現における場面の効果の研究」は言語衷現が場面によってどのよう

な変容を示すかを伝達という観点から調べようとするものである。

　「明治時代語の謂査研究」は前年度に引き続き郵便報知新聞以下の文献によ

り，交体と用語との関係についての考察など，語彙調査の整理を行なった。

　「色葉字類抄の用語索引の作成」は，本年度は用語を語末から五十音順に排

列した「逆引き」の索引を作った。

　「類義語の調査研究」は類義語が，コミュニケi・一一・ションにおいてどのように

用いられ，どのような障害を起こしているか等を調査しようとしたものである

が，本年度は結果を整理記述した。

　「現代語における漢字ならびに用宇法に関する研究」は「現代雑誌九十種の

用語用字」で得られた資料に基づき，漢字の弾帯使用の実態ならびに裏記のゆ

れに関する考察を行なった。

　なお，今年度も所内の総合研究として「国民各層の言語生活の実態調査」を

行なった。国民各層がどのような言語生活を営んでいるか，どのような問題を
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持ち，どのような意識を持っているかを調べようとするものである。昨年度，

長岡市で実施したのは文字生活を中心とするものであった。本黛度はその整理

を行なう一方，その補充調査を東京都内で行なった。また本年度は臨根県松江

市を選んで市民の話しことばに主限をおいて，閥題点と意識を探る調査を実施

した。

　本年度当初の研究組織は次の通り。

第
一
研
究
部

第
二
研
究
部

第
三
研
究
部

第
四
研
究
部

　　（部長）林　　大
言舌しことば研究窒　（室長）大石初太郎

書きことば研究整　（室長）見坊　豪紀

地方言語研究室（室長）柴閏　　武

宮地裕
水谷静夫

野発i菊雄

南不二男　　鈴木重幸

石綿敏雄　　宮島達夫

上村幸雄　　徳潤宗賢

　　（部長）輿水　実
編語教育研究室　（塞長）芦沢　　節　　村石昭三　　吉沢典男

言語効果研究室　（室長）永野　　賢　　高橋太郎　　渡辺友左

　　（部長）山田　巌

近代語研究霊　（室長）林　　四郎　　進藤嘆聖

誕響縫（主任）畑巌広激雄
　　（部長）　岩淵悦太郎（兼任）

第一資料研究室（室長）松尾　　拾

第二資料研究室（室長）飯豊毅一

第三資料研究室　（室長）療袈　秀夫

函羅寅弥　　田中章夫

大久保愛　　高田正治

松本　昭
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話しことばの文法の調査研究

A．前年度までの経過

　話しことばの文法の調査研究の第1段階として．各種の対語のことぼ．およ

び．講演・講義・演説・説明等の独話のことばを資料として，話しことばの文

型の研究を行ない．報告書乱しことばの文型（1）一対話資料による研究

一』（紹和35年3月），『話しことばの文型（2）一一独話資料による研究一』

（昭和38年3月）を出した。そこでは，話しことばにおける文の認定の基準を

設定し，文を表現意図。構文・イントネーションのそれぞれの面から分析し，

話しことばの文に関する文法の基礎的，概観的調査を行なった。

B．，本年度の作業と担当者

　本年度からは．話しことばの文法の調査研究の第2段階として，癒しことば

の文法の体系的研究を臼ざし．問題点を順次取り上げて詳しい調査研究を行な

うことになったQ

　まず．文の構造の面において語順の研究に着手し．一方．イントネーション

・ポーズ（間）等，文法と関連すると考えられる音声面の研究を進めた。

　この研究に当たる話しことば研究室における仕：事の分担｝＊　．次のとおりであ

った。

　　　語　順一鈴木　重幸　　　イントネーション　　一・宮地　裕

　　　ポーズー大石初太郎

　なお，補助研究員吉村香蕾・高橋隆子（四六38年12月末退職）が作業を助け

た。　（室員南不二男は，本年度は「国畏各贋の書語生活の実態調査」の班に属

し，主としてその作業に従った。）

　　1．語順の研究

　映画シナリオの会話文を資料として行なう。本年度はその第1年度として，

別衷の作品の会話文の文ごとのカード（約28，000枚）を作り，一一回分分析にと
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りかかったQ

　資料として採用したシナジオは，最近の『年鑑代表シナリオ集』，雑誌「シ

ナリオ」（ともにシナリオ作家協会の編集）に掲載されたもののうち，おもな

登場入物のことばが標準語的なものに限った。なお，時代劇作最は除外した。

　採用した作贔は，次のとおりである。

（作　品）　（作　者）　　（出　　　典）　1　（作　最）　（作　者）　（s：1　　典）

　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
張込み橋本忍年鑑代表シナ門キューポラ今村愚考益薩ず懐シナリ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

巨人と玩具　白扱依志央

鰯　　　雲　橋本　　忍

裸の太陽　漸藤　兼人

裸の大将水木洋子
点　　と　線　井手　雅入

御夜行路　暴挙　利雄

独立愚連隊　岡本　蒋八

人闘の壁　八木保太郎

も　　　ず　水木　洋子

世界大戦争

二人の息子

　　2．

版年
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客
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イントネーションの研究

のある街

秋津温泉

秋刀魚の味

私は二歳

非情の青春

鱈いあンち
くしょう

謎の赤電話

19彦琴帰埋．立∫也

真昼の心

魂の戯れ

浦山　二郎

吉田　窪重

野田　高梧
小津安二三

和賑　夏十

恩地H出夫

山田　信夫

畏谷川公之

　　／1

高岩　肇

舟橋　和郎

礫連購青鮒保造
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，

　『話しことばの文型（2）』の一部として行なった研究調査に続いて，話しこ

とばの文における音調がいかに意馬表現に参与するか，イントネーションと文

法との関連はどうかを探究することを目的とする。そのために．東京語のイン

トネーーションによってイントネーシmンの理論的体系的考究を行ない，また．

比較対照，反省に資するために．一，二の他の方言のイントネーションの調査

研究を行なうことにしたが，本年度は，東京語による理論的体系的考究と．一

型アクセント地帯のイントネーションの調査を行なった。そのうち，調査は次

のとおりである。
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　　調　査　地　点

福島県須賀川市仁井田南町

山形県助形市誠西町

幽静県都上市上長飯町

愛媛県喜多郡長浜町

　被　調　査　春

小橋寅之動・岡都マサノ

味気　米吉・畔柳神次郎

友重　和郎・平用元次郎

久保シゲ子・大石　藤蔵

　各2名の自由対話である。それぞれ約30分を限度としてカナモジ化し，録音

と対比してイントネーションを観察考究し，さらに一部（都城の資料）について

は，その発話の文節的部分ごとにアクセントの確かめを行なった。このほか，

補助資料として，福島県傍達郡桑折瞬縞馬・福島市清明町・福島市；泉町・山形

県東根市神町で自由対話を録音採集した。以上の調査について．菅野二二（福

島大学助教授）・鈴木善弘氏（圃）一■佐藤亮人氏（山形大学厚生課長）・佐藤

亮一氏（東北大学大学院学生）・鈴木久雄氏（都城市五十市中学校教諭）・宮

N六義氏（長浜市公民館主事）の御助力を受けた。

　以上のほか．次の作業を行なった。

　NHK放送文化研究所との共同研究として，放送劇団の男女俳優，女性アナウ

ンサー計11名によるニュース等の発話を録音して，イントネーションを比較検

討し，試みに，三つのセンテンスについてソナグラム・オシログラム・ピッチ

グラムの対照図を作成した。

　イントネーーション関係文献のうち，Wik£or　Jassem“lntonation　of　Conver－

sationa｝　English　”（1952），　Franti’s’el｛　DaneVs　“Sentence　lntonation　from　a

Functional　Point　o至View”（1960）について検討した。

　　3．ポーズの研究

　ポーズが文の構造とどのように関連するか，文の構造にどのように参与する

かを見ようとする。

　まず．ポーズの問題を概観してみようとして，ポーズの性質上の種類，発話

資料別のポーズの数（発話の量に対する比），ポーズの場所と文の構造との関

連，さらに，ポーズの大きさの別と文の構造との関連，声の切れ臼（；xe　．一ズの

直前）における音調その他の音声的様相，問投語（エー・アーなど）とポーズ

との関連などを，少量の発話資料によってあらく調べた。いずれも，今後の調
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査のために見通しを得ようとする準備的作業である。使った発話資料は，ラジ

オのニュース解説2種（男・女），講演，文学作品の朗読であった。また．ペン

書きのピッチグラムを作成して，上記の，ポーズの大きさ，声の切れ目の音声

的様相等の吟味のために利用した。次年度は．本年度の調査研究を継続．発展

させる。　（大石）

7



現代雑誌一般の用語用字の概観調査

A．これまでの研究経過

　昭和31年度以降，現代雑誌一般の用語・用宇の概観調査を行ない，その成果

を36年度は『現代雑誌九十種の用語用宇』第一裏曲総記および語彙表（国立国

語研究所報告2！．昭和37年3月）で，37年度は同上第二分白旗宇表（国立国語

研：究所報告22，昭和38年3月）で，また，今年度は岡上第三分冊分析（国立国

語醗究所報告25，昭和39年3月目でそれぞれ報告した（第三分滞の概要はE項

〔pp．9～14〕にしるしてある）○

　以上三冊でこの調査の報告を終了する。なお，別に刊行したff分類語彙表z

（国立国語研究所資料集6，昭島39年3月）には．報告書第一分冊語彙褒所収

の語のうち，人名・地名・記号などを除く大部分の語約7000を収める。

　計量的調査では，調査目的に即応した統計理論の整備の必要はもちろんであ

るが，そのほかに，大簸のカードを等質的に作成・操作するための，調査単位

（単位語）の認定のしかた．か一ド採集・集計整理などの作業方式の決定．作

業の手順，作業の品質管理などに関する周面な計画と実施が大切である。

　われわれの用語用宇調査の方法上の特色は．標本の抽出から数量的な主要結

果の算定まで，一貫した計醸のもとに標本抽出理論を使ったことである。この

種の調査では十万分の一のオーダー一にあるような小さい藩士のものまでを多数

扱わなければならない等の事情があるため，焼成の標本抽出技法では思わしく

ない所があるQこうしてわれわれは新たな技法を開発する必要に迫られ，確率

比例抽出法や比推定の長所を加味して，層化集落抽出法の一一変形を案出した（

担当は水谷静夫）。これで手作業による揚合の用語・用字調査の方法はほぼ碇

立したと考える。

　こうして．方法論的には，層化集落抽嵐法の一変形による語彙調査の理論と

方法を開発し（→報告13，PP．79～108；→報告21，　PP．295～320），標本から調

査対象全体の語彙量を推定するための公式を求め（→年報6，PP．52～59；・→報
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告13，PP．26～37），また，轟音の別語か同じ語の意匠の違v・かを撮作的に判

別する公式を作り（→報告13，PP．108～115），ある語がよく使われる語であ

るかどうかを論ずるには，なまの使用度数から，相対尺度である使用率を計算

し，かつ，調査対象全体での使用率の推定精度をも考慮すべきであることを明

らかにし（→報告12，p．5），さらに，基本語の選定に役立てるために語の基

本疫階数を実験的に求めた（→報告25，p．21，　p．23）。

　一方．実践上の成果としては，五十音順・使用率順の各種語彙表（婦人雑誌

．→報昏4，総合雑誌→報告12，雑誌九十種→報告22），意味による分類語彙表

（資料集6はその集大成），各種漢字表（→報告4，報吉19，報告22），語の

表記の一覧表（→報告22），助詞・助動詞の用例一覧（→報告4，報告25），語

の墓丁度の一覧表（一〉報省25），旧名・地名，語種・晶詞の分布表（一一÷報告25），

活用形別の分布表（→報苦25），　〈かか）1＞の一覧表（一→報審25），複合語の

一覧表（→報告25），同じ語か異なる語かの判別実催集（→報告25）など，国

、民の書籍生活の実態を反映する資料を蓄積してきた。

　以下に，書きことば硬究室がこれまでに行なってきた用語・環帯調査の規模

．その他をまとめて示そう。

．爲語調査

　　資　料

1　婦入雑誌、

調査対象

（本文全体）

鞘比延鷺講蕪な照覧鑛癸表
主婦之友（25年1月～12E）

糸勺1／6　　　　二L4．6万　　　　2．7万

一2　豪窓合羅途露吉　13種（28禽三7月～29年6月）

・塁黛雑誌

（本文三体）

5部辞命90種
（本文全体）

　　Pt／40　　　　23万　　　　2．3フi

（31年1月～12月）

　　｛質フ1／230　　　　53フぎ　　　　4．0フ5』

90万　　報告4

900万報告12～鴛

王億6千万報告21，25

う栃ljに，実用紀州だけについて疇人生瀟（25年王月～12月）を同じ郵｛病比で調査した。標本鷲べ語数は5．2万，

君門なり語数はi．0万，実用羅礁全体の鑑竃延べ語数は133万である。参照，報膏4g

用字調査

　　資　　料

4　婦人雑誌

5　総合雑誌

調査対象

1に岡じ＊

2に同じ

抽蹴延懸数爆弾匙縫鞠癸表
　　全標本　　17．0万

全標本の1／2　11．7万

　　　　　9．

3048　　　　　　　41　　　　　幸口琴4

2781　　　　　　　73　　　　　幸艮轡＝L9



・藝袋鵜…剛全標本の・／328・・万3328　・5結2・
　糠i｝人生活の実驚詑藥の場合猷，標本麺べ字数6．0万，同異なり字数2，000　’である（追罷参照）。

　参彰婦人雑誌の調査の葡に，朝環薪聞の昭和25年6月分に対し全数調査を行ない，

　　　　延べ24万．異なり1．　51i（人名・地名を含まない）の語数を得た（→資料集2：

　　　　『語彙調査一一聞用語の一例一』昭和27年3月）。

B．現代雑誌九十種の調査の輪郭

巖標　現代書きことば資料のうち雑誌という形態をとる刊行物について．広

く各種の部門にわたり，その用語ならびに用宇の概観を標本調査法によって計

量的に試み，基本語彙設定ならびに表記法体系の改善のための基礎資料を得よ

うとする。

　ここに現代雑誌一般とは特定の部門にかたよらず，ひろく各分野にわたり選

定された成入用の雑誌（季刊，月刊，旬刊，週刊）をさす。ただし学術・技術

’専門雑誌の類を含まないQ

調査対象　昭稲31年度刊行の雑誌，5部門90種（1月～12月号）の本文全体（付

録・増刊号を含む）。

　部門の分け方と各部門の雑誌の種類は次の通り。

　一一　評論・芸文（世界・中央公論・新潮・群像等）

　二　庶民（文芸春秋・家の光・週刊朝日等）

　三　実用・通俗科学（ダイヤモンド。自然・時の法令等）

　四　生活・婦人（主婦の友・装苑・暮しの手帖等）

　玉：娯楽・趣隊（Zi“　一一ル読物。読切小説集・駿画の友・野球平等）

調査対象の大きさ

　　延べページ数　　　22万6358ページ（正直）

　　推定延べ語数　　　約1．6億（β単位による）

　　　　　　　　　　　内訳鵬熾鑛鶏撫莞瀟

キ由出撃ヒ　　　　　　1／227

標本の大きさ

　　（1＞助詞・助動詞以外の語…

　　　　　　　　　　　　　　　　　10

毬
種
種
種
種

9
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4
　
5
　4
　
5

1
↓
　
1
　1
　
1
山
　
∩
O

広告を除いた全紙面から1／8ページ大の部分



　　　　8，000箇所Qページに換算して1，00◎ページ分。

　　　（2＞助詞・助動詞……（1）の1／3。

　　　（3）表記・漢宇………（1）の2／3。

　　　④複合語………（1）の2／3

標本延べ藷数　約53万（総合雑誌の語彙調査で用いた基準（β単位）によって

　数えた語数）。おおよその内訳は次の通り○

　　　　　　助詞・助動詞以外　　助詞・助動詞　　合計　　　漢字調査の部

　区分　　　　延べ　　異なり　　廷べ　異なり　　延べ　　　延べ　　　異なり

　　前段　　14．5万語　2．3万語　9．5万語　150語　24．0万語　13．8万字　2943字

　中段まで　29．2　　　3．4　　一　　　一　　38．7　　　28．　0　　　3328

　後段まで　43．8　　　4．0　　一　　　一　　53．3　　　42．0（推定1）3505＊

　菅漢字講査は中段までの撚本について行ない．饗段には及んでいない。しかし後段ではじめて翼われた漢

　字の種類については，溺に追跡を試み懸たに177宇を得た。したがって，後口までの全醸本を調べた場

　倉に，異なり字数が3505になる見込みである。なお．その場食の麺べ字数は約42万字と搬定される。

作業の段階　各部門とも9段階に分け，3段階ずつまとめて（前段，中段，後

　段）集計する。

C．前年度までの経過および

　　本年度の作業

　　1．前年度までの経過

　資料用雑誌の決定とその収集，採集個所の抽出，採集用カードのリプリント．

全段階のカード採集・検査・整理・集計および語の使用率ならびに推定精度の

討算。

　助詞・助動詞調査用のカードの擦集・検査・整理・集計，記述法の研究およ

び語の使用率ならびに推定精度の計算。

　表記調査用のカードの採集・検査・整理・集計。

　漢宇調査用のカードの採集・検査・整理・集計。

　複合語調査用のカードの採集・検査・整理・集計。

　報告書ffis代雑誌九十種の用語用宇ヨ第一分冊総記および語彙表（国立国語

研究所報告21，昭和37年3，月），同第二分冊漢字表（国立国語研究所報皆22，

昭和38年3月）の刊行Q
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　　2．本年度の三業

　報告書第三二二「分析」編の原稿を作成し，これを印鋼した（→E項〔pp．

9～14〕参照）。

　『分類語彙表』の原稿を作成し，これを印回した（→F項〔PP．　14～16〕参

照）。

　　　　　　　　　E．報告書第三分冊「分析」編の内容

　本年度は，　gyfA代雑誌九十種の用語用字』の第三分冊（国立国語研究所報魯

25）として，　「分析」編を印帯した。その内容は以下の通りである。　（かっこ

内は執筆筆名）

　罠次綱昌・内容解説　PP．IV～、1

　ページの左半分に爵次細9を．右半分に内容解説をしるした。この部分と最

　後の「調査のデータ概略」を読めば大体のことがわかるようになっている。

0　調査のあらまし　　（見坊）　PP．1～6

　　5項目に分け，この調査全般の経過・対象．第三分冊の調査項目などを説

　明する。

1語の基本度　（水谷）　pp．7～51

　基本語彙の選定に役立つ物さしとして，語の基本度というものを考え，基本度

を実験的に求める方式とその結果を記述した。ここにいう語の基本度とは語の

使用率と散らば1　tw（様々の分野の読みものにまんべんなくあらわれる度合）

で表わされる画数で，基本度z＝a十bk’十cyで表わされるQこの式の定数を調

整するためには次のような実験を行なった。すなわち使用度数50以上の語1220

申，使用率・散らばり度の観点で数量的性質が似ている語の中から五語ずつ，

二十五組をランダムに抜いて，被験者（9名の専門家）にどちらの組が一層基

本的と思うかを判定させた。この判定結果を使って，試作基本度17N数

　　　　　　基本度f＝＝一〇．6350十1．5825x－O．4181y

を得た。ただし．x；iog王。（使用率）÷5
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　　　　　　　　　y＝・loyio（散らばり度）十3　であるとする。

この式を使って，標本使用度数50以上の語を基本度の高い順にならべた一覧表

（PP．26～45）を作り．基本度の高い語700については意味の分類も行なった。

700語についてみると，抽象的関係をさす語が半分以上を占め，生産物・用具

や自然物・自然現象をさす語が少ない。

2語攣の盤的な構造　（永谷石綿．宮島）PP．　52～68

　（1）　使用率の分布〔全標本〕　（水谷）

　ある定まった値以上の使用率を持つ見燃し語がいくつあって，その見憂し語

　が延べ語数の何麟をおおうか，について全体・各層に分けて計算した一覧表

　を作った。全体についての結果の一部をまとめて示すと，次の通りである。

鯉率（％）｝・…　5目・・

蕪痴態・

O．　5

面面射騨3・・
　　　　　　　t

8，4

IE’i．uai・iliEP［Mrm一・，klli－g4．

工5．2 Z9．　71　25．　8

　1
32．　61　42．　1

6rslww5r．　S，mmbrm．，1rm51．rm51i，s

　l
II，l1511wwg，111mmllli，1］gslTIII－llgg

　　　i　l
’ZI；．　gsl’ungltlrl．6’t／ltllJg4．61”73．　s

　　IV“VI

大ざっぱに書えば，主要な500語を知っていれば，雑誌の半分は辞書をひか

ずに読める，という計鋒になる。

（2）　語種・晶詞〔金標本〕　（石綿）

藷種と撮詞の内訳を，語の使用度数・雑誌の部門と関連させて扱った。この

中，語種・最詞別の％を，異なり語数（内がわの円）と延べ語数（外がわの

円）とに分けて図示すると．図1のとおりである。また．これを使用度数ご

とに分けて示すと図2，図3のとおりである。概括していえぼ，語種につい

ては異なり語数では漢語が和語よりも多くて半ば近く．を占めるが，延べ語数

では和語が漢語よりも多くて，全体の半ば以上を占める。晶詞については，

異なり，延べともに名詞が過半数を占める。

（3）　活用形の使用度数〔全標本の1／3〕　（石綿・宮島）

動詞では「て」「た」などに続く形が多く，形容詞では終止連体：形が多い。

詳細は表の通りである。
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活用形 語形の例 動　 言司

形容詞

未然形・
o

tt　2／

連雪形・
o

　　　　2（
〃

　
形
形
形

　
体
　
連
定
全

　
正〃
終
仮
命

　　読まない

　　高からず

　　読もう

　　高かろう

　　読みたい

　　高くて

　　読んで

　　高かった

3　　なかりせば

3333

345

3468

13638

9222

456

239

8

！3

1049

1些1

　1

24－og

！3

　2

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3⑪701　　　　　　　　　　3635

　図3語種・品詞別の異なり語数と延べ語数　（琢分比）

名詞
61．8％

．　　延べ語数

　　　　動詞異なり語数　　■．23．6％

　1動識形容詞など
　11・4簗三i皐鰻三・

名詞
78．4％

o．7％i　lli；i：：iYfili

　，・形容詞など
　｛，’　．；．2．．　．8　Ot．（　1，・

　！｝潟該

　　yg％

　感動詞など
外来語

14



蟹2度数別にみた語種・品詞　（異なり語数）

石5以」、〔：＝＝＝＝＝盈z翅 14’st；pt：＝

33－64〔＝＝＝＝＝璽ZZ盈 壽磁

ユ7－32〔＝＝コ璽一
9～16［＝＝＝＝＝團睡一 ／〆／『ﾁ誓

5～8［＝＝＝＝＝：麓麗一 ／　　　轡鴨

3一一4

　21　1：i’；
　1　　　　　　　　　’購

度数　　湘　語

二t　‘〆 t
　I．tt・：：，・ltL｛

少／／　　／〃’ ／　．、乾「驚

；’／0／／／．’」・7JJ／／r／・

外来藷混種語　　　　漢　語 名 田　形秘

図3度数別にみた譲種・品詞　（鷹べ出子）

　も5以上＝＝＝＝＝＝＝IIZZ2M］　　　　　　　　　蹴
　33～64［一ヨ　　　　　　　　　　　　／＝継＾
　17一一321　i’1｛”eei／／，／2／／／t／／／／Z／／／／ZJ／；tJl　l　ll／／／．’4／／1，i’，，，一／，e

　　g－i6［＝＝　Mwtzmzz　［＝＝＝＝＝z　g
　　s－s　E＝＝Eeeuaew　［＝＝＝＝＝Ztw
　　3－4［＝＝＝＝コ璽羅EZ2ZMZZ］　　　　　　　　　腿、

　　　2　［＝＝EienM2mpZ　［＝　＝＝＝＝E
　　　i［　＝＝EenZMZ　＝＝＝＝＝＝　［Z　i
　　度数　　和語　　外来議混種語　　　漢　語　　　　　　　　　　名　　　　　　　　重む形感

3助詞・助動詞の矯法　〔金標本の1／3〕（宮島）　PP．69～239

　現代語の助詞助動詞の用法に関するくわしい記述は，すでに夢現代語の助詞

・助動詞一用法と実例一di（濫立謎語研究所報告3，昭和27年）があるの

で，この分冊ではその点は簡単にあつかった。　すなわち．　「贋法別度数表」

（pp．74～90）では，この調査で得られたすべての助詞・助動詞あわせて140

項醤について，意味用法上の分類を行ない．各分類のもとに実例をあげ，全体

と各層ごとの使薦度数を示すにとどめ，くわしい記述・論証を省略した。その

代わり，前記の報丁丁にない事柄を広範囲に取り上げた。

　たとえば，「文節形度数表」（PP．93～111）では，　「書いたでしょう」「花
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ならば」などのように，助詞・助動詞がついた文飾の形の度数を全体と各層に

分けて示した。「：つのくかかり〉の前後関係j〔602項印　（pp．178～228）

では，「太郎に本を与える」と「本を太郎に与える」の，二つの表現のどちら

が多く現われるかをLkWt一覧することができるようにまとめた実例集を下意し

た。これと似た一覧i爽に，　「三つのくかかり〉の前後關係」　（PP．229～23！）

がある。このほか，助詞が文の成分上どの位置に来るかを概観した一覧表（pp．

232～233），〈かかり〉に対する〈うけ〉の異なり語数，延べ語数を示す一覧

表（PP．234～238）．一つのくうけ〉にかかって行く助詞のうち．どれとどれ

は岡じ文中にあって共存しやすいかを示す一覧表（PP．238）など．従来開拓さ

れることの少なかった笹野を．数量的に記述・概観した。

　助詞・助動詞の部で特に力をそそいだのは類義表現の比較である。たとえば

受け身の表現には，「～に～れる」式の雷い方と「～から～れる」式の雷い方

と二通りの表現がある。われわれの調査の結果では，相手が入間のばあいは「～

から～れる」を用い，相手が人聞以外のばあいは「～に～れる」を用いること

が多い．ということが数量的に証明された。　このような比較を，主格の表現

（「が」「は」「の」），出発点の表現（「から」「より」），基準の平帯（

「に」「と」）結果の衰現（「に」「と」）など各種の表現24項属にわたって

取り上げ，統計学的な考察もくわえて記述した（pp．115～171）。

4複合語　〔全標本の2／3〕（見坊）　PP．240～293

　このたびの調査では文を単位語に分割する際，β単位という規準に従った。

このため，たとえば〈自転車〉ということばは，〈自転〉とく車〉との二語とし

て取り扱われるなど，語彙表（第一分冊）の利用上，十分でない面があった。

そこで今回は，β単位を土台として形成された複合語（β結合）のうち，出現

回数3回以上のもの4，718語の一覧表を出すことにした。

　複合語の表にのせた4，718語は，延べ約29万語の単位語について調査した結

果の抜き書きで．出現回数の最高は〈数字十年〉の821蹴であったQ以下主と

して人名・地名・数字などとの結合形が続く。複合語をもっとも多種類生産し

た単位語は〈する〉で，1，　957Ptの複合語を生産した。

　複合語について言えるおもな傾向は次のようなことである。
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　（1）よく使うことばほど複合語をつくり，かつ，多種類の複合語を生産する。

　②　入名・地名・数宇は，それ以外の語よりもよく複合語を作り，かつ多種

　　類の裡合語を生産する。

　〈3）複合語の生産量についてみると，語種では漢語．贔詞では名詞と動詞が

　　すぐれ，語種・晶詞の組み合わせでは称語動詞がまさる0

5同じ語か異なる藷かの判別　〔全標本〕（石綿）　PP．294～330

　ある単位語にどのような見出しを与えて整理するか，欝いかえれば，ある見

出し藷を定めたとき．その中に属する単位語としてどの範囲の単位語までを含

めるかということは．語彙調査では重要かつ基本的な問題であるQたとえば．

「焼け野原」のくヤケ〉と「やけになる1のくヤケ〉とは，岡じ見出し語とす

るかどうか，　「強豪」と「強剛」とは1司じ見出し，語とするかどうか．これをは

っきりさせなければ，異なり語数も確定しないし，語ごとの使用度数を集計す

ることもできない。この章では，1　語の変化，2　語形と意味の並行性　の

二つの観点から問題を概観し．このたびの調査にあらわれた問題語を五十音順

に整理して，その語の簡単な用例ならびに処置を示した一覧表をのせた（pp。303

～330）。もとよりこの表は，このたびの調査にあらわれた見幽し語四万の範囲

内でのものであるから，すべてを尽くしたものではないけれども，岡語別語を

判別するさいの資料として役立つ面が：大きいだろう。

索引　　pp．331～334

　報告21，22，25の三冊にわたる項匿・人名・地名の索引である。

調査のデータ概略　pp．335～336

　これは第一分冊にものせたが．今回は金三冊にわたる主要なデータの概略を

　まとめ．調査の全体に関する概念を数字的につかめるようにした。

報告書要罠（第一・一～第三分柵）　PP．336～337

　各分珊の内容紹介と目次の抜粋である。第三分冊のそれは巻頭にある。

F・資料集『分類語彙表』の内容

『分類語彙釦（国立国語研究所資料集6，昭和39年3月）は，もと『雑誌九
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十種の用語用宇』の一部として刊行する予定であったが．都合により別に刊行

することになった。

　この7分類語彙fidiは．語を意殊によって分類し，同義・類義の語が同じと

ころに集まるように作った語彙表であって，たとえば「類似・一致」の関係を

表わす語は同じ分類番号のところに集まっている。ただし，この本では，語を

まず晶詞によって大きく　1．（体の類）．2。（用の類），3．（相の類），4．（その他

の類）の四つに分けることにしたので，上記の例で言えば．〈相似〉，〈近似〉

（1。1121），〈似る〉．〈似合う〉　（2，133），〈似つかわしい〉　（3．133）は，そ

れぞれ整数の位のところでは別な場所に分かれることになる。その代わり，小

数点以下の番号は大体そろうようになっている。

　分類語彙表の作成の試みは，　丁婦人雑誌の用語di（国立国語研究所報告4，

昭和28年）以来，順次成長してきたのであるが，このたびは．従来の用語調査

の成果のみならず．さらに収録語数を大幅に広げ，広い見渡しのもとに，雑誌

九十種の調査で得られた高使用率の旧約7，000の，意瞭分類上の位置づけを行

ない，H本語の一種の基本語彙表としても役立ちうるようにした。

　この分類語彙表に収めた語はおよそ3：万2600語である。その内訳は次の通り

となっている。

『現代雑誌九十種の捌語期字』
調査で使令度数7以上の語

嗣上調査で使胴度数6～4の語

阪本一郎氏『教育基本語彙」
所収の語

主観的に増補した語

約7，GGO（報告書第一分冊訴取の
7234語から人名・会社名・記号など
を除いたもの）。『分類語彙表よでは
＊印をつけて示す。

約5，000（第一分禰には収録してい
ない）

約7，000（2万250G語の中，上詑と
璽綾しないもの）

約3，600

　　　　　　　合　　静1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸勺32，600

y分類語彙表』の全体の体裁は次のようになっている。

まえがき（PP．1～9）　　分類語彙表というものの意味・役割，内外の類書の紹

　　介．この『分類語彙表』の性質，この本の意味分類のしかたと特色，分類

　　表の体裁などについて説明した。

分類項目一覧　（PP．　10～20）　　分類：各項目に与えた見労しの語句を番号・順にあ
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　　げて，分類語彙表そのものの目次とした。

本文（pp．　21～167）　　意味の違いに応じ，飼じ語形がこか所以上に出るとき

　　は，随時相互参照をさせた。

索引（pp．171～362）　求める語の分類番号を知るために，五十音順の語彙索

　　引をつけたc

G．　担 当 者

担当者は

　　見坊豪紀　水谷静央　石綿敏雄　宮島達夫

で，第一研究部長の林大が．意味による分類語彙表関係の仕：事を分担したQ

なお，補助者として，研究補助員橋本圭子，高木翠，鈴木百合子，小林さち子r

本多レイ子が作業に従事した。

　　　　　　　　　　H．　来年度以降の予定

　来年度以降は，r現代語の語誌的研究ゴという総合的な題目のもとに，次の

二つの調査研究を行なう。

　1　語の意味の記述的研究

　2　注目すべき用例の採集と整理

1に関しては．書きことば研究室がこれまでに採集したカードを主体とし．こ

れに明治以降昭秘こわたる有名な文学作品二十七種から豊富に用例を追加採集

して．語の意味の分析。記述を行ない，将来の辞書編集のさいの基礎資料とす

る。さしあたり，来年度は．動詞・形容詞・形容動詞などを中心とする約20万

語を取り上げる予定である。

2に関しては，薪聞．雑誌，単行本などの中から適宜選択して．めずらしい馬

語例，用字例などを採集・整理して，現代語の欝録作成の資料に役立て，辞書

編集その他の補助資料として随時活用する。来年度は．1と長じ資料を使って

約1！万語を採集・整理する。　　　　　　　　　　　　　　（見坊）
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大量語彙調査機械化のための準備的研究

　　　　　　　　　　A．　この研究の琶的

　書きことば研究室ではこれまで比較的規模の大きな語彙調査を行なってきた

が，確定した使用順位をもつ語数を万のオーダー一で得るためには「現代雑誌九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薔嚢
十種の用語三三」の規模の数十倍の調査が必要である。このような大規模な調

査は，従来のような手集計ではとうてい不可能である。（もし手集計で行なえ

ば，非常な長年月を要し，完成したときにはすでに資料としてはほとんど役に

立たないものになってしまう）それゆえ．機械を粥いることによって調査期間

の短縮を考えなければならない。このために．大規模な語彙調査を機械化する

ことを昌標として．本年度から準備的概究に着手した。

　　　　　　　　　B．担　　当　　者

書きことば研究室の水谷静夫．石綿敏雄の2名がこれに当たった。

　　　　　　　　　　C．本年度の研究

　語彙調査の機械化のためには種々の方法が考えられようが，いわゆるパンチ

ド・カード・システム（PCS）による方法とディジタル電子計算機を用いる方

法とが考えられる。簡単な実験の結果，ディジタル電子計算機を用いる方が，

はるかに短時閥で処理でき，かつ人力を節減できることが明らかになった。そ

こで電子計算機すなわち電子情報処理組織（EDPS）の性質および能力につい

て，また語彙調査やそれに関連あるEDPSによる実験についての情報を集め，

かつそれに関するいくつかの小実験を行なった。

　このような情報の整理や実験の結果は所内で配布した小冊子「こんぽ一とj

1～4号にまとめた。その主な内容を示せば次の通りである。

　第1号（63．10）

　　ヤマトによる模型的な語彙調査（一一）　　　　　　　　水谷
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　自動抄録と自動インデキシング（紹介）

第2号　（63．　11）

　フェランティマーキュリ計算機の雷語問題への応用

　グロッサリの自動作成

第3号（63。　12）

　ヤマトによる語彙調査の模型実験（二）

第4号　（63．　12）

かく谷

ノ
！
ノ
ノ

石綿

ソーティングー五十音順排列プログラムの準備一（一）水谷

語の認識プログラムの一つの考え方

　　　　　　　　D。来年度以降の予定

1！

　EDPS導入のための準備的な研究を続けて行ない，機種，性能などに開する

各種の情報を集め．大量語彙調査のためのEDPSの使用法を検討し，各種プ・

グラム，実験データの蓄積をはかる。　　　　　　　　　　　　　（水　谷）
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各地方言の共通語との対照的研究

　　　　　　　　　　A．　目的と意i義

　地方における共通語の教育，ことに共通語の文法の教育に役立つ資料を得る

ために，各地方言の文法と共通語の文法とを対照的に研究する。また，昭郡39

年度をもって，「H本県語地図作成のための調査」の8か年の計画が終わるの

で．昭和40年度以降に地方研究員に委託すべき研究の準備を兼ねる。

　　　　　　　　　　B．計画の概要

　1．期　間

　　昭和38年度から3か年の予定。，

　2．対象とする方雷

　　秋田市方言，鹿児島市子爵，京都市方言。

　研究の目的にかんがみ．とりあえず，東北地方から一つ，九州から一つ．近

畿地方から一つ，合計，上に記した三つの方需を選んだ。日本語の方言申，相

互にはなはだしく違っており．かつ共通語と相当違う方言であること，近隣に

対する影響力の大きい，都市の方書であることが，この三つの方言を選んだお

もなi哩由である。

　3．方　法

　　次のようにして行なうQ

（1）現地へおもむき，現地の方言をよく保持する老人数入をインフZi一　一一マント

　に選んで二入ずつ対話をしてもらい．それを録音する。対話の話題はインフ

　ォーマントが自由に選ぶものと，われわれが指定するものとの二とおりとす

　る。

（2）録音した対話を，現地でくり返し聞きながら文宇（音声表詑または音讃衰

　記）に直し，共通語の対訳を付けて，分析のためのテキストにする。なお，

　それに先立って．既存の研究文献によって，現地方言に関する予備的な知識
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　を得ておく。また，録音の聞きとりには，現地の方言を保持する大学生に脇

　回してもらう。

⑧　テキストから，分析の対象とすべき項昌ごとに，カードを作成し，そのカ

　ードによって分析を行なう。文法的な現象全般を対象として分析するが．そ

　のうちとくに，「助詞」として総称されている形式の分析に重点をおくQ

④　ふたたび現地におもむき，分析によって得られた結果にもとづきながら，

　適当なインフォーマントについて質問調査を行なう。そして，「助詞」を中

　心にして現地方言の文法を記述する。

⑤　記述の結果にもとづいて，現地の方需と共通語との差異がもたらす，文法

　教育上の問題点を詣歯するQまた，この段階で．さらに現地をおとずれて調

　査する必要が起これば．これを行なう。

C．経 過

　昭和38年度申に，秋田市方言，鹿：児島市方欝について．その録音，テキスト

の作成．カード化を終わり，かつ一部の分析を始めた。

（1）秋閏市方蓋

　インフォーマント5人について，2入ずつの対話を合計約6時間録音した。

インフzl一　一一マントの氏名・性別・生年は次のとおり（敬称略）。

　　羽de　1・ミ（女，！899）．福地発明（男，1882），伊藤ヨシ（女，1905），石

　　井武治（男，1900），鈴木セキ（女．190Q）

　録音したもののうち，1時間50分の分を文宇化して分析用のテキストにした。

文の数にして約1，！50である。また，1時間50分のうち，約25分が指定された

詣題による対話．残りが自象話題の叢話であるQそして．テキストにもとづい

て．分析用カード約13，000枚を作った。

　なお，インフォーマントの選定その他について，翻然大学教授北条忠雄氏（国

立国語研究所地方醗究員）の協力を得たQ

（2）鹿児島市方書

インフォーマント6入について，2入ずつの母活を早計約6時間録音した。
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インフit　一マントの氏名。性別・生年は次のとおり（敬称略）。

　　千早ミツ（女，1880），武元武男（男，1900）．神村フデ（女，1912），大

　　出宏（男，1903），川上サク（女．1911），近藤旅庵（男，1901）

　録音したもののうち．50分の分を文宇化して分析用のテキストにした。文の

数にして約900である。また，50分のうち32分は指定された話題による対話，

残りは自由話題の対話である。そして，テキストにもとづいて分析用のカード

を約10，000枚作成し，分析にとりかかった。

　なお，インフ，t一マントの選定その他について，鹿児島大学教授上村孝二氏

（国立国語研究所地方研究員）の協力を得た。

D・今後の予定

　昭和39年度には，京都市方言について．秋田市・鹿児島市の場合と嗣じよう

に，録音・テキストの作成・カード化を行なう予定である。また，鹿児島市方

言についての分析と記述を進め，39年度中に終える予定である。秋田市方言と

京都市方言の分析と記述は，昭和40年度中に終えることを落魚にしている。

E．担　　当　　者

　地方言語研究室の次の3名の共同研究である。

　　　柴閏　武（室長）　　上村幸雄　　徳川宗賢

　計画の立案，および方書の録音．文墨化は上の3名が共同して行なった。カ

ード化と分析とは主として上村が担当して行なっている。また，白沢宏枝が補

助的な作業を揖些している。　　　　　　　　　　　　　（柴霞・上村）
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日本言語地図作成のための調査（第7年度）

A．はじめに
　北海道から沖縄まで，H本語地域の全域を範囲として．語の地理的分布を瞬

らかにし．N本語の歴史を再構することを属的として始めたこの調査は，今年

度，8か年計画の第7年度を終えた。今年度は，後期計爾の第2年度に蚤たる

が，230地点での調査を終わり，初年度からの調査地点数は，合計2，！60になっ

たc

B．担 当 者

　蔑期計画と声様，地方言語研究室が調査センターとな！．調査金般の企画・

臨画および結果の整理に当たった。臨地調査は．もっぱら地方研究貴が地域を

分担して行なった。昭稲38年度に当たって，臨地調査を分担した地方研究員は

次のとおり。

認査者

番号
el

e．f

63

婆
び
3
8

ハ
U
（
U
婆

7
◎
レ

（
ぴ
5

54

5
1
2
2

一
b
1
1
R
）

損当地域

tiヒ海道1

北海道韮

北海道璽1

森
手
城
　
田
形
　
島
　
城
木
馬
玉

青
岩
嘗
　
秋
山
　
編
　
茨
栃
群
埼

氏　　名

五十嵐三郎

長谷川清喜

石垣　穗雄

此島　正年

小松代融一

加藤　正儒

北条　忠雄

佐藤亮一

ヨ言甫　芳夫

金沢　直人

多々良鎮男

上野　勇
江原　嚢

勤務先（1964年5月現准）

北海道大学文学部（助教綬）

北海道学芸大学札幌分校（助
授教）

市立東栄中学校（校畏）

弘前大学教育学都（教授）

県立杜陵高狡（教頭）

整和学園短期大学（助教授）

秋細大学学芸学部（撒授）

東北大学文学部大学院（学
生）

県立瞬寸高校（教諭）

茨城大学教育学都（助教授）

宇都宮大学学芸学部（助教授）

県立沼四女子高校（教諭）

市立城南中学校（教諭）
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　柱勝（左：に間じ）

札幌市月寒西3条5丁霞
季Ll麗市埼ヒ23条亘璽7丁園

北海道札幌郡季稲町西野
79

弘前市袋賢｛丁20

盛岡市下／」、望診63

宮城県回雪郡多賀城町八
型即身鴬｛ヨ三宅55

秋田市季形東漸町1

仙台市福霊字松堂市営住：
宅LB32の135

福島県田村郡三春晦大町
51

水戸市石／li町4騒3の2

宇都霞市一ノ沢町1の6！

沼田市西倉内町810

／il越市南通町9の17



　千葉

　東京

　神奈川

當山・石ノll
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澱
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島
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岡

彦和藤後
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資
瀬
野

馬
　
濤

郊
盛一
隆

隼持
井
鋼
岩

茂
夫
畜
茂
代

導
水
二

佐
清
青

雄
三
也
儒
城
島
斑
出
撃
民
一
惇
重

石
誼
達
寿
大
邦
コ
　
脱
糞
義

開
月
田
谷
　
藤
宮
田
郷
宮
内
芦

谷
望
山
　
慶
　
箆
遠
　
西
和
　
岡
　
西
村
広
絹

織治吉虫

陽

浅

岡
波
村
阿

雄文城窟

秋
世
俊
助

泰
　
正
重
頼

石
由
居
築

近
杉
土
都

國立茨城工業高等専門学校
（講師）

長野県短期大学（助教授）

静岡大学文理学部（助教授）

県立柏晦高校（教論）

金沢大学教育学部（助教授）

福井大学学芸学部（教授）

霞梨大学学芸学部（助教授）

市立三陽中学校（教諭）

県立妓阜商業高校（教諭）

静岡：大学教育学部（教授）

臼ホ福祖大学（助教授）

名古屋大学文学部（助手）

県立虎姫高校（教諭）

京都大学文学部大学院（学
生）

奈良を見よ。

神戸大学教養学部（助教授）

町立澱泉小学校（校長）・
隠　幼稚圏（園長）

皇学館大学（教授）

和歌霞大学学芸学部（助教授）

島根大学文理学部（教授）

県立岡艮繰霞高校（教論）

町立三興中学校（校長）

県立下関欝高校（教諭）

徳島大学学芸学部（教授）

香用大学学芸学部（教授）

新田高校（教諭）

高知大学：教育学部（助教授）

福岡学芸大学（教授）
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勝田鳶束石ノ1ほ97の2桜本

アパート3D

長野市淀ケ橋柳町アパー
トBMの1

静周市大岩町2の82静岡
大提議岩宿舎内

畑鼠毒拍木町1255

石摺県海北郡津幡町字清
水ホ313

半弁黒虫訴町66

山梨県中巨摩郡霞擬町百
k3e62

長野県更級郡更雌ヒ村中氷
鉋1089

岐率市旦の島402

森釜岡市；1ヒ安東628

名甲子市中村区大秋町
3の26

名宵屋市灘区若園町2の
50今村方

長浜市分木町1260

京都市左京区下二上用原
町43

神戸市垂水区i　pt水町神
田122

兵庫県美方郡温泉町湯

｛鋒勢市単淵町342

和歌山市片驚町1の1

出雲市珊珊町

島根県籔耀郡斐川村大字
窟村

岡由市津島字イツクシ山
2413の王5

広島県佐懐郡五日市町回
代121

下関市小月町中邉2561中
野方

徳島県那賀郵那賀ノほ町島
滉931の2

高松毒九番目8公務員癒
舎41

今治衛買蒲町267

高知市弥生町44

福騨帝高宮下等町56
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佐賀・長崎

熊本

大分

割晦

鹿児島

沖縄

小野志真男

秋山　正次

糸井寛一
岩本　実
上村　牽二

外間　守善

佐賀大学教育学部（教授）

熊本大学教育学灘（助教授）

大分大学学芸学部（助教授）

宮崎大学学芸学部（教授）

鷹児島大学文理学都（教授）

琉球大学（講師）

佐賀帯赤松町中館93

熊本毒若葉町36の12

臼杵市梅添190

富麟｝市下ガ（流lit｝“190の1

鹿児島斎武町965

那覇市醤里嘉蔵町3の1琉
球大学秘語研究室

（以上地方研究員47名）

　なお，結果の整理については．言語地理学の専門家W・A・グu一タース神

父の協力を受け，また，作業一般に．研究補助員白沢宏枝が参加した。

C．調査一進行状況

調査一般は，前年度と全く変わらない。詳細は，年報14について見られたい。

昭和38年度に調査した230地点IS　．次のとおり。

　　　調査地点

北海道

亀田郡七飯町字本町

山越郡長フヲ潔～露丁字國縫

幌泉郡幌泉町字幌泉

広羅郡下樹田丁字振別

青森県

弘前常富繊二丁霞

議樋口
　　　　　1

東津軽郡平内町大字康田沢字田沢

西津軽瓢深浦町大字深浦宇浜町

爾津軽郡平賀町大字蔦川字折戸

詫淳軽郡布濾村大字十三宇深灘

北津軽郡小湘村宇小泊

下北郡川内町大字川内字家之辺

下；1ヒ郡佐井材大字長後心心露

岩手口

一関市本寺

大鉛渡市日頃市町字聡橋

上閉伊蔀大槌町金沢

下閉拶琢翻1井村小囲字末三

下閉｛勢郡普代村普代

：戸郡褥岡町上斗米滞陣月平

二戸郡安代町荒沢字細野

二戸郡一戸町中出
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　　　　調査地点

　無茶郡九田村俳保内

i踊躍山形村ノ目井

i鋤螺
i研呉綴～丸森町耕野ノ賄宥

i鵬郡丸森町裏

降米墨灘・鰯
i栗原秘花里村出内

　桃生郡河瀧町一長瀬

　秋眠漿

　本瀧市大簗

　南秋田郡：五域霞町高樋

　鹿角郡八幡平村字坂姥平

　山本都八森町字八森

　由利郵象潟町小砂ノi淳中毒

　伯混郡中仙町長野

　媚ヒ郡EEi沢湖町田沢字沼田

　雄勝郡蕾瀬村字母字面光

　き建勝纒菓成瀬村岩井刀淳東村

i雛形県
1鶴岡市大字加茂

　漸庄市北本町

　葉濁用郡黒町大字jll代檀平

　飽海郡遊俊町大宇豊岡宇大内
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福島渠

西白河郡藤郷村大字羽太字谷地鐵

儒夫郡松ノ1町大字浅ノ昌字館

儒ジミ郡飯坂R13大字中野字大呂竃

俘達郡桑折町字北町

岩瀬郡天栄村大字田良羅宇居平

石域郡三和村大字下市萱字堀ノ内

双葉郡jll内村大字下瑚勾宇宮下

茨城票

趨或市白銀町

東茨城郡常＃ヒ町勝見沢

鹿島郡鉾田町大字紅葉

行方郡北浦層繁島

砺木票

足利市大町

上都賀郡粟野町大字入粟野小字水沢

芳賀郡芳賀町大宇上稲毛屡

壌谷郡栗山村大字胡僕

安蘇郡葛生町大宇水木小字太田沢

群馬県

桐生薦東久方町

椀生市梅田5丁欝

安中市板鼻町

碓承郡松井田鰐上町

埼ヨ三票

飯能衛大字虎秀

姥企郡小ノllMV大字小ノii

千葉県

銚子市芝町

市厚市市津町東麟吉

山武郡大網白塁田丁四天木納燈

海上郡飯飼町萩鷹

東京都

太田区糀谷町

町配市本町旺i1丁霞

薄多摩郡多摩村関芦

神奈川県

横須賀市佐島

足樋上郡艮1北田f中ノii箒沢

新潟裂

新潟市島見町
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　新潟市沼垂賓町4丁葭

　直江津市塩屋区

　薪井市大宇新井朝日田ぎ

　西蒲原郡塔整材字間瀬

　南魚沼郡湯沢町二二居

　三島郡寺泊町上荒町

　刈羽郡小羅町大宇新町

　岩船郡粟島浦村字内浦

　富出渠

　東砺波郡庄川町字湯山

　西砺波郡福澗町字沢Jli

　中i諦｛聯立江1町芦lli弁等

、石ll爆
i金沢市燭町4丁目

　小松市打木町

　珠沸市馬諜町

　加賀欝葎切町

　鳳至郡梅田村字鈴ガ嶺

　福井県

　敦賀市神楽2丁ξi

　敦賀市追分

　大野市上打波中村

　坂井看婆＝ヌL醗町本町2一コ「厨

　山梨票

　中巨摩秘芦安材沓沢

　爾都留郡道志村警ノ木

　長野梁

　松本市幡上町

朕町縞購
　塩尻市塩麗町

　東筑摩轟四賀魯中測横耀

　西筑摩郡櫓州壕寸割疑

　繭筑摩郡王滝村

　南安曇郡安曇村稲核

　北安暴郡白馬村北城壇島

　岐阜県

　大垣市長沢町

　揖斐郡創ヨ村六舎小字樫

　本巣郡根罵村大字長嶺

　霞祭郡美Ltt村大字岩佐三

　大野郡清見村池本
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大野郡［童ijli村宇小法i規

書城郡神岡田∫船津

静爾票

静岡霧緑町

溝ニオ（市西河内河内

蕊島市三島

庵康郡蒲凍田∫神沢

周智郡森町三倉小字大河内

周智郡春野町小俣京丸

愛知型

名古聖市縁組鴨海町字三皿

蒲郡市蒲郡町本町

i拳蔽楽郡作手村大字菅沼字落含

三重察

鳥羽市答志町

員弁郡北勢町瀬木

一志田美杉壕：寸爽津

多気郡宮川対唐櫃

志摩郡阿児町安乗

滋賀璽

神燐郡永源専町箕絹

高島郡朽木村古川

京都蔚

舞鶴市藤神晦

貌桑照郡美山町大宇盛郷小字林

大販府

灘河内郡交野町字星田

兵庫県

尼峰市大物町2丁週

才躍生市那波

加西郡北条町千ノ誤電

飾磨郡家島町真浦

宍栗郡安塞風車木野

城綺郡竹野町墨壷毒中対

養父郡養父町長野小字尾ノ上

朝来郡生野町黒用小字黒JII

氷上郡青塊：町佐治

津名郡淡路町岩屋片浜

奈良票

書野郡天川村大字測l1
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60

愛桑鑓郡京北町大宇上黒田小字森ノ本60

　　　　　　　　　　　　　　　　60
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　智野瓢野迫川村大字平

1和歌出票

i東牟婁郡螂智勝上馬蜘三
i葉面婁郡熊鼠町上矧・

i酢鄭陣辺路剛・松原

i酔塚紬瀦蜥
1鳥塚漿
ト

［議論賀露町

　東イ蠣；羽合町大幅宇野

　隣野郡日南町阿箆縁
ト

　島根県1
　大凶甫大森晦駒の足区

　八束郡島根村大字野波

　遭摩郡温泉津町灘泉津大字小浜

i美濃郡美都町大字撒

i岡山票

29

後肩細土弾語大字西江原小字西酎入

英E鷺郡作東町原：

広島県

由県郡油玉ヒ晦大字束八幡宇菅原

神石郡三和町高蓋

神石郡三和町坂瀬jil

双三郡三和町下板木宮蔵

双三郡布野村上布野二井殿

比婆郡東城町内堀

比婆郡比和町旧藩

山口票

下関帯」三Eヨ賃：厩丁8了霞

下関市大字蓋井島

防府市大字向島字画ケ嬉

下松帯大字笠戸島宇本浦

小野細市刈屋

光驚大字蜜積浦上西之浜

吉敷郡秋穂町大字秋穂東本美ll聾

徳島県

激騰市大井舞

那賀郡上那賀町平谷字福野尾

海部郡海南町皆ノ瀬
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秀州果

小豆郡土庄田丁遊島唐藪

香lli郡塩瀞iT塩江

愛媛票

菓宇和郡野村町小門掌大久保

晦宇和郡西海町船越

薦宇和郡内海村男ぐ串

愛宇和郡宇和海村大字｝欝淵宰豊浦

誌宇和郡宇和海村大宇i三振島三明海

上浮穴郡細谷村西谷字占味

高知県

高知市江のi＝i
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　次に示す地点では，地方薪究員の調査に，調査センターの地方言語研究室員

が岡弛し．調査現場で起こるいろいろな事態について打ち合わせをして，全国

での調査が統一して行なわれるように努めた。京都府地方研究員遠藤玩は，昭

和37年度途中から，この調査に加わった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3e
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　爾項買とも，特に「を」の有無を調べるための項旨ではなかったが，両図の

分布はきわめてよく一致した。両図とも，特定の調査方針のもとに調査した結

果をまとめたもので，これだけからは，空白の地域が必ずしも「を」や「ば」

という助詞のない地域とは書えない。しかし，爾図が，多少違いつつもほとん

ど一致していることは，なんらかの意味を捕…つものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゆう
　なお，M本言語地図作成のための調査項目の中には，別に　「灸をすえる」
におい　　　　　　　　　せき　　　　　　　　　あぐら

「匂をかぐ」「咳をする」「胡座をかく」「片足び跳をする」などがある。さ

らに，これらとも比較すべきである。

E．来年度の見通し

　昭和39年度には．日本言語地図作成のための調査8か年誹画は，その全計画

を完了するであろう。調査は，前年度と同じように，後期謙画の方針で行なわ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴溺・徳川）
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中学校生徒の言語能力の発達に関する研究

　　　　　　　　　　A．前年度までの経過

　国語教育研究室では，小学生の言語能力の発達に関する調査研究にひきつづ

いて．継続調査法による中学生の雷語能力の発達に関する研究を行なう予定で

いたが，この調査を始める前に，あらかじめ，中学校1年から3年までの間に

みられる言語能力の発達の実態，傾向，問題点等を概観し，申学校の特殊性に

適した調査方法，調査問題等を検討しておくために．昭和36年度に，中学校生

徒の言語能力の実態について概観調査を実施した。

　調査の実施校には，特定地域にかたよらずなるべくいろいろな地域の特殊性

や，地域性による問題点を把握することができるように，大都市．地方都市，

農村，山村．漁村，炭鉱地域の牲格をもった．東京都新宿区四谷第二中学校・

滋賀県大津市打出中学校・神奈州県中郡呉々多中学校・長野県諏訪郡蜜士巽南

中学校・宮城県桃生郡雄勝中学校・佐賀漿多久市曲部中学校の6校を選び．各

校の各学年の生徒（1学級分）を被調査者とした。調査項目は，聞き方．話し

方（録音器使用）．読解，読書量（読書速度）．作文，文字（漢字），語彙，

文法，海幕（送りがな。かなづかい），付帯調査（文質・語彙・作文の発達要

因調査）にわたり，テスト所要時閥は延べ8時間を要する規模のものとなった。

この調査項目が広範にわたったことと，テストの実施時期が遅れたこととから

結果整理の大半が37年度にもちこされ，37年は，さらに国民各層の言語生活の

実態調査（特別共同研究）のうち，学校の生徒を対象とする調査一「中学生

・高校生の文掌習得要因調査」を担当，問題作成，実施，結果の集計整理にあ

たったために，実態調査は．各調査項昌の第一次集計整理を終了したのみで，

まとめのための金体的，関係的，分析的整理作業は次年度の仕事として残され

た。

B．本年度の研究作業の概要

本年度のおもな仕事は，（1）中学生の雷語能力の実態調査の結果整理とまとめ
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（2）申学校国語科学習指導の実態講査　（3）次年度の研究（追跡調査による中学生

の言語能力の発達に関する研究）のための準備作業　④小学生の書舗能力の発

達に関する研究の報告書（総合編）の刊行である。

　1．中学生の転語能力の実態調査の結果整理とまとめ

　実態調査のそれぞれの能力についての第一次集計は前年度までに終ったが，

まとめのために，今年度はさらに，全体の集計をもとにして，学年的発達状況

申学生の書藷能力の問題点，小学生の言語能力との姥較，各雷語能力相互の禧

関関係．男女差，地域差等の観点から，孟夏的．開係的，分析的な整理作業を

進め，所期の整理作業の大体を終えた。

　2．　中学校国語科学習厳儀の実態調査

　中学生の雷語能力の実態調査で．中学生の能力の実態は一応概観でき，教科

書を中心とした教材調査等で．中学生はどのような教材によって学習している

かもわかるが．どのように指導されているか，指導薦の実態については．中挙

校は，小学校・高等学校に姥べて．まだ十分にわかっていない点もあるので．

能力を概観したこの機会に．国語科指導法の実態調査をあわせて実施した。実

施の概要および結果の大体は別項で報止する。

　3、次年度のM究のための準備作業

　3．1　調査方法の再検討吟味調査を行なう。

　次年度の蕨究のための準備作業として．初め，36年度の実態調査の結果に徴

して．従来のこの種の調査方法を検回し．調査項貝等をはっきり決めるための

吟知的な小調査（例．語彙習得の地域差）を行なう予定であったが，研究室の

入員異動のために．そうした調査は実施できなかった。しかし，実態調査の結

果を考慮してそれぞれの調査の方法を検討しあい，次期調査の鍵盤・方法等の

立案に資した。

　3．2　調査資料の準備・作成

　従来も，調査に際して，教材や他の諸資料の調査検討を行なってきたが，さ

らに資料の整i備・充実をはかるために，教科書提出の漢宇や語彙の使用状況を

調べ．それをカード化して検索の便をはかり．カードを蓄積して，調査資料と

して利用できるようにする。漢宇テストでは，従来も，各社の国語教科書の漢

　　　　　　　　　　　　　　　　　34



字の援出・使胴状況を調べて問題作成にあたってきたが，語彙もカード化する

予定で，今年度はさしあたり三種の国語教科書の主要語句の採集を終ったQこ

のカードの作成は今後も引き続き行ない，本カードに記載収録して，各種の国

語教科書の学習上主要な語句が，学年別・語種別・教材別などでわかるように

する予定である。

　3．3　継続調査校の選定と次年度薪入学生徒の調査問題の作成

　翌年度（昭和39年）から新しく着手する中学生の雷語能力の発達に関する継

続調査は，4月早々第1奨めの調査を開始するので，38年度申に，調査協力校

を選定しておかなければならない。　①地理的になるべく近い　②学校測の理

解と協力がえられる　③標準的な中学校（生徒の学力・地域環境などの上で，

特殊なかたよりのない学校）などの条件を考慮し，研究所所在地の北区教育委

員会指導主事相川正志氏のご協力で，北区稲付中学校（校長　伊東甚薔氏）を

新しく始める研究の協：力学校にお願いすることができた。

　4月早々，新入1年生を対象に行なう轟用漢字金数調査（よみ・かき）のた

めに，問題作成の準備を進めた。

　4．小学生の艶語能力の発達に関する研究の報欝書（総合編）の刊行

　昭和28年以来実施してきた小学生の言語能力の発達に関する調査研究の結果

は，今までに，報告書7「入門期の言語能力」10「低学年の読み書き能力」14

「中学年の読み書き能力」17「高学年の読み書き能力」および「国立国語研究

所年報8・9・！0」　（聞き方・話し方について）で，中問報告をしてきたが。

さらに，6年閣を通してみた各瓦町能力の発達状況，発達上の特徴，問題点．

雷語能力と発達諸要因の相関閣係，事例研究などをまとめて，報告書（総合編）

を鷺行ずる予定であった。総合編をまとめるにあたり全体のまとめという観点

から薪しく資料を分析整理しなおしたり，考察をすすめるために，その後行なっ

た補充調査の結果との姥較検討をしたりしなければならず，一方，新しい仕事を

並行させたために，まとめのために相当時間を要したが，原稿が完成したので．

「小学生の書語能力の発達」　（約600ページ）として，39年度刊行の予定であ

る。
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C．担　　当　　者

　上述（1～4）の研究調査は，下記の国語教育研究室員および第2研究部長

（輿水実）の三岡研究であるが，調査項目が広範なために，問題作成，結果の

整理，まとめ等については，それぞれ分担を決め，随時，二二討議にかげなが

ら，研究作業を進めた。

　　　輿水　　旧く読解・読書量・学習指導：法〉

　　　芦沢　　節〈作文・文字・表記〉

　　　村石　昭三〈聞く・話す・発達要因〉

　　吉沢　典男（昭和38年5月！6霞まで）〈語彙・文法〉

　　根本今朝男（昭和38年12月1更から）　〈学習捲導法〉

　　（「小学生の言語能力の発達」については，前室員高橋太郎が，文法・

　　語彙・話すをまとめた）

なお，研究補助員，川又瑠璃子が，集計整理などの作業一般に参加したっ

また，一定期聞，数名の臨時補助者が，一部の；集計作業を助けた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芦沢）

D・中学校国語科学習指導の実態調査

　中学校画語科挙習指導は，学習指導要領や教科書によってその大綱が決めら

れているが，それが実際にどのように行なわれているのか，学校の指導の実際

1こついては，中学校は，小学校および高等学校とくらべて，まだ十分にかたま

っていないところがあるといわれている。挙習指導の実態を知る方法はいろい

ろ考えられるが，ここでは全国的な概観を緕的として，質問紙法をとった：c、調

査票にはつぎの13の質問：事項：をふくめた。

　質問至　学：校の環境と学校の曝i語科学習指導：

　質聞豆　教科書，ワークブック，ノート，筆記用具

　質問1E書道塾，学蕾塾，家庭学習

　質問w　文法の指導
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　質問V　漢字・蓑記等の学tJee旨導

　質問、1　語句の学習ま旨導および辞書指導

　質問恥　発音および話すことの学習指導

　質問糠　飽くことの学習指導

　質問K　作文の学習指導

　質間X読むことの学習振逃

　質問XI読書指導：

　質問X豆中学校鯛語科学習指導の問題点

　質問X璽中学校国語科学習指導の各領域に謝する時間山回

　調査票の作成にあたって，横浜市指導主事金子保雄氏をはじめ，横浜市中学

校国語教育研究会のかたがたの心覚をいただいた。

　調査票の配布先についてはA・B二通りある。Aは研究所の所在地である東京

都北区および隣接の板橋区の中学校全部と，横浜市の全校とである。これにつ

いては．北区教育委員会指導主事相揖正志氏，板橋区同染顕崖謙相氏．および

横浜市中学校国語教育研究会長石照武雄氏のご協力を得た。Bは，全国的に，

厳密なサンプリングではないが，いろいろな地域類型にわたるように，北海道

をはじめ．東北．関東，中部，近畿，中国・闘国，九州の各地方から一，二動

ずつを選び，それぞれの県としていろいろな塘域にわたる学校の推せんを，各

地の指導主事，研究会長．研究会幹事のかたにお願いした。これにご協力いた

だいたかたは次の通りである。　（敬称略）

　大槻畜雄¢｛ヒ海道教育庁学校教育課）岩下忠男（宮城県立教育研究評殉　蒼藤翫夫（藏

島県教奮委員会躊導窒）　塙保爽（編島県教委信夫出張所）　伊藤武司（編島県教委麟寸

出張所）　石井広中（隔島県教委伊達膨張鞠　　武藤成能（纒島県教委邪麻出張覇　　藤

霞茂（隔島県教委東白州出張所）　佐藤政吉（照島県会漣若松市敦育委員会）　鰍中久直

（新潟県長岡市教育委員会）　徳嬌蕃四部・韮塚知久（埼玉県深谷帝立深谷中学校）　中

沢政雄（東京都教育庁指導部）　横由克巳（破粛県教育委員会学校指導諜）　小林瀞夫（名

古屋市立志賀中学佼）　西村文彦（三重県志摩郡磯部中学校）　池田新市（滋賀県立教育

研究所）　吉川隆美（島根県教育庁学校教育課）　小野保（ts／11県教育委員会学校指導課）

仲田職掌（愛媛大学）　石田精工（愛媛県教育委員会指導課）　小懸志真男（佐賀大学）

　調査票は昭和38年12月下旬に配布し．39年2月25Hまでにほとんどが罎牧さ
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れた。　（配布総数580，鳳詩魂414）

　回収されたものを都・道・県別一覧表にすると．次のようになる。

　中学校国語科学習指導の糞態に関する質問紙調査園収状況

北海道　32

宮城照　36

扇島県　26

：t：；路避　爆．　34
笥’i　、、、」
　　　ノ1’S

埼玉県

東京都

神奈用県

愛知県

質問の内容と結果のあらまし

1
9
畠
？
6

雪
⊥
7
n
O
2

岐阜県　27

滋賀県　27

三重獄　18

島雛県　25

愛媛県　1◎

下図県　18

佐賀県　15

　計　　414

　以下，質問のあとに二つ示してある数字の，前は（A群）東京都2区・横浜

市全校の計，あとは（B群）北海道・宮城渠・福島県・新潟漿・埼玉県・東京

都・愛知県・鞍阜県・滋賀嬢・三璽県・島根県・愛媛県・香州娯。佐賀県の抽

出校の計○　（　）内は％．　（　）なしは平均数。

質闘1　学校の環境と学校の國語科学習指導

　（1）あなたの現在の学校の地域環境

　　　　　　　　　　　　＝L．住宅市二丁　（61。6　　20．8）　　　2．商業彗予街（3G．1　　16．1）　　3．二f二

　　　　　　　　　　　　業市街（23．33．8）4．鉱業市街（00．6）　5．その飽の帯心

　　　　　　　　　　　　　（1．4　　3．8）　　　　6．者羅諜∫近交5叢建三季寸　（17．8　　15。0）　　　　7．普追≧農

　　　　　　　　　　　　率寸　（0．　　19．9）　　　8．鉱；」1　（0．　　0．9）　　　9．弓、者i～市（0。　　12．0）

　　　　　　　　　　　　10，農艮ξ堵『｝　（0．　　16．1）　　　11．糸屯葦蓬率寸　（0．　　7．3）　　　12．漁率寸』

　　　　　　　　　　　　　（1。48．5）　13．i．E－E村（0．2．1）　14．その亀（0。2．3）

　　　　　　　　　　　　　（二つにまたがっている場金は両方をかこむ）

2
3
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缶

〈or）

C6＞

胃
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〈9）
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ノ

ノ
ー
ノ
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tx

全学級数　　　 23．7　　19．0学級

国言吾季｝教員数　　　 1．専任者4．73．0名　 2．兼任者0．92．2名

毛筆習字は

　1，国語科教員全員で旛導（60．035．7）　2．国語科教員のう

　ち得意な教員が指導（24．3　39．8）　3．国語科教員以外の教

　員が詣導（5ゴ　21．　！）　4。特別の非常勤の講師を依頼（10．

　e　3．　4）

図書室があるか　　1．ある（95．　992．1）　2．ない（4．17．g）

読書指導は，国語科敦員の仕事になっているか

　1．をま志、（65．2　75，2）　 2．L一、t、え（34．8　24。8）

学校放送の施設　　1．ある（1GO．97。0）　2．ない（0．3．　O）

　放送施設の国語科学習への利付，

　1．たびたびする（11．09。4）2．いくらかする（53．449．6＞

　3．ほとんどしない（35．641ほ）

現篠，学校薪聞を出しているか
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（le）
／1

　1．出している（79．　5　84．3）　（年　3．◎　3．　9pa）　2。出して

　いない（20．515．7）

学校文集・学級文集

　1．現在学校文集を引している（54．949．7）　（年回）1．11．2

　2．出していない（45．1　50．3）　3．翼在学級文集を腐してい

　る（44．　6　5G，7）（年・乱6　三．91亘｝）　4．出していない（55．4－

　　49．　3）

　（11）あなた自身の現在の醸語科の受け持ち（教頭や兼任港の場合を除く）

　　　　　　　　　　　　学御山数　5．3　　4．7　　　承念賢寺1問　（1逓）　22．8　　21．5

　㈱　あなたのその揺かの校務分掌（かんたんに書いてください）

　（1）の学校の地域環境について．A群は等質度が強いが，　B群にはかな）1のバ

ラエティーがある。学校放送の施設を97．0％もの学校が持…ろているということ

は，学校放送の普及度がひじょうに高いことを示すとみてよいであろうv’しか

し，放送施設を国語科学習に利屠することはいくらもなされていない。

　図書室はほとんどの学校にある。全体の73．4％は読書摺導も国語科旧劇の負

担となっている。毛筆習字は．A群（都会地）では国語科教員全員の指導が多

く，B群（全国的）では得意な者が指導することが多い。講師依頼も都会地の

ほうが多い。

更聞亘　教科書，ワークブック，ノート，筆記稽具

　（1）学校で翼在使っている教科書は　　1．全学年　　　　○○会往本（75。3　95．0）

　　　　　　　　　　　　　　　2．学年1こよってちがっている盛合（24．　7　5．　0＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三年生　　　　　○○会縫塞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年生　　　　　　 ○○会社オ；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年生　　　　　CO会社本

　（2＞あなた自身の受け持ちの学級では，教科書に付属するワークブックを

　　　　　　　　　　　　1．使っている（352　54，3）　2，いない（64．8　45．7）

　（3）　　　〃　　　　　国語科のノートを

　　　　　　　　　　　　1，隔意させている（93．2　94．　7）　2。特刷に矯慧させない

　　　　　　　　　　　　（6．　8　5．　3）

　（4）あなた剥身の受げ持ちの学級では，幽講科の溢血用具は現在（○を二つ以上つけC

　　　もよい）

　　　　　　　　　　　　1．鉛筆（10⑪。99．7）　2．ペン（8。29．7）　3。万年繋（57

　　　　　　　　　　　　．542．8）　4・．その他（8．25。6）

　（5）　　　〃　　　　漢字のテストブック．ドジルブックを，中学校にはいってから

　　　　　　　　　　　　1．｛吏つた（49．3　60．ユ）　2．使ったことがない（50．7　39．9）

　（6）　　　〃　　　　　国語のテストブック，ドリルブックを中学校にはいってから

　　　　　　　　　　　　1．｛吏つた（68．5　7Z4）　2．嚢芝つたことがない（31．5　22。6）
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　〈7）あなたの学狡では学力増進会等のテストベーパー（国語科をふくむ）を最近

　　　　　　　　　　　　1。大いに使っている（19．225．4）　2．少し使っている（46．

　　　　　　　　　　　　6　52．2）　3．使っていない（31。5　22．4）

　（1）の使用教科書は，ここでは省略するQ教科書に付属するワークブックの使

用は，大都会地よりも，全国各地区のほうが多い。全体的には，使っていると

ころといないところと，約半々である。教科書に付属するのでない漢字のテス

トブック・ドリルブック．国語のテストブック・ドリルブック．その他学力増

進勲等のテストペーパーなどの使用率は，かなり高い。これは．国語科学習指

導の現況を示すものと言えよう。

質問斑　書道塾，学習塾，家庭学習

　く1）あなた自身の受け持ちの生徒で，現在書道塾へ行っている者の数　6ユ　2．7名

　　　　　　　　　　　　〔全員に対する大体の比率（3．51．6）〕

　（2）　　　〃　　　　現在学習塾で国語も勉強している者の数

　　　　　　　　　　　　12．2　　5．0名　 （6．4　　3．5）

　⑧あなた農身の受け持ちの生徒は．現在家麺で闘語の参考書やワークブックのような

　　　ものを演って勉強しているでしatうか

　　　　　　　　　　　　1．しているらしい　（84．786．　7）　その全員に対する比率

　　　　　　　　　　　　（20．248．　4）　2．ほとんどない（15．3エ3．3）

　書道塾へ行っている者，学習塾で国語も勉強している者ともに，A群：B群

の夢ヒはほぼ2：1であるQこれは，この種の塾が都市部に多いということを裏

書きしているように思われる。この調査では．学習塾へ趨うもののうち国語も

勉強している者と限定したが，この限定をはずせば，学習塾昏通う者の数はお

そらくずっと多くなるであろう。　③の参考書やワークブック等の家庭での使

用度を見ると．その全員に対する比率が，A群：B群＝20．2：48．4で．（1×2）の

ばあいと逆の傾向を示している。

質聞W　文法の指導（必要によって，　1・自分の場禽　2・ほかの先生の場含　3．掌校とし

　　　　　　　　てのどれであるかをお書き加えください）

　（2）読解・作文等の場舎における文法的事獲の学習指導の時間

　　　　　　　　　　　　1年生の場禽年間舎計13，315，61｝蕃問ぐらい

　　　　　　　　　　　　2年生の場含　年間含計15．3　17．2時間ぐらい

　　　　　　　　　　　　3年1生の場舎　年間舎計18．　3　18．4時…間ぐらい

鋤正教科書に付録されている文法のまとめの特腰旨導

　　　　　　　　　　　　1年1．する（7α281。2）（年間合計駐110．7時闘く・らい）

　　　　　　　　　　　　　　2．しな㌔、　（29．8　．18．8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　4e



　　　　　　　　　　　　2年1．する（75．084．0）（年閥合計9。011．1時間ぐらい＞

　　　　　　　　　　　　　　2．しts：　L・・　（25．0　　16．0）

　　　　　　　　　　　　3勾：？．1．一g一る　 （79。7　　89．1）（年間合誹1G．5　　11．5｝i奪間ぐらし・・＞

　　　　　　　　　　　　　　2。しなtN　（2◎．3　　1⑪。9）

　（3＞正教科書以外の特別の文法教科書

　　　　　　　　　　　　1，現在使っている（26．8　33．7）　2．現在使っていない（73．

　　　　　　　　　　　　2　66．　3）

　紛　以上のほか，文法の学習指導について，あなたの学校で特に縛問をかけてしている

　　　ことがあったら下に書いてください。

　ここに示してある数字は，自分の場合，ほかの先生の揚合，学校としての三、

つをふくんでいる（三つの揚合に分けることが，回答からみて國難であったた．

め）。

　文法的事項の学習指導は上学年に行くにつれて約2時間ほどの割合で増加し

ている。正教科書に付録の文法のまとめは8割前後が行なっており，これも学

年が進むにつれて増加するという傾向を示している。正教科書以外の特刷の文

法教科書は，金体の約3割が使用している。

　（4）の「以上のほか，文法の学習指導について．あなたの学校で特に時問をか

けていることカミあったら」については，全体の％程度の記入が見られた。その

うちの醤立ったものを記すとだいたい次のような：事項である。

・3年生だけ1週1時間の特設時間を設け．3年閣の文法的事項のまとめをし

　ている。

・正教科書にでてきた時に指導し，逓しのまとめを学年末に行なっている。

。正教科書以外に系統的な文法指導を実施している。

・教科書の文法的事項を1学期に1圃5時聞ずっとってまとめて教えている。．

e全員に文法のワ　・一クブックを買わせて特劉に時閻をさいて指導している。

質問V漢字・表記法等の学習指導（あなたの学校の大体の傾向を書いてください）

　（1）漢字の書き藪リ　テストに　1．出題する（10099．7）2．出題しない（0．　0．3＞

　（2〕かなづかい，送りがな　〃　1．繊題する（93．295．　e）　2．蹴題しない（6．85．0）

　（3＞ノートの検査　　　　　　1．する（97。397．6）　2．しない（2．72．4）

　（4）以上のほか，漢字・三山法の学翌撫導について．あなたの学校で特に試みているこ．

　　　とがあったら，下にお書きください。

　漢宇の書取りをテストに出題しない学校はほとんどない。また，かなづかい，

送りがなについては，95％という高い嵐剛率が認められたが，これは，現行の
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．表記法を正しく身につけることが，中学生にとってそれほどたやすくないこと

を物語っていると思われる。ノートの検査については，その回数はわからない

が，一応どこでも行なわれているとみてよい。

質問Xi語句の学習指導および辞書指導（あなたの学校の大体の傾向を書いてください）

　11）教科霧に出ている語句の読みや，理解や使用

　　　　　　　　　　　　1．新出語句，難語句等はノートに書き出させる（95．　991．8）

　　　　　　　　　　　　2．洌に書き出させない（4．］L　8．3）

　（2）教科書に出ている語句の拡充

　　　　　　　　　　　　1・関連する語句を教える（91．8　84．8）

　　　　　　　　　　　　2．あまり教えない（8．215．2）

　く3）1　E・i－g辞典，漢和辞典等の身心

　　　　　　　　　　　　1．学校で何かをきめて買わせている（24．746．0）

　　　　　　　　　　　　2．教室に　需備えてある　28．4珊　28．　6冊

　　　　　　　　　　　　3．生徒が霞分で持ってきている（6G．369．8）

　　　　　　　　　　　　　その全員に対する劉合（52．653．0ぐらい）．

　　　　　　　　　　　　4．学習指導の途中で使わせる（46．6　48．4）

　　　　　　　　　　　　5．生徒が自由に使っている（45．2　5◎，7）

　　　　　　　　　　　　6．辞書はほとんど使わない（1．41．2）

　　　　　　　　　　　　7・辞書は教室に持ってこさせない（1．　4◎．3）

　（4）以上のほか，語句の学習指導について．あなたの学校で特に試みていることがあっ

　　　たら下にお書きください。

　語句指導に関して，新出語句をノートに書き出させ，また，教科書に提出さ

れている語句の拡充のために関連語句を教えるという指導法は一般的であると

みてよいだろう。国語辞典，漢和辞典等については，半数に近い学校解何かを

指定して買わせている。また，各教室に平均して2人に1冊の割で．備えつけ

られている。生徒が自分で持って来る割合が2人に1人強であるから，教室で

辞書を使おうとすれば．とにかく全員が1柵ずつ使えるだけの部数はそろうこ

とになる。しかし．生徒が実際にどの程度利用しているかはこの結果からだけ

．ではわからない。

　（4）の語句指導についての特別の試みとしては，短文つくPによる指導が最も

多いが，そのほか，さまざまな試みがなされている。おもなものをつぎにあげ

「ておく。

　短文つくりによって語句の用法を指導する。

　きめられた語句を使って短文つくりの競争をさせ，表現力をつけているっ

4．9．



　熟語つくりのドリル的指導を行なっている。

　反対語．類義語などを嗣時に覚えるようにしむけている。

　．極力．辞典の活用をはかっている。

　図書室に学級入露分の国語・漢禰辞典を用意し，ときどき利絹させる。

　辞書を使って，クラス全員で一斉に調べさせる。

　難解新幽語句をプリントして生徒に渡しておき．自分で調べさせる。

　家庭学習として宿題にする。

　小テスト（5分間テスト）の実施

　語句帳を作り，教科書の難語句を抽出ノートさせ，共同学習，質問などで解

　釈させる。

質問珊発音および話すことの学習指導（必要によって，1．B分の場倉2．ほかの先生の

　　　　　　　　　　　　　　　　　場命　3．学校としてのどれであるかをお如き加え

　　　　　　　　　　　　　　　　　ください）

　〈1）教科書の音読（あなたls身の場合）

　　　　　　　　　　　　1．どんな教材でも必ず音読させている（38．044．7）

　　　　　　　　　　　　2．膏読に適し．た教材は音読させている（57．8　54．4）

　　　　　　　　　　　　3．あまり音読させない　　　　　　　（4．20。9）

｛（2〕演　　劇　　　　　1．文化祭やクラブ活動で劇をやらせている（65．663．1）

　　　　　　　　　　　　2．しない（34．4　36．9）　　3．国語科教材を教塞で上演する

　　　　　　　　　　　　（60．0　　34．5）　　　4．しなし、　（40．0　　65．5）

　③国語科学習の揚倉の生徒の質問・応讐等のことばづかい

　　　　　　　　　　　　1．大いに指導している（31．535．9）　2．気がついた時指導

　　　　　　　　　　　　する（68。562．6）3．あまり指導しない（0。1．5）

　㈲生徒会その麹の話し含い・会議

　　　　　　　　　　　　1．麟語科教育の立場で指導している（58。052．5）

　　　　　　　　　　　　2．指導していない（42．0　47。　5）

　⑤　社会科・理科その他の発蓑・説明・報告

　　　　　　　　　　　　1．国語科で協力して指導（31．4　32．6）

　　　　　　　　　　　　2．国語耕とほとんど関連がない（68．6　67．　4）

⑥学校として特に敬語の指導を

　　　　　　　　　　　　1．している（46．6　52．5）　2．していない（53．4　47．5）

　（7）　〃　力「言の指導を　1．している（10．0　33．1）　2．していない（90．0　66，9）

（8）以上のほか，発音や話すことの学習指導について．あなた自身，ほかの先生，およ

　　びあなたの学校で実施していることがあったら．下にお書きください。

　（8）では，

　　マイクを通して放送させることによって，聞き方．話し方の指導を行なつ
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　ている。

　指導以前の問題として，教師自身のことばに対’する反省から「教師のことば」

という小冊子を作成，全員に配布している。しかし，生徒への指導まで具体化

していない。

　テープレコーダーを利用して教師自身の反省資料としているQ

　語尾まではっきり書うことの指導に重点をおいている。

　潭問の努力事項として，「ことばづかい∫発音」をときどき取り上げている。

などがあげられている。

蟹問照聞くことの学習指導（あなた1箋身のことをお欝きください）

　（1）教室でのふだんの闘きかた

　　　　　　　　　　　　1．大いに指導している（63。049．4）　2気がついた時指導

　　　　　　　　　　　　する（37．　049．7）　3．あまり指導しない（O．0．　9）

　（2）教科書の聞くことの教材の取り扱い

　　　　　　　　　　　　1．その瞬は教科書を読ませるだけ（17．821。0）

　　　　　　　　　　　　2．実際に聞くことを実施して粥尊している（82．　279．0）

　（3）特溺の聞くことの学習指導

　　　　　　　　　　　　1．している（35．　2　32．　2）　2．していない（64．8　67．8）

　　　　　　　　　（している場合は，それについて，内容を下にお書きください。）

　聞くことの学習指導は，地方よりも東京・横浜のような中心都市のほうが．

傾病としてより多く行なっている。たとえぼ（1）の1では，東京（2区）・横浜

の平均が63．0％であるのに対して，他地域の平均は49．4％で．14．0％の開きが

見られる。また㈲の特刷の指導でも東京・横浜のほうが多くなっている。これ

は話すことの指導で見られる傾向とは逆の現象である。

質問K　作文の学習指導（あなた自身のことをお書きください。ことしやっていなけれ

　　　　　　　　　　　ば，以前の学級についてお書きください）

　（1｝年に何國ぐらい書かせるか

　　　　　　　　　　　　1．5．46ほ回　　2．最逝書かせた題昌をお書きくださいe

　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　2．自由題の場合は，生徒たちが主として取り上げている題賃

　　　　　　　　　　　　を二つぐらいお書きください。

　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　）　　　（　　　　　　）

　（2＞露かせたものの共同批正，評価，処理

　　　　　国語科の時間内でそれをすることが

　　　　　　　　　　　　1．ある（78．1　83．5）　2．ない（21．9　16．5）

　　　　　　　　　　　　　（あるとすれば　1回に　40．841．2分ぐらいかける）
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　（3｝　いわゆる記述箭の指導　1・する（87．3　90．2）　　2．特捌にしない（12．7　9．8）

　（4）10分聞作文，3センテンス作文等，作文基礎力の指導

　　　　　　　　　　　　1．たびたびする（9．616．4）2．少ししている（65．862。5）

　　　　　　　　　　　　3．していない（24．7　21．　1）

　　　　　　おもにどんなことかお欝きください。

　〈5）作文の学習指導のための時聞（ことしのことよりも，前年のことでお轡きください）

　　　　　L教科書の作文教材の王1カ日扱い（読みと説明）の時闘　年間10。912．0時閥

　　　　　　ぐらい

　　　　　2．教科雷の発展として作文を諜かせる（その処理をふくむ）

　　　　　　時無　年間8．69．　9111｝i・問ぐらい

　　　　　3．教科書：に関係なく作文を齋かせる（その処理をふくむ）

　　　　　　時聞　年間8．5　7，8時1豫ぐらい

　⑥　あなたは憂休みとか正月とかに，年賀状や手紙を鴛：くことを

　　　　　1。奨励している（64．8　55．7）　2．別に奨励していない（35・2　44・3）

　（了〉あなたは学校の作文の時閥が足りないために

　　　　　1．家庭で書かせることが多い（41．4　47．4）　2．時々ある（47ほ　44・7）

　　　　　3．あまりなし、　（1：L．4　　7．9）

　㈲以上のほか，作文の学習指導について，あなた自身が蒋に試みていることがあった

　　　ら，下にお嶺きください。

　作文を書かせる回数は平均して年に5～6回程度で．これには地域差はほと

んどみられない。そして．諜題作文と自由題による作文との比率はほぼ岡率で

ある。課題作文で「最近書かせた題目」としては，生徒の身近かなところに題

材を求めた生活的なものが多い。たとえば，「わたしの家庭生活」「わたしの

生いたちJ　「わたしの希望」　「母に望む」など。

　自曲題のほうも，傾向としては課題された揚合に似ている。「友入について」

「兄弟のこと」「わたしの父母」　「○○の思い出」　「将来の進路」「家庭の問

題」などが好んで選ばれる題昌になっている。これらのほか，「交通事故」に

関するものが都市部などでは割りに多かった。

　作文基礎力の撫導は，rたびたびする」「少ししている」を合わせて，被調

査者の約8犠が行なっている。記入された項欝のうちおもなものをあげるとつ

ぎのとおりである。

教材の文学作贔に対する短評

書き出しのことばを与えて文を作らせる

読点のうちかた
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　構想メモ

　なお，（1）～⑦以外の指導としては，

　詩集の発行などによって書く意欲をそだてるように努めている。

　読書感想文・紀行文等の執筆に先立って，範文の分析研究をさせる。

　学級全員をグループ編成して．グループごとの生活H記を輪番で全員に書か

　せる。

　依頼作文（防火，納税，貯蓄その他）にっとめて戯晶させる。

　読解作業の一部として．作文する立ち揚で読むように注意させる。

などがあげられている。

質問X　読むことの学習指導

　（1｝次の手続きの中で，あなた灘身がふだん特に気をつけておやりになっていることに

　　　ついて，五つだけ選んで○をおつけください。そのうち一番力を入れていることを

　　　◎にしてください。　（◎一つと．○匹iつになる）

1・教材の文章がすらすら読めるようにする

2．文章の構造がわかるようにする

＠ o
（8．3　8．0）　（44．4　4e．4）

（2．8　4．5）　（33．3　50．7）

3．文章やことばづかいを味わって読むようにする

4．主題ないし主旨を読みとらせる

5．文字・語句をしっかり身につけさせる

6．この文章を読んでよかったと思うようにさせる（0

7．読むことを通じて．批判的・主体的な思考を育てる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．　2　14．　2）

8．もっと読んでみようという気持ちを育てる　（5．　61．8）

9．作品として，情漿や心理を考えて読むようにさせる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　e　1．　8）

10．文章読み取りの技能・能力を身につけさせる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13．　9　19．　e）

11．その文章を：文法的にしっかり読み取らせる　（0　0．　9）

（2．8　2．4）

（45．　8　38．　3）

（9．7　5．3）

　　　　o）

（36．1　33．8）

（47．2　53．1）

（58．　3　49．　6）

（　8．3　4．　8）

（33．　3　39．　5）

（2e．8　21．4）

（43．1　57．3）

（52．8　37．7）

（　8．3　15．　1）

　②上に書き出してあるもののほか．あなたがふだん気をつけていらっしゃることを．

　　　下にお書きください。

　読むことの学習指導では，総体的に4の「主題ないし主旨を読みとらせる」

指導に最も力点がおかれている。そのほか，10，5，9，2，7などが冒立っ

ている。また．この表からだけではわからないが．1の「教材の文章をすらす

ら読めるようにする」では．．都会地から地方に行くにつれ，ことに方言的傾向
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が強くなるにつれて．その指導が重視されるという現象が見られた。

質問XI読書指導（1・あなた自身　2・ほかの先生の場合　3．学校として　をお書き加えく

　　　　　　　ださい）

　〈1｝読書調査　　　1・実施したことがある（93．0　95．0）　2．ない（7．0　5．0）

　（2）読書発表会　　　ししたことがある（64．8　67．4）　2．ない（35．2　32．6）

　（3）読喪｝ノート　　　1・護｝か・せている（40．0　50．3）　2，書かせない（60。0　49．7）

　㈲以上のほか，読書指導について．特に試みていることがあったら，下にお書きくだ

　　さい。

　読書調査は，その内容や回数についてはわからないが，とにかく90％以上が

行なっている〔（）内の数宇は1．2．3の計で示してある〕。読書発表会，

読書ノートの作成に丸しては，実施しているところとそうでないところと約半

半である。④の，「以上のほか．読書指導について特に試みていること」につ

いては，記入のあったものは全体の約％であった。記入の内容はかなり多方面

にわたっているが，比較的多かった項濤を列挙すると次のようになる。

　良書の選択と図書館を有効に利用することの指導

　読書感想文を書かせ，それを学級回覧にする

　読書感想文を募集し，優秀作表を学校紀聞．校内放送等で発表する

　読書感想文コンクールを催し．入選者を表彰している

　図書のクラス別借り出し数を1か月ごとにまとめて発表する

　生徒会活動などをとおして読書指導を行なっている

　必読書名〈50冊ぐらい〉をプジントして配布し，なるべく読むように仕向ける

　教科書に取られている作者の他の作昂を図書館などで読ませる

　補習授業を通じて指導している

質問X亘中学校國語科学習指導の閥題点

　　　　魂在の申学校の国語餅で，あなた慈虜これが一番問題だと慰っていらっしゃる

　　　ことを一一つだけ一お書きください。

　ここで問題点として指摘されたもののうち，姥較的多いものを5つだけあげ

る。

　読解力の養成

　要旨の把握・i要約のしかた

　国語科軽視の傾向（国語科に対する生徒の関心が低い）
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　個人差による指導の困難（特に高学年）

　文法指導をどの程度まとめてすべきか

質問X紅　中学校國語科学習指導の谷領域に対する時闘比重

　　　　あなたの学校では．一年を通じての各領域の学習指導に費やされる時間の比率

　　　は，どのくらいになっていますか。

　　　　　　　　　読むこと　　　作　　文　　　　書　　写　　聞くこと話すこと

　　　　l！i：一．　52．1　53．3％　12．4　11．99．　27．2　1＆ee．6　17．5　16．2％

　　　　2年　　　　56．8　　59．8％　　　　12．6　　12．3％　　　　10．8　　10．9％　　　　17．8　　16。9％

　　　　3年　　 61．2　63．4％　　 12．4　11’8％　　　 7．9　　8．7％　　 17．0　16．2％

　各領域に対する時間三重は，実際がはかりにくいのでこれはかなりまで頭の

中のことと思われるが．比重のかけかたで地域差らしいものは見られない。学

年差では，傾向として，読むことが学年が進むにつれて重視されている。作文，

聞くこと話すことではほとんど増減がなく，書写は学年が進むにつれて減少の

傾向を示している。現行学習指導要領では，書写を第1学年で20％程度，第2

学年，第3学年は適宣ということになっている。また，聞くこと話すことは各

学隼10％以上ということになっている。こうした学習指導要領の規定とくらべ

合わせて，聞くこと話すことに費される（と現場で思っている）時閥が比較釣

多いことが，目立った現象である。

付　　回答者の氏名・所属（おさしっかえなかったら．ご記入ください）

　　　　　　あなたのお名前　　　　　　　　　　教職経験年数　16．2　14．9年

　　　　　　所属学校名
　　　　　　何かの研究団体に属していらっしゃったら，下にお書きください。

　　　　　　　　1、一一つ以上に属している　（16．449．6）

　　　　　　　　2．所属してし、なし、　　（83。6　50．4）

　この数宇から，東京・横浜よりも，地方のほうが研究組織が確立していると

も考えられるし，また，東京（2区）と横浜は：金貸で，B群のほうは選ばれた

人の回答であるから，こうした結果になったとも考えられる。なお．この質問

紙への回答者の教職経験年数平均からみて．これはだいたいにおいて．その学

校の国語科主任あるいは中堅級の趣旨であると思われる。（輿水，根本）
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国語文章の横組みのための印刷条件の研究

A．研究の経過と報告書の刊行

　言語効果研究室では，B翫轟35・36年度に，国語文章の横組み印欄にはどんな

掌形が最も適しているかをつきとめるために．いろいろと実験・観察を重ねて

きた。これは．文章の読みやすさ・わかりやすさを作りだす条件について，さ

まざまな角度から研究を進めてきた中の一つとして取り上げられたテーーマであ

って，その研究計爾と実施要領とについては　『国立三訂研究所年報12』　ffpm

13』にあらましを述べた。

　37年度中に．最終的な資料の整理ができ．一段落ついたので．平体（横長），

正体（真四：角）．長体（縦長）の三種の字形の優劣に関する結果をまとめて，

39年3月．『横組みの宇形に関する研究es（国立国語研究所報告24）一A5，

195ページーとして刊行した。

B．研究担当老

　報審書は．三岡で研究を行なった次の3名の所員が，分担して執筆した。

　　　　永野　賢　高橋太郎　渡辺友左
　35年度の当初は，当時の室員として林四郎も研究に加わった。また，研究補

助員宮地美保子・麗久茂子が作業を助けた。　　　　　　　　（永　野）
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言語表現における場面の効果の研究

　　　　　　　　　　A．目　　ド　　的

　欝語効果研究室で昭湘38年度から実施することとした「伝達の機構に関する

研究」の一環として謙画したものである。

　揚面によって言語表現がどのような変容を示すかを．伝達という観点から調

くる。あわせて．場面の分析および言語表現の分析を行なう。

B．内

①主語の有無と揚颪

②コソアドと場面

③　敬語と場面

④入を表わす語と揚面

　　　　　　　　　C．方

容

法

1．まず，書語を調べて．その変容のあり方をとらえ，それをもたらした原

　因として，場藏を分析する。先に場面分析を行なわず．雷語の方から接近

　する。

2．最初，文章を材料として．文脈を揚面として調べる。

3．次に，話しことばの場面にうつる。

　　　　　　　　　　D．担当潜および38年度の仕事

　担当者　高橋太郎

38年度は，前記①の「主語の有無と揚面」の第1段階である文章を材料とし

て調べる段階にはいるための．カードを2万枚作った。

　次の6書（いずれも岩波文庫）の全センテンスを．センテンスごとに1枚の

カードにした。カードは．文脈を明らかにするため，必要なセンテンスを含む
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半ページを／枚とした。

　　　・夏欝漱石「それから」　・島崎藤村「桜の実の熟する時」

　　　・徳国秋声「あらくれ」　・小林多喜二「蟹工船，一九二入・三・一五」

　　　・州端康成「雲国」　・太宰治「寓嶽百景・走れメロス　他入篇」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋）
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明治時代語の調査研究

A．本年度調査した事項と撞当者

　近代語研究室は，ひきつy“き轟便報知新聞以下の文献による明治初期語彙

調査のi整理を行なったQその内容は，つぎのとおりである。

　1．文体と語種との関係についての量的な考察

　2．興味ある語の用｛列記載

　3．ルビの調査

iと2は林四郎が担当し，3は進藤映子が担当した。中曾根仁と長尾紀子が全

部の仕事に参加したほか．数名の臨時補助者が作業をたすけた。

　このほか，薪しい仕事として．明治の言語生活史資料の一つとして，明治初

期生まれの人の談話の録音を始め，今年度は東京と京都とで6名の人について

録音した。作業は進藤が担当したQ

B．文体と語種との関係についての

　　量的な考察

　年報14の69ページ以下に・調査で得られた語を「両性群」以下の6群に分け・

各群内での語種別分布を調べたことがしるしてある。ただし・それは・得られ

た語全部についての結果では

　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　明治初期語彙調査の交献と交体
なく，ア行所属の4928語だけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（郵便報知の新聞の物備広告欄を除く）
・についての結果だった。同じ

分析を，

広告欄所属の語を除く全語彙

に施した結果を，つぎにしる

す。

　まず，6群に分ける前の，

硬軟各文体の文献における出

購騰聞㈱隣繍1珊・騨酬欄 通俗文献
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典幅（嵐典幅については，年報14の64ページ以下に．区：画幅とともに説明して

ある。）による5段階別の相関表から示す。なお．各文体に属する文献名と文

献数は，第1表のとおりであった。第2表は，年報14の70ページ，第9表と対

応するもので，硬軟各文体内での出典幅の広いものからせまいものへと配列し，

相関表にして24（5×5＝25で25箇のます匿を作り，そこから両方0のひとま

すを除いたもの）のます目を作り，各ます貝の中を．左から和語，漢語，外来

語，混種語の4つに区分したものである。上は実数，下はパーセントである。

　第2表の太い線で示したように区訂しなおして，6群を作る。各群の性格は

つぎのとおりである。

　両性群　硬軟両文体にまたがって輻広く出現した語群

　硬性群泳文体に偏し，その中では帳広く出現した語群

　軟性群軟文体に偏し・その中では幅広く出現した語群

　中性群両文体に隅じ程度の中位の幅で出現した語群

　硬1群硬文体の1文献だけに繊現した翻洋

　軟1群軟文体の1文献だけに出現した語群

各回の中での語種別分布を第3表に示す。

1．003語

3．919諏

3．526語

2．796語

15．726言再　』

15．342語

第3褒 6騨別に昆た語種別分布

誰動遜辞騰蘭鱗i軟1生幡羅陣・電磁群「；・r
　　　　　　　　　1　δ41
ラ春舞　　　　　　言歪…　｛P’tt凹　　　『’……『㌦

　　　　i（53。9）

漢　　語

外来語

混種語

419

（41．　7）

2

537／．野洲

a3．　7）　1　（ss　・6）

2．　592

（66・エ）．

67・1．副組織．．．茎；，a13

（24，ll一…1・・．6）ギ“13＆・）1（2◎ぢ胸『

　　旦
國て⑫r三⑥唇y’ir．．．締）

1．　118　1　1．　71e　1　le．　357

（31．　7）　1　（61．　2）　i　（65．　8）

　r，lrm／”，，6

（　e．　2）

副一爾「薗

5．　828　1　22．　e24

〈amt・o）　Lsw／s2．　o）

　g．unl！，，・rmlL）1）

’國’『

ｲ駅一声瓢「壷・）

　　6g．”1．．．．．．．．．．．？．7．？．．

て嘱…「て醐
7．s．？．i　．326．．1．．．．．．．．．．4．g．3．k．．．．3．，．s．3．s”」　3．，．6．！sJ”一．“s．，．7．g．3．

國目 ｬ忍’』

ヨ
一

1’lllgll（”f65ttiilllllll．tt，eL／1111111’””lli，ra．5

勲婁一L3．・・gL3，旦a6．！…一．2。劉・照．，，無恥．．…処3・2

1　oeo） gunltg1｝goe）．mut　loo2　　　　　　　　g．．g－o．）

54



第3蓑の比率を姥幽してみる。

禰語の多い順に群を並べてみると

　①軟性群　　②両性群　　③軟1群

　　58．6　53．9　38．0

つぎのようになる。

④中性群　　⑥硬性群　　⑥硬1群

　　24．0　13．7　10．6

年報14で．ア行の語だけについて見たときは，爾性群のほうが軟性群よりも．

和語の率が高かったが，全体では軟性群のほうが高くなった。しかし，差はわ

ずかである。その他の順序は同じであった。やはり，職語は軟文体の中でよく

使われているわけだが，両性漉すなわち基本語的な語群の中でも和語の占める

比率が50％を越えていることに注隠したい。

　つぎに，漢語の多い順に群を並べると，つぎのようになる。

　　①硬性群　　②硬1群　　③中性群　　④誘性群　　⑥軟1群　　⑥軟｛！ji：f

　　　66，1　　　　　65．8　　　　　61．2　　　　　41．7　　　　　38．0　　　　　31．7

硬文体の文献に漢語の種類が多いことが，きわめてはっきりしている。そして

硬性群において漢語の占める率は，軟性群において和語が占める率よりも高い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
つまり，文体と用語との関連は，軟文体に和語臭が強いことよりも，硬文体に

漢語臭が強いことのほうが，よりはつきりした傾向だということである。

　つぎに，混種語の多い順に群を並べてみると，つぎのようになる。

　　①軟1群　　②硬1群　　③硬性群　　④中性群　　⑥軟性群　　⑥両性群
　　　23．5　　　　　　　22．5　　　　　　　14．9、　　　　　14．4　　　　　　　　9．2　　　　　　　4．1

混種語とは．そのほとんどが漢語サ変動詞である。ここで目につくことは，1

位と2位の軟1，硬！両群の差はほんのわずかで．両群は，この面からは同性

質と考えられること。すなわち，漢語サ変動詞は硬にしても．軟にしても，1

っの文献にしか診ていなかった語群の中に多く存し，両性群のように，使用の

幅の広い語群の中には，ごくわずかしか存在しないということである。

　以上，考察したことを，もうV．・ちどまとめておく。

　1）漢語の種類は硬文体の文章の中に多く．和語の種類は軟文体の文章の中

に多い。そしてその結びつきは，前者，すなわち漢語と硬文体との結びつきの

ほうが強いa

　2）全体的に漢語は種類が多いが．基本語的な語彙の中では，禰語のほうが

　　　　　　　　　　　　　　　　　55



数が多い。

　3）漢語サ変動詞は概して使用の幅がせまく1基本語的な語彙の中には．わ

ずかしか存在しない。

　　　　　　　　　　C．　興味ある語の用例記載

　B6版の「明治初期語彙用例記載カード」を作成し．用例を記載した。その

語の使われた意味が十分わかるように，かなりの分量の文脈を書きしるした。

その語を含む文（センテンス）ということを一応の規準にしたが，その文だけ

では意味がわからない場合には，さらに前後を書きそえた。また文が非常に長

く，必らずしも，文全部を必要としない揚合は適当に省略した。

　「興味ある」というのは．きわめて主観的な判定であり，一定の規準はない

が．だいたいの方向は，

　1）ある程度幅広く使われた語（少くともM典幅2以上）であり，

　2）意味・用法に今日とちがいがありそうな語で，

　3）類義語がいくつかあって，その使われかたに，砂口と差異娼入がある語Q

といったものである。

　約4万3千の全語彙のうち，出典幅2以上の語は約1万1千語である。これ

らの語は，区画幅と嵐典幅とにより，幅の広い順に語彙表にしてあるので，こ

の表を見ながら，用例を記載すべき語を選んだQ

D．記載用例の中から拾った

　　いくつかのことがら

　約250語の用例を記載した。その中には，現代語と比較して，量的または質

的に使われかたにちがいがあるものがある。また，文献によって現われかたに

いちじるしいかたよりのあるものがある。そういった語のうち，まず目につい

たものをいくつかとりあげて．つぎにしるす。これは，問題のほんの一端であ

る0

　1。「人罠」と「国劇」

　「人民」は区画幅5，出典幅22で，調査文献の中ではきわめて繊現の福の広

　　　　　　　　　　　　　　　　　56



い語である。それに対し．F入民」の類義語である「国民」は，区画縮3．出

典福6で，人民に比べれば．出現の縮はずっとせまい。

　現代語の感覚ではこれは逆だ。わたしたちは一般に「圏民」は旧い潰れてい

るが，　「入民」はやや特殊な揚合にしか使わない。書きことば研究室の語彙調

査はこれを裏づけており，9「総合雑誌の用語s前編（国立冷語研究所報告12）

と『現代雑誌九十種の規語用宇』第一分冊（報告21）（以下この二種の報告書

をしぼしば引用するので，前者を『総合雑誌露，後者を油焼九十種』と略記

する。）とで両三の使用率と使用率順位を見ると，次のようになっている。

　　　　　　　総　合　雑　誌　　　　　　雑誌九十種
　　　　　　　ズ　　　　　え　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　使用率（％e）　頗　位　　　　使湧率　　　　毒堅1僚

　ffTa　　ま亮　　　　1．484　　　　　　　　　　69　　　　　　　　　　　　．288　　　　　　　　434．5

　／Y　　魁　　　　 ．286　　　　　　　　494，5　　　　　　　　．034　　　　　　　　3670

　総合雑誌と雑誌九十種とでは爾語の位置にずいぶんずれがあるが，どちらに

しても．国疑が入民よりずっと上位：にあることは同じである。

　「国民」と「富民」とは類義語ではあっても同意語ではないから，以上の比、

較からすぐに「明治初期には人民という語が多く使われたが，現代ではそれに

代って国民という語が使われるようになった」と結論することはできないが．

介添の違いはどうあれ，両語の使われる度合に，明治初期と現代とでいちじる

しい差異があることは醤えるだろう。

　明治初期の調査文献の中で，濁語がどこでどのくらい．サンプルとして拾わ

れたかを示す。

　第4表　　人民，下民の出典別分布　　　　　　　　　まず学術論説関係文
＝．nv　Iumma」pt．lgeL［Eill－rminv．　wwt一．　i．A．RII

満期蒲i
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献から拾われた32例が

どんな文脈の中で使わ・

れているかを見よう。

　（1｝輌廷巳二政権ヲ収

　ムレトモ土地人昆ヲ有

　セザレバ名アijテ実ナ

　シ（近世事情）

　（2｝　弄者修ミモ亦宜ク国ノ・
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民問経済録

蒔事小言
学士会院1
文明策漸史
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実地演説
外国交際
i英氏経済
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；
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1

1

1
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り
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大小二従フテ其幾分ノ

ーヲ割テ以テ土地入民

ヲ貢スベシ（近廻：＄一情）

（3）君主政府此ノ如キ

嬢恣ノ政ヲ施テ人民ヲ

圧毒軽スノレハ所言霞黒発酋ヲ

愚ニスル者ニシテ到底

人民ノ精神気力ヲ衰耗

セシムルカ故二国家ノ精神気力亦随テ衰耗スルニ至ル（圏体新論）

（4）是君主政府奮二人民ヲ害スルノミ＝アラス亦自ヲ害スルナジ（贋体新論）

（5）此願＝於テハ．道之決シテ許可セス，各氏二於テモ之ヲ請フハ，擁モ人民政府蓋対

スル権義ヲ失セリ，実ユ不条理ノコトニ非スヤ，　（続UN治文抄，松畷遂之r諭滋賀県士

籏書」）

（6）凡我教育薫陶スル所以ノ道ハ，人民各学フ所アリテ，智ヲ開キ材ヲ伸へ……幾多ノ

成跡アラソヲ期ス，（続弱治文抄，高綺五六「輸生徒書」）

（7）上二専制ノ政府アリテ．下二此人民アリ，（続甥治文抄．西周「漁法気風論」）

（8）患諒以テ其華二任スル時ハ，専制ノ政府二在テハ．極メテ都宜ノ宜キ最上ノ入民ノ

気風ト謂フヘシ，　（同上）

〈9）一國ノ金体ヲ整理スルニハ入民1・政府ト両立シテ，始テ其成功ヲ得可キ港ナレハ

（続明治文抄．福沢輸吉「学者ノ職分ヲ論ス」）

㈲　揮モー国ノ政府ニモセ駅，又社会ニモセ黒戸処置＝専制ノ行ハルルハ何ゾや必ズ

シモー人ノ露主思ハ頭取が独ジ暴威ヲ逞フシテ悉皆他ノ人民ヲ窟ルが為二非ズ（福沢文

集）

鋤　公共ノ金ヲ費シテ広ク人民ヲ教ルニ当リ（福沢文集）

㈱上古の時代には政府も至て質素にて都の内も人民樋めて少かりしと懇はるXなり

　（日本開化小史）

伽　人罠には野見の宿禰藪麻の猷速の如きあり官奥には武内の宿禰の如き『あり（口上）

（紺幕府ヨリ諸藩へ領地ノ証トシテ与ヘタル朱印ト称スル者ヲ廃物トシ工面二土地人

民ヲ朝廷二奉還セシメンコトヲ謀り（隅一開化史）

㈱　六万三千下山ハ不正二出ルヲ以テ県庁ヲシテ人民二償還セシメ（明治開化史）

⑱　雍二角二人畏一般ノ見ル所ニテ此レナレパ安心ト認ル政体ヲ定メタル上ハ一事ノ大
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　ナルモノハ之ヲ人民郷々ノ私二委ルヨリモ政府ノ公二握ル方，経済ノ為二便利ナルモノ

　少ナカラズ警ヘパ鉄道電僑瓦期水道等ノ如ク人艮一般ノ為二設ケテ（斑閥経済録）

〈切　主治者モ亦約東二由テ入昆二三ス所アル可シ（時，91・小i’i）

　謝　三三陳交代ノ実際ハ兎モ角モ唯三門ヲ開クノミノー挙エシテ人民全体ノ丁丁ハ所謂

　我方ヨリ案内シタル客ノ入来ナレバ人情以テ安ク，不平以テ除ク可シ（岡上）

ttg）1三i本ノ敷府ハ維新有功ノ元素ヲ以テ立ツモノナリト云フモ入暴tノ三会ハ其功業ノ実

　情ヲ知ルコト深切ナラズ（岡上）

　鱒　政府ハ此騒烈ヲ駆除センが為二幾万ノ兵ヲ出シテ巨i二幾十万ノ弾薬ヲ敏発シ全鑛人

　罠策走西馳ノ混雑ハ……凡ソ九箇屋ニシテ’始メテ鎮定シタジ（同上）

　⑳　明治十年ハ刷本ノ人民ヲ全羅臨時ノ大祭礼ヲ催フシテ九箇月ノ闇，毎照大花火ヲ打

　揚ヶタルモノト云フ可シ（同上）

　㈱　此島ハ小ナジト錐トモ土地渥暖ニシテ多ク物ヲ薦ス人風自ラ奮起シテ闇拓ヲ志スニ

　当りテ（：文明棄漸史）

　㈱　外国ト事螺ヲ生スルノ場合轟歪テハ其人民が愛顧心ノ熾盛ナルニ閣ゾ却テ種々ノ妨

　懇ヲ岡家二軸ボス隔靴ル（災地演説）

　齢　支那ノ如キモ高然リ既二転戦シテ敗ヲ取ルニモ拘ラス其ノ入昆ハ仏園ヲシテ麹ラ屡

　シテ和ヲ請フニ至ラシム珂シト想橡スルモノノ如シ（i爽地演説）
　　　　ムツヂウ　　　　　　　　　　　　オイタチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダウグ

　㈲　益シ關村ノ人斑奪ラ年々生殖ノ晶物ヲ産スノレヨリー部ノ人属ハ専ラ有稽ノ器械ヲ

　　　　　　　シアゲ
　製スルカタ邸テ所麓多キナ》（英氏経済論）

　㈱　大イニ共効験ヲ具フルトキノ為替座ノ主務ハ銭票ノ発ナリト古代或扇ノ人民焦慰セ

　シトナリ（百科全書商業編）

　⑳　其五年毎，入口表ヲ閥見スルニ人民二比シテハ出産増殖ノ劇合少数ナルモ耕作及ヒ

職業ノ生殖二至テハ漸々二増進ヲ加ヘタリ（弥児経済論）

　㈱羅馬人が殊に初代に際して其略取せる人属に鰯士権を附興するを惜まざりしは猶ほ

歴史に照々たるが如くにして（夫婦衛生論）

　囎　王ハ他人ノ王権ヲ侵犯スルヲ患ヘサルニ非ス英瞬人民ノ名誉慈璽モ亦他邦ノ之ヲ汚

辱侵犯センコトヲ患ヘタリ（英議院政治論）

これが，学術論説瀾係文献のサンプル・ページから拾われた「三民」用例のす

べてである。これらの文脈の中で「町民」に伴って現われる語には，おのずか

ら共通性があり，朝廷，諸候，君主，主治者，政府，官吏，土地，國などの語が
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多い。なかんずく政府との対で使われていることが多い。治者たる政府に対し

て被治者を二三と呼ぶ気持が強く感じられる。

　郵便報知新聞の用例は多いのでいちいち引用することはしないが，まず第4

表の数のうえで特徴的なのは，社説で人民が葬常に多く使われていることであ

る。郵便報知の記事をaからeまでに層分けしたうち．各磨からサンプルとし

て取られた語の数は第5表のとおりであった。いちばん多いのは。層で半分以

第5表郵便報獺新聞の
　　サンプルサイズ

　　延べ語数

a　9．　307

b　14．　147

c　52．　8e6

d　5．　732

e　17．　392

％

（　9．　4）

（14．　2）

（53．　1）

（　5．　8）

（17．　5）

計99．　384（100）
『明治初期の藪聞のf瀦1鷲

319ぺより

　無it　＝：アラス共ノ以テ然ル所ノ者ハ財ヲ人民二三フルノ先ニス可クシテ財ヲ政府二儲フ

　ルノ後ニス可キヲ思ヘハナリ（明11．1．10）

　C2｝七二酒肥参政ハ邦国二於テ応有ノ事タリ人昆二部テ応為ノ事タリ（明11．4．6）

　（3）若シ脅迫ノ二段ヲ以テ政府ハ人民ノ献納ヲ促シ人民ハ忠誠ノ心得ニテ強テ此等ノ財

　銭ヲ忌日ハ内岡債ノ功用ハ変シテ有害ノ老トナラソ（明11．　5．　4）

　㈲　然レトモ時アリテ政府此等ノ便利ヲ私シ入智ノ増進ヲ妨クルコトアラバ人民二在亨

　テハ之レヲ禍警ヲ生ムノ栂ト見傲サ・ルヲ得ズ（明11．6．19）

　（5）若シ夫レ政府人罠ノ感清ヲ傷害スルノ所置ヲナシテ人目ノ致府二対スル幾ント路人

　ノ如ク利害緩急1：鷹呼癒セサルニ釜ラバ蘭民ノ勢カバ強大ナルモ政府ノ外邦二対スル勢力

　ハ衰弱ヲ免レザルナリ（明11．7．13）

　⑥然うバ測政府ハ何等ノ手段ヲ施シテ儒ヲ昆二得ントスル乎鉄道ヲ設ケテ以テ之ヲ得

　ント欲スルカ良シや千万里程ノ線路ヲ施テ全圏ヲ経緯スルモ汽車ハ全圏入民ノ儂ヲ載セ

　テ政府二二セシムル能ハサルナリ（明1L　8．29）

やはり，政府対三民というとらえかたである。そしてその態度は．社説の特性

によるものだろうが，人民の代表者として．入民の権利を犯させぬように政府
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上を占めるのに対し，b履社説は14．2％を占めるに

すぎない。ところが「入民」は，郵便報知の申のサ

ンプル175語のうち，ほぼ半数の85語が社説の中に

ある。

　郵便報知社説での「入墨」の使われかたは，大体

において次のようなものであるQ
　　　　　　　チヒシヨン　　　　　　　　ガフつレメント
　（1｝余輩ハ常二下国ノ甚タ重シテ政府ノ甚間引キ

　ヲ思フカ故二念々入灰｝ヲ欝マスノ急務タルヲ忘ルル：コト

　能ハスシテ却テ或ハ政府一蒔ノ財激ヲ不問二附スルコト



に対抗し．政府を監視する立揚に立っている。

　投書欄における「人畏」の現われかたも社説におけると大体嗣じで，下から

上に対抗する姿勢の中にある。

　Cl）政府ハ人罵ヲ保護スルノ理アリ人民ハ権利ヲ保チ膚寒ヲ得ルノ理アリ……ナド・恰

　モ奴隷ノ主人二於ケルカ如キ議論ヲ為ス等ノコトアラバ麟家人罠ハ如何ノ景況二至ルト

　思ヘル乎一暇ノ人民ニシテ斯ノ如キコトアラシメハ各人ノ不利不幸ハ勿論博キ祉会ノ上

　二於テモ必ス退歩減磁ヲ醸シテ或ハ分離法ナク或ハ混乱度ナキニ至リ決シテ之ヲ維持保

　続スルコト能ハサルニ及フベシ（LEII．2．5）

　（2）蓋シ政府斯ノ如キ事業二恋々着手スルハ素ヨリ人昆ノ頑愚造船工作農1業ノ棚勿タル

　ヲ知ラズシテ’因循旧ヲ守り更二軍徽進歩スル能ハザルヲ以テ此事業ヲ挙ケ人民方向ノ標

　針トナランノ厚意ナルヲ以テ欣々然トシテ悦ハサルヲ得ザレトモ奈何セン範羅ノ過大ナ

　ルトキ内乱テ此結果選：揺ス世話焼過キテ有カタ迷惑ト類同シムル嵩至ラン（明11．3．15）

a層から捨われたサンプルは7例なので，全部を引用する。

　G）該毒再蕊ノ予防精々洗意可致其絶ノ地方モ予テ管下人畏二告諭シ（明11．1．14内務

　省録斗1二）

　（2）甲県下ノ入民ニシテ乙県下二於テ本律ヲ犯シ捕縛セラレ尋テ甲県へ関渉ノ事有之

　（明11．5．8司法省録事）

　（3）地租金ノ内田方点播リ当分入民ノi代願二元セ（明10．11．24公布）

　（4）許可ヲ得ヘキ成規アル製造品ノ外ハ総テ人民ノ窃慮営業旧任セ官許刻霧海ルニ博識

　サル儀ト可絹心得（明11．4．16内務省録纂）

⑤嘗試入民へ下国ス可キ公金及ヒ人斑ヨリ徴収スル処ノ諸税金（明10．127司法省

　録事）

　（6）入門ヨリ七二使府県二対スル訴訟ハ餐上等裁判所二於テ受理スル御成規m有之候処

　（旦jl　IO．12．21司法省録響事）

　（7）地上改糊付本県ノ義バー丸明溶八年窪リ新租亥直行ノ見込ヲ以テ精密調査ヲ遂ケ近傍

　類地ノ比準ヲ取り之ヲ人昆へ蟻示スルニ（明10．12．25司法省録事）

　ここでは．政府自身が国民を「人民」と呼んでいる。いかにも．明治の新政

府がお上（かみ）の威光をもつて入民に臨んでいる様子が感じられる。

　c属から拾われた「入民」は43語で郵便報知全体！75語の24．6％に当たる。

43語といえば相当な数であるが，24，6％（4分の1弱）は，郵便報知全体の53
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．1％を占める。屡としては小さい確率である。c層は府下雑報，諸県報知が大

部分で，記者が自分の目や耳でとらえた世の雑事を報道する欄である。今濁の

ニュースとは違って，どこそこの村で男と女がくっついたとか離れたとかいう

ような下らない事件を，講談，落語の調子で興味本意にこまごまと語るものが

多いQしたがって，政府の人畏のということは，あまり話題にならない。それ

にしては43例は多いように感じられるが．そのうち15例は横浜斑斯局訴訟事件

という裁覇事件の傍聴記事に出て来るものである。これは，横浜である企業家

が敷いた三三燈施設が公営に移管されたのだが，その形式がはっきりしないた

めに権利が当局にあるか人民にあるかで争いを生じた事件である。原告が横浜

市民某で，被告が神奈川県の区長某である。こういう原告と被告のやりとりだ

から．まさに政府対入民になるのは当然だ。この事件とそれを扱った記事の大

きさについては，糊治初期の新聞の用識307ページ以下にしるしてある。

　横浜薄霧訴訟事件のような特別な法廷傍聴記事を除いて，一般に世間の雑事

に関する記事の中には，「入海」が現われる回数は多くない。その使われかた

は次のようなぐあいである。

　（1）鹿児島全く鎮静芸月六日鎮台兵も帰営U！塘翁面兵場に於て凱陣式終り城内にて御酒

　肴を賜ひ且岡獲より口々聡兵も解き辻々東京巡査の縫1張所も引払人民も安傭遡行もi麹由
　　　たま　　　　　　　　　　　ものみ

　になり従て気鍵も宜く禽ら心気清　爽各海船を勉めるの勢に赴く（明10．11．10諸県報
　　　　　　　　　　　　　　すが＼／し
　知，熊本近況）

　（2〕警察三富の勉強は実に旅客の琵1を刮はしむる程にて石炭酸の予防を胸壁と頼み三尺
　　　　　　　　　　　　　　　　　みく
　の二二を降魔の瀦嘱と信し二上悪気の巾を奔走し毫も恐泊の気色なく十分に人昆保護
　　　　　こうぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナこし

　にカを尽されしは天購れ愛岡の中情外1こ露れ彼の鹿児島の一隅に日本第一の兇賊を整し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たお
　たる三軍の死士にもヲサ〉劣ぬ様に思はれたり（ee10．　11．　16es・下雑報，長騎県の景況

　として，コンラ流行の様を叙す。）

　（3＞真宗浄土宗にハ西南戦争の〔コ養と倒け屡説をなすに聴衆群集なし又土地の人望は何
　　　　　　　　　　　　　　　　なつ　しば　
　故□か西郷さまは豪た死せすと喋々野々へ艦るよし旦つ入民の前県令を慕ふ事父偲の如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しと
　しと（明！0ほ2．29諸県報知石見渉萎田景況Eの部分は，紙墨破損のため不明）

　（4）豊前国争爾隅にある英彦山（彦山とも云）には虫月十六日より雪降り初めしが丈余
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ
　も積りて近労添賠駅は廿一羅迄往来の止りたる程なれは人民は例の通り当年も豊作なら
　　　　　　　　　　　　　　　　　とま
　んと喜ひ居るよし（明11．1．4府下雑報）
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1：5＞県庁にて販調へられしに崇神天皇の田子関東都督上野毛の主豊城入彦山の陵と云
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みざさぎ
ふ事にて土地の人民悦ぶこと大方ならす照庁よりも吐趣を其筋へ上申に穣成りしとそ

　（明11．4．20府下雑報）

こういう調子で，同じ棄民でも，社説や投書の場合とは，ずいぶん語感が違っ

ている。ここでは，政府・宮淵と人民とが対立的にとらえられず，長短の大家

と店子のようなぐあいで，上下ではあるが上下和合，君民一体的雰囲気でとら

えられている。卑屈な感じさえするくらいである。

　同じ新聞の岡じ紙颪の中で，宮庁の録事欄では，禽から見下した意昧で「入

属」が使われ，社説では「人馬」の語によって政府への対抗意識をむきlliしに

し，雑報欄では卑屈なまでに官民融祁の姿で入民を描いている。今濤の新聞で

は考えられないことで，歴更として見ると，おもしろい。

　国民ということばは，明治初期の人々には，人民よりもずっとなじみがうす

かったらしく，今團のサンプルには12例しか拾われていない。全部を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　む　　くレ　む　　む　　くコ　　　　くう　くコ　む　　む　　　む　　む　　む　　くう　む　　くう　む　　くう　くう　む　　くう　む　　む

　（1）一一国ノ金体ヲ整理スルニハ，人驚ト政府ト爾立シテ，始テ其成功ヲ得可キ者ナレハ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　くう　くシ　くひ　む　　む　　くう　む　　む　　くコ
　我輩ハ露民タルノ分限ヲ尽シ，致府ハ政府タルノ分限ヲ尽シ，：互二相助ケ以テ分限独立
　む　む　　む　　む　む　む　　む　　　　む

　ヲ維持セサル可ラス（続畷治文捗，禰三論吉「学老の職分ヲ論ス」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンダイ
〈2）良善ニシテ偏頗ナキ法律ヲ立テ国民ノ為メ身体資産ノ権ヲ保護スルハ致溝ノ職ナ

　リ（英氏経済論第三編）

⑧若シ此器具ヲ使稽スルモハ精神ヲシテ国民ノ実益ヲ主トスルノ慧志ヲ妻廷郷スルカ

　将タ之ヲ巴町セズ偏二目民ノ実益ヲ拡張スルニ急ナルモ若シ共着眼ヲ誤り昏入ヲ麹圧シ

　テ投会ノ平和ヲ来タシ以テ公益ヲ保全シタジトスルが如キアラバ此等催ルベキ勢威アル

器具ハ人民ノ意志毫モ紳ルヲ得ズ（郵便報傭　明1L　6ほ9一説　器具とは文明の器具の

　こと。）

〈4）政府若シ麟民ノ満足ヲ来タスコト能ハズンハ是レ政府llilラ鼠昆ノ反射タル道ヲ失シ

　タルニヨレリ（郵便報知明11。7。13劉二説）

　　　　　　　が　　　ぞ　　　ア　　　ノ　　　が　　　が　　　だ　　　ノ　　　が　　　が　　　ア　　　ア　　　が　　　が　　　が　　　ダ　　　が　　　が　　　ド　　　が　　　が　　　ダ　　　ド　　　ぞ　　　が　　　ハ　　　ア　　　ハ　　　ア　　　ノ　　　ノ　　　ア

　〈5）暴レ余叢が昨年ノ禍註しハi爽二惨毒ヲ国民二加フルノ甚シキヲ信スルモ猶本年意外ノ
　が　　　ア　　　ア　　　だ　　　ア　　　だ　　　ア　　　が　　　ア　　　ア　　　ノ　　　ア　　　げ　　　が　　　が　　　ア　　　が　　　ド　　　だ　　　が　　　が　　　が　　　ダ　　　が　　　だ　　　ア　　　ア　　　が　　　ア　　　ア　　　げ

　兇変二mリテ無表ノ心意ヲ煩ハスノ大旦深二如露ザルヲ知ル万斥以ナiL］（郵便報知明U．

8．・1赴説昨年ノ禍舌Lは酒爾戦役のこと，本年意外の兇変とは大久保利通賭殺事件，高

　知の大獄辮品等をさす。）

⑥欝テ國民二貸サ・ルが如鯵江大ノ約ヲ為サ・ルヲ得ス（鼠賊侵知脚Llo・12被
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　説）

　ω　資本欠乏セル国二於テ大二外注ヲ入レ専ヲ外人ヲ財主トナサパ翻民ハ奴隷トナルノ

　外ナキナリ（郵便報知　明11．10．24社説）

　⑧　虫る五月中大統領と下議員との間政治の趣意合せざるより解散したるは大なる不筋
　　　　　　　　　　　　　　　　せいじ　　しゆい　　　　　　　　　　かいさん　　　　　　　　　　　　ふすじ

　にて元来国民の情に任せ国民の裁判に托し少しも瞬味なる挙勤なく国昆の素意に随て行
　　　もとより　　　　　　　　　　　　　　　　さいばん　　　　　　　　　あいまい　　　　　　　　　　　　　　　そい

　政の権理を殴るは民権政治の当然なり（郵便報知　明11．2．14仏圏近況）
　　　　　　さだむ
　⑨　其条凡ソ四アリ今又之ヲ約言スレバ蓋第一条ハ国民ノ心情ヲ離乖シテ国ノ分崩離析

　ヲ来シ第二条ハ……（郵便報タII明11．3．22　二一：寓の不平；均が人・輔こ一与える影響を

　四箇条あげる。）

　㈹　是レ我国民ノ外人二対セシ挙動ノ大概ナリ（郵便報知　明1エ．8．15投書）

　⑳是レ今巳我国民ノ熱心以テ屡二灘｛ユルノ精神ヲ麟ク所以ナリ（同上）

　㈹　失れ維新の前に在っては各藩其治を異にすと難も又各能くカを邦産蕃殖の途に尽し
　　　　　　　　　　　　　　　　　こと　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふやす

　回り政飛の大権を握って其屡民を撫纐するのみにあらす（郵便報知　明11護．18府下

　雑報）

国民と三民と意味のうえでどう違うか，これらの用例を晃ても，必ずしもはっ

きりしない。（1）から（5）までの例などでは，国民を人罠と置きかえても文意は変

らないように思える。しかし．文字どおり，国民は「国の民」であるから，人

民に比べて国家意識が強いことはいえそうだ。⑦（9）⑩⑳などには特にそれが感

じられる。

　「人民」は，郵便報知の中で，a層（官庁録：事），　b層（社説），　c層（雑報）

の間に，使われる度合や使いかたにやや違いがあった。「国民」のほうは，全体

に語数が少ないから，層別に数のかたよりを問題にすることはできないが，社

説の5例に対して雑報に1例しかないことは，雑報記事の中で，国民が入民よ

りさらに一段と縁がうすいことを物語っている。そして，その1例では．語の

三昧やニュアンスを他と比較するにも耐えないが，まあ格別の差異はなさそう

だQ

　国民には人民のような語感のひろがりがなく，いつも文宇通りの意味で使わ

れるので融通がきかず，それだけ一般の用語としてはなじみがうすかったとい

うわけだろうか。
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　なお「人民jがこれほど広く使われたことについては，今日の「県民」「都

民」「市民」「区民」「町民」「村民」などの語と対比して考えてみることも

大切だろう。

　2　政府に対する敬語藪i現

　　「人民」との対でいちばんよく使われたことばが，「政府」であり．政府と

人民との関係のとらえかたに，郵便報知新聞の雑報欄とそれ以外の文献との間

で違いがあることを見た。これと密接に関連することとして，今度は「政府」

に注召し．政府のことを叙述する際に用脚のうえでどんな扱いがなされている

かを見よう。　「扱い」といっても，その解釈をひろげると見かたがむずかしく

なるので，敬語乃至敬語的表現の有無に限定して観察する。

　以下にテンプルとして拾われた「政府」の全用例を示すが，数が多いので，

これまでのような長い文脈はしるさずJ政府の行為や政府に対する他者の行為

を叙述した語がわかる範囲内で，ごく短い文脈をしるすにとどめる。敬語と認

められる語には2本の下線を引き．敬語ではないが，なにがしか政府を持ち上

げた態度が表われている語には1本の下線を引いて示す。

明治文素（8例）

　（1）政府理財ノ道二於テハ（陸奥「田租改正ノ建議」）

　（2）政府ノ描置何如二在リテ（井上，渋沢r財務上ノ儀二付建雷」）

　（3）政府ノ少シク回顧スル所アラソヲ望ム耳（同上）

　（4）此名代ヲ名ケテ政応ト云フ（福沢「親族故友二論示スルノ書」）

　（5）政府ノ下二居テ政事ノ恩沢ヲ蒙ル者ハ（同上）

　⑥　政府ノ法正シケレバ（同上）

　（7＞御薩府新聞紙発行ノ許可アリテヨリ（津田噺聞紙論」）

　（8）上政府：ノ布告ヨリシテ（同上）

続明浩文選（10例）

　（9）　抑モノ＼民政府：二Jk“±スノレ権義ヲ失セリ　α公涯華r諭灘賀螺r士方円書」）

　⑬上二七鰯ノ政府アリテ，下二此人民アリ（西「国脱気風論」）

　　〈注〉　この「上」「下」は位置関係を掘対的にとらえただけで，論者が政麻を上に

　　あるものと認定しているのではない。（δX8）とは態度が違う。

　くa）専㈱ノ政府二在テハ（詞上）
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　（12）人問ノ事務ニハ，政膚ノ闘ル一議ラザルモ亦多シ（福沢「学者ノ職分ヲ論ス」〉

　働　人爵ト政府ト両立シテ始テ其成功ヲ得可キ者ナレハ（同上）

　㈱　政府ハ政府タルノ分限ヲ尽シ（同上）

　飼　政府ノ忌講ユ触ルル蟻ハ．絶テ載セザルノミナラス（岡上）

⑯妄二政府ヲ尊崇スルコF鬼神ノ如ク（同上）

　働　秘府二建白スル者ハ，概皆世ノ洋学轡流＝テ（同上）

福沢文集（5例）

　G8）一一’asノ政府ニモーtt　va，又社会ニモセヨ

　働　衆庶ノ：カヲ集メテ之ヲ政府ト為シ

　⑳　此公務ヲ取扱フ人ヲ名ケテ歓府ノ嘗員又ハ会社ノ役員ト云ヒ

　⑳　此i勢力ヲ以テ行フ所ノ事ヲ名ケテ政府ノ覇務又ハ会社ノ馨務ト云フ

　㈱　此勢力ヲ名ケテ政府ノ御威光又ハ会社ノカト云ヒ

日本開化小史（4例）

　㈱　其高分の政膚と云へるのは大なる庄屋の如きものにて

　鋤　政府ノ御心費多からんには

　　く注〉　これは上古の政府のことをいっている。

　鋤　上古の時代には政麻も点て質素にて

　鱒是れ実に……地方武失をして敢て政府に向ひ兵を取るものなからしめし所以なり

明治酵罎ダヒ史（2fr’il）

　伽　諸藩ノ封土ヲ政府二紋ムルノ密議アリシニ

　鯛　臨二政府ハ元老院ノ章程ヲ改メ

民問経済録（2例）

　鱒　政府如何ナレバ七二国事ノ大ナルモノヲ任ズ可キヤ

　働　愁事ノ大ナルモノハ之ヲ人民偲々ノ私二委ルヨリモ政府ノ公二握ル方，経済ノ為二

時便利ナルモノ少ナカラズ

　著孝！ゴ、言　（13例）

　鋤吾菊竪ハ政府ヲ立テテ法律ヲ設ケ……ヲ説ク者ナリ

　㈱　既二政府ヲ立テテ主治者ノ地位ト被治者の地位ト直羨二相対スルトキハ

　鱒　扇島二瀬ル所アル可シ

　㈱　……仕組ニシテ政高唱テ云ヘバ即チ政休ノ部ナリ
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駒政府ニスレバ即チ政務二属スル都分ナ夢

騰　今ノ政府：ノ政務上二三ル鰍政体上二：在ル歎

㈱今政府ノ要地二立ツ者ハ時トシテ威禰ヲ行フ事モアラン

　㈱　日本ノ政府：ハ維新有功ノ元素ヲ以テ立ツモノナリト云フモ

　紛　政膚ノ当局者二於テモ必ス然うン

　袈9＞　～兄や当局ノ激：府：m於テヲや

働　政府日宇静観ヲ駆除セソが為二幾万ノ共ヲ出シテ

　幽　定リタル利子ノ金ヲ渡スガ故二政府ノ利ナリ

　働　礪後万一モ凶年ナラバ政府ノ利ナリ

外国交際公法（4例）

　働　公使ハ其窟留図ノ政府へ平蕪状ヲ渡シ，彼政府ヨリ公使ノ礼ヲ以テ接待セラレシ後

　二三レハ

絢公使ノ威権ト政府ノ殊典ハ，其在留国二巴己限ルベキ事ニテ

　磁⑤　　婆婁政府ノ壼塁二丁セテ遵筍エスノレH与ノ、

英氏経済論（7例）

　働　認ノ法や英国政府ノ屡施行スル所ニシテ

　働　政府ハ民ノ努力ヲ勧メ生財ノ数量ヲ増益スルが為メカヲ致ス可キモノニ非ヤト

　㈲政府固ヨリ大二勉ム可キノ事業アリ

　翻　目弾ニシテ偏頗ナキ法律ヲ立テ国民ノ三曲身体資産ノ権ヲ保護スルハ政府ノ職ナ穿

　　　　　　　　　　　　ヒロムノレ
　㈱　教育ノ道ヲ立テ知菟ヲ拡充スルハ政麿ノ職ナリ

　働　文壇ヲ春顧シテ文学ノ上達宣揚ヲ助クルハ政府ノ職ナリ

　働費用多クシテー人ノカニ及ヒ難キ知見ヲ広ムノレモ政府ノ職ナリ

百科全書商業編（2例）

　㈹　此会挫ノ政府二緊要ナルヲ以テ其免状ヲ肥草スルコト数画

　働　政唐此為替座ヨリ負債スルコト千百零一万五千ヂポンド」之ヲ銭票発行局二負債入

　卜公告シ

弥児経済論（3例）

　㈱　多少ノ有余ハ或ハ政府ノ為メニ収メラレ

　㈲政府ハ其収入セシ所ヲ以テ必シモ労夫ヲ雇フコトニ費サスト決定スルモノニアラ入

　㈹　宜シク価金ヲ与ヘテ尽ク之ヲ政府二収奪スヘシ
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英議院政治論（4例）

　働　下院ヲシテ政府：万般ノ野洲ヲ管視セシム

　㊨①政府ノ政策ハ変動極りナキ下院ノ多数代議士ノ意見二左右セラレ

　㈹　政府ノ措置ハ道理ト謹厚トニ因テ：支配セラレ

　㈹　「スチュアーート」朝ノ即時

郵便報知新聞a層（1例）

　㈹　政府ノ条例ヲ遵奉シテ発行シタル銀行並諸会祉ノ株券等（明11．5．8公布）

郵便報知記聞b履（42例）

　㈹　我政府及ヒ入民二就テ英人二二西洋諸邦ノー般入民が赫シタルノ意想ハ　（明10．12

　．Il）

　〈65）政府保護ヲ勉ムルノ誠意二出テタルヲ知ル可キ也（明10．12．25）

　㈹　政府固ヨリ之ヲロム可キニアラス（関11．1．4　□の字不明）

㈹若シ幸＝敷府此布令ヲ発スルノ主旨トコ瑛挙タルヲ害セサルノ証ヲ挙ケ残念者ノ疑

　ヲ解キ井セテ我輩二及ホスアラバ棚11．2．6）

㈱世人ヲシテ政府改良の語ハ幾ソト……ト同意ナルノ思アラシムルニ及へlj（明11・

．12）

　㈹　府県民会ハ唯政府施政ノ壮厳ヲ添ルニ過キサルナリ（明11．4．22）

鋤　政麻果シテ其供給二三シマズ（明11．6．3）

劔　政府自民ノ感情ヲ傷害スルノ所澱ヲナシテ（明11．7．13）

1⑫況ソや政府直チニ強面ノ方ヲ施シタルノ例証ヲ見ザルォヤ（明11．7．26）

㈲政蔚税権ヲ復スルニ当り（明11．7．31）

m勢　政∫膏虐政ヲ寿毬ストキハ（明11．8．8）

〈75）是レ我が政府ノ敢テ此律ヲ設ケザル所以ナリト（明10．　ll．26）

㈲　蕃人が之ヲ輿論二訴r・敢テ致府二向テ三図セル所ノ金米併納ノ方法ハ　（明紛．11．

28）

〈iD三民既二政府ヲ建立シ爽員ヲ鐙キ（明1α12．14）

9S）無理不法ノ圧捌ヲ加へ低旛ニテ政府二其ノ地藤ヲ買上ヘキ権利アラソヤ（明10．12．

27）

99）我政府力内地旅行及ヒ内地野晒二外人ヲ許サ・ルヵ如キハ（閥11．1．23）

㈹　我輩ハ政府ノ速カニ之ヲ決行センコトヲ講求スルナリ（明11．エ．25）
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〈Sl）一般人民ハ此ノ始末ヲ政唐力充分二取調へ暴人ヲ糺弾セソコトヲ主張シテ止マス

　（明11．3．1）

㈱　幸ニシテ今日ノ政府ハ其権カヲ引用スルナシト難トモ（明11．3．2）

㈱　政府ノ人民二二ケルハ恰カモ（明11．3．4）

圓人品ハ……政府ノ随意二之ヲ指揮スルヲ待チ（同上）

・㈱　政府ノ愚典扶助ヲ受ヶタル人々ハ（明工1．3．15）

㈱　其金ヲ致：府二受クノレノ毒剃青（同上）

㈱　政麿ハ……人二私スルカ如キ遠忌ヲ表リ公然日報社ヲ命シテ御用薪聞トナシ世間二

明示セパ（明1エ．4．15）

㈱　政府ハ……場合アルヲ洞察シ……人民ノ隅上ニー願ノ苛税ヲ担ハシメサルヲ顧慮セ

サル可ラス（明11．4．29）

㈱　政麻ノ応サニ注意ス可キハ（瞬上）

鯛之ヲ倦受セシ政府ニシテ不急不利ノ事業二消費シ五朱ノ利ヲモ収入セルコト能ハス

ンノ、（託生11．5．4）

〈91）余輩ハ敢府二向テ切二此等ノ過挙ナカランコトヲ墾ム（同上）

㈱　此時ユ在りテハ政府バ他二由ルベキノ途ナシ（卿1。5．10）

働　政府二日ヲ貸シテ興産ノ資本二充テ（明11．5．14）

鋤　政府ノ意匠ハ教育ヲ勧奨スルニアリ（明11．5．30）

〈95）入民之ヲ富山二上納シ（明11．6．8）

鯛　英本国ノ政府モ亦タ……スルノ意ナシ（賜11．6．10）

〈90其改革ヲ行フハ徳JE政府ヲ維持セント欲スルノ誠意二　IM　tアタリ（明11．6．22）

㈱　……ノ如キハ欝ク政府ノ商売二販スルモ妨ケスト難モ（明11．7．17）

働　政府ノ商亮二依頼シ其御蔭ヲ蒙りテ無為二此世ヲ過クルノ計全ク成レリトシテ自カ

ラ書フ人民山面ソ全騒人民ノ半二過キン（同上）

（100）致府ノ質入罵ノ頭何ソ強弱ヲ較フルヲ待タン（同上）

（101）政府＝於テ勧業ヲ務ムルト商売二従事スルトハ遂二井行スルヲ得ス（同上）

〈1G2）二二・一一種ノ政府ト謂フヘキノミ（明11．8．31）

103）政庵ココニ注意セサル可ラス（明11、9。9）

（104）其更換ハ之ヲ政府二求ムルヲ得ス（明11．9。26）

〈105）無智ノ小騰二至ルマテ威ナ政府ヲ怨望セサルハナク（明ll．10．31）
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郵便報知新聞d層（13例）

　（106｝従来三国政府革命の変に際して該闘人民の其境設政府を認可するの状あり（賜11

　・1・23　；〉段国新幸艮）

　（107）カアナルボン氏ハ其ノ辞職ヲ乞ヒ政府之ヲ聴許セリ（明11。1．29外国薪報　上

　の線は原文の右側鰐線）

　（108＞其政府の下に於て如何なる施政の二二を顕せしかは（明11．2．21仏圏近況）
　　　　　　　　　　　　　　　　しせい　　せいせぎ
　（109）大統領に於ては一∴・・に決意し以て政府を維立てり（明11．3．2仏国近況）

　（110）文意疑問の廉政府より答弁あるへくと（明11．3．4　仏圏近況）
　　　　　　謬もん
　（111）政膚が敢然洋銀ヲ撫斥セント企テタル政策モ幾ント画餅二帰シ（明11．6．3）

　（112）換国政府ヨリ之ヲ監護スルカ或ハ（明11．6．18クト国新報）

　（113）結果ハ政麿ヨリ下院二通知スルコトナシ（弱11．6．26外国薪報）

　（114）鰯二二於テハ常二政府ヲ補助セサル可ラスト明言シ（9Xll．8．8　外国新報）

　（115）　「ビルオフライツ」に政膚の悼りたること無き証拠は（明11．8．15欧州近況〉

　（116＞政府ハ大二尽力シテ窮民ヲ蘇生セシメント種々ノ方法ヲffjヒタij（明11．9．12

　外国新報）

　（117）暴三法政府学官〔ll……＋数人ヲ簡派シ（闘11．玲2支那近況□は文字不明〉

　（118）オーストラリヤン諸政府ノー二附スルカヲ決ス可シ（明11．10．エ？　外国i新報）

郵鍵報匁旧聞e層（23例）

　（191）政府自ラ代テ姑ク之二三セサルヲ得ス（曝10。11．6　投書）

　（120｝斯ル政府ヲ匪正シ（同上）

　（121）政府ノ田園ヲ売却スルニ（明10111・13論説）

　（192）尽トク政府二委托セス（閣10・11・28楽善会慈恵方法）

　（123）政府ヲシテ私利ヲ営ムノ人物ヨリ成立チシモノタラシメハ（明10．12．12投書〉

　（124）可ソ所有権ノ政府ニアルト否トニ関センヤ（同上）

　（125）……ヲ其株主ヨリ政府工年貢トシテ上納シ（曝10．12．28論説）

　（126）新政府ノ創業潜タル前大統領Fチx一ル」公ハ（騨0．12．　29論説）

　（127＞輿論ノ減価ヲ政唐二期望スルハ（同上）

　（128）其身が旧政府ノ下二立チシ時二（開11．2．7　投書）

　（129）方今ノ政府二対シ人民私有ノ権ヲ奉還シタルコトアVヤ（明11，2．8　投書〉

　曳130）政府噺ノ如キ事業二恋々着手スルハ（明11．3．15投書）
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　（131）……の如きは政府の立入るへからさるものなり（明11．4．24地方官会議鋳聴記事）

　（132）財産の事は政府の法律にては申さぬ所なり（同上）

　（133）府県は政擁立置く一大行政区域なり（開11．5．2　地方官会議跨聴記事）

　（134）　武力政騰rノ発信セノレ手疇言詮filjノ、　（明11．5．10　　投書）

　（135）子弟ラシテ普通教育ヲ受ケシメザル父兄ハ政府之ヲ罰スルモ敵テ不可ナルコト莫

　ルベシト難モ（明11．5。16　　投書）

　（136＞第五灸ノ如キハ只政府国人民ヲ油垢スルノミニシテ（明1L　5．21投書）

　（137）二宮が上位ヲ占ムルノ政府ヲシテ遂二入Ykノ愛顧ヲ失ハ使ルノ勢ナ夢（99！1．　6．6

　投書）

　（138＞遂二政唐ヲシテ広衆ノ愛顧ヲ二二セシムルニ至ルハ（同上）

　（139＞教学ハ……必シモ政聴ノ責任二二ザレパ也（明11．6．11投書）

　（140）其後政府米国との条約訳を頒たれしかは（明11．7．5　小言）
　　　　　　　　　　　　　　　　わか
醐）二二を蒙りし者各鰍府の命令違犯に近き訳に陥り喉（邸・8・10小欝）

郵便幸麟噺聞。摺（9倒）

（142＞紛働は隊啄へ蓋塗蕊輿螺残り四分は政府へ嬰襲ゑと西海萩聞に掲く

　（鴫10．11．24　府下雑報）

　（143）敦致府は兎角旧例を固執し羅本婦人の来怯を忌み遊歩期程を狭からしめんとする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　せま

　は（明11．1．17府下雑報）

　｛144）現今の日本政府と錐も無政府に優るや判然たり（弱11．3．18府下雑報）

　（145）右は政騰への御奉公と存し升が（攣駆1．5．7　府下雑報）

　（146｝此頃政府にて支那へ輪鐡の米弐万石弓と買ひ入七一漣（明11・5・22府下雑報）

　（147）米国陸軍少将アプトン氏バー・一■千八百七十五年政府の命令を奉して……を巡視し

　（明ll，6．20府下雑報）

　（148）政府にても巨費を以て右記念碑を近々の内お取立に担成る由（関U・10・3　府下

　雑報）

　〈149＞人民が出金して為し遂げたる事業は何等の際に臨むも政府之れを霞由に処置する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぞ
　能はざる（明11．10．　22府下雑報）

　（15G）借金のかたに公債証書を押さゆるは敷府の間く禁ぜらるxに（曙11．10．30大阪
　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　きん

　新報）

読売薪聞（1例）
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　　　　とるこ　せいふ　せ窪　　べるりん　ていやく　　じっかう　　　　　　　　ぜるまん　　’だ
　〈151）：：と耳其の政府へ迫ッて伯縁の締約を実行させやうといふ日耳曼の申し出し

　委ま（明11．9．20）

東京絵入新聞（1例）

　（152）英圏政唐と交際ある諸国へ補助をこふにより（明11．9．2i）

安三楽鍋（2｛列）

　　　　じりう　けん　　　じゆう　　　　　　　　　　くち　と　　　　　　　　　　むがく　もんもうやばん　　と
　（153）自立の権だの自由の理だのと一トロに解イてきかせると無学文葛野蕃の徒はそ
　　　　　　ミ　　かつて　　　　　　　　　　ぜんあく　　　せいふ
　んならその身の勝手なことをさしても善悪とも政府でおとがめはないものだとおもふ

　やからがあるからこまるヨ（三編下）
　　　　　　　　　　せいふ　　しゅつそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をちど
　（154）こんなものを政府え出訴におよんだら町用が鼠りまでの落度になる（蕪編下）

以上のうち，はっきり敬語と認定したものは次のil例である。

　1．政府ノ御威光三一福沢文集

　2．政府ノ御入費㈱一日本開化小拠

　3．　（政府ノ）御蔭ヲ蒙り㈱一郵便報知社説

　4．～ノ権ヲ奉還シタルコト（129）一二｛更報知投書

　5．条約訳を頒たれしかは（140）一郵便報知投書
　　　　　　　わか　　コ

　6．お渡しになり……政蔚へ引揚らる（142）一郵便報知府下雑報

　7．政府への御奉公（145）一郵便報知府下雑報

　8・政府にて……買ひ入、三連盛（146）一郵便報知府下雑報

　9．政府にても……お取立に絹成る（148）一郵便報知府下雑報

　10．三階の間く禁ぜらる鼠こσ50＞一郵便報知大【坂新報
　　　　　　　　ぎん　＝茜鵜篇篇
　　　せいふ
　11．政府でおとがめはない（153）一安三楽鍋

また，敬語に準ずる持ち上げた表現と認めたものは，次の6例である。

　1．政府ノ下二三テ政事の恩沢ヲ蒙ル⑤一明治文抄，井上。渋沢

　2．上政府ノ布魯ヨリシテ（8）一明治文抄，津田

　3。旧聞ろ腿扶助㈱一郵便報知社説

　4．政府二上納シ㈲一郵痩報知社説

　5．政府工年貢トシテ上納シ1（25）一下鑓報知論説

　6．政府ノ命令を写して（147）一郵便報知府下雑報

以上，サンプルに現われた「政府」の用例数と．敬語表現及び敬語に準ずる表

現の数とを一括して表にすると，つぎのようになる。
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第6表　政府の用例数と政府に対する

　　　敬語表規の数

文 献塾薮瞬数陶三
年　治　文　抄

三明治文抄
揺　沢　文　集

日本開化小史

明治開化史
斑問経済録
時　事　小　　言

外国交際法
英矯経済論
冨醤蝦書商業編

弥箆経済論
英議院政溶論
（学衛論説文献小計）

郵便報知　a

　　tt　b
　　ノノ　　　　　d

　　n　　　　　　　　e

　　ノノ　　　　　　　C

（郵便報知小計）

読　売　新　聞

：菓京絵入新聞

　
う
鍋
副

’
、
く
　
、

熟
”
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以
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三
1
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（　e）

　郵便報知新聞の中に周題が端

的にあらわれているので．そこ

に注座するOF政府」は，「人

民」よ1もいっそう，庶民の生

活には縁の遠いことばだったと

見えて．社説から42例拾われた

「政府」が，雑報欄では9例し

か拾われていない。そしてその

9例のうち5例までが，政府に

対する敬語を含んでおり，ほか

に叉例．準敬語褒現がある。心

事のほうは，42例のうち敬語を

伴なうものは1例だけであり，

準敬語表現2例を倉めても3例

に過ぎない。

　「入塾」をめぐって．記考の

態度が社説の場合と雑報の場合

とで違っていた。それと嗣じ現

象が，政府に対して敬語を使う

使わないに現われているとみる

ことができよう。

　読売新聞と東京絵入新聞に「政府」の用例がきわめて少ないの1こは，これら

小潮聞では「政府」に「おかみ」のルビがついているため，　「おかみ」という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　おかみ語として採集されたからである。そして「政府」に対しては．もちろん敬語が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うき用いられている。これらについては，進藤が別の所で書いている。

　3．　「文明」と「文化」，　「開化」と「開明」

　文明開化ということばは，明治初期の世相や時代思潮を代表するもののよう

※　進藤咲子「新闘の文章」（講癌現代議『現飛語の成立毒く明治覆院〉所収論文。その197ページに当該記述

　がある。）
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に紛われる一方，第二次大戦後の日本が戦争を放棄した国家として再趨発した

とき，「平貝国家」または「文化国家」ということばが生まれ．「文化」は戦

後H本の象徴ともいえるくらいになった。

　「文明」「文化」およびこれらと密接に関連する「開化」「醐瞬」の4語を

と1，その使われた度合を現代と比較してみるG

　『総合雑誌』と『雑誌九十種sとにおける使稽率および順位をしるし，明治

初期調査における区画幅・繊典幅と毘べてみようQ

文　明

文　化

閲　銀

嶺　開

「開化」

暁　治　初　期

区画幡　　出典i譲

　5　　　　10

　2　　　　　3

　4　　　　　7

　3　　　　　6

　　『総舎雑誌』

使電率（％）　　1頓　位

　．091　　　　　　　1536．δ

　．417　　　　　　　　321．5

　　罫雑誌九十種』

使用率（％）　　順位

　　．023　　　　　5158．5

　　．253　　　　　　5Gユ．5

　　　　　「開明」は「総合雑誌認にも『雑誌九十種』にも，語彙表には出てい

ない。密語とも1語ずつ採集されてはいるが，開明は「開明楼」という固有名

詞としてであり．普通名詞はないQ

　以上4語の明治初期調査における用例のすべてを次にしるす。

［文　盟】

時事小鼠（1例）

　（1）所謂聖人ナラバ或ハ此私心ヲ抱カザル者モアル可シト難｝モ漣モ文明ノ今臼二在テ

　聖人ノ出ルヲ盟ム可ラズ（第二編，政権之幕）

文朗葉旧史（1例）

　（2〕文明東漸史内篇（標題）

文隣実施演説（1例）

　㈲……内に実力を余して心思を百方に馳せ萄くも判断の明を失ふ勿れ即ち暴れ我岡学文

　明の大主義として回る可らざるものなり（福沢）

≡英氏経済論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カケハナレ
　（4）火器起テ以来蛮夷ノ兵ト文明ノ兵ト共強弱大二懸隔シ共二衡ヲ争フ能ハズ（天然

　力ノ使用ヲ書誌ヌ・）

郵便報知新閥（11｛グの

　⑤正理二由リテ公論ヲ発欝シ謹ンテ文明ノ購入トナルコトナカランコ卦ヲ希豊スル也
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　（明11．　7．15　　を止西之）

1（6｝鳴呼此等ノ暴徒ハ営二團ノ罪人ノミナラズ又文明ノ轟人ナ／］（明11．9。25鮭説）

〈7）今温盤府中ニテ公売ノ有様ナルモ実地経験上ノコトニテ失張文瞬ノー部1・申スヘキ

　ヵ（EEII．8．5　仏国近況）

　㈲　元来政府タルモノハ株式法制ヲ採用シテ圏家一巳二商工ノニ道ヲ集行スルが若キハ

　素ヨリ文明ノ小鼠ト云フベカラズ（明10．　12．　29論議）

〈9）今閥海文明五洲和親内外親疎ノ霊有ル無ク二二往来通商シテ以テ所禰ル四海砦兄弟

　タルノ浮雲ヲ厚フス（明11．3、27投書）

鋤　夫レ欧米魯麟が今賑ノ如キ文明ノ隆盛ヲ致セシバ共由テ’来ル所嗣ヨジー孟認一タノ事

　二品ズ（明11．5。22　投書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む
　簿）叢シ我が圏今欝ノ文明ハ只欧米条国ノ現況ヲ移セシノミユシテ其摂源ノ如キハ劉チ

　未タ曾テ輸入セザルナリ（岡上）

・㈱若シ之が錬磨ヲ得ルトキハ鋼猶王良遣父が駅駿二鞭テ熟路ヲ馳スルが如ク園家ノ文

　明ハ山々乎トシテ繊二進捗セン（明1L　6．21投書）

　㈱　近年邦人が衆力ヲ圃結セサレバ素業ヲ成ス能・・サルノ理ヲ蟻リ事ユ会社従フ嚢陸続

　止マズ暴レ実二文明進捗ノ徴換ニシテ吾人ノ尤モ悦ブ所ナレ1・モ（明11．9．4　長田）

登鈴文化開明ノ璽代二遭会シ難潤鎌陳ノ地二至ル三三ク学校ノ設ケ有ラサルナキヲ以テ

　蒙昧山回ノ三民ト雛モ文明ノ彊域二進入スルコト雲霧ヲ鼓ヒテ灘沼ヲ見ルカ如キ景況ア

　リ（明敷．3．14　諸県報知）

　㈲　山回蟹は依然塒馨舜に安じ文明の美は師範学狡と勧業場の粉壁に在る如く（明11．8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふんぺ壽
　．1諸梁報知）

読売麟閥（1例）
　　　さすが　ぶんめいかいくわこ）めいせいだ㌧・みよ　　かくべつ

　㈱流石に文明開化公明正大の御代は格別なもので（明11．7．24）

安懇ζ楽鍋（3｛列）

　　　　　　ぶんめいかいくわかいてん　　　ひまふだ　　　　　　のぶる
　（1’i）……と。文明開化開店の。　告条めかして演述になん（初編）

　　　ぶんめいかいくわ　　　　　　　　　 おうせいふくこそうにっとう　いんじゅんこぞく　たんぱつびたい
　㈱文明開化のざんぎりあたま。ま政復古乃惣髪頭。賑循姑息の半髪額。

　（二編上）

　　おい〉わが　　　ぶんめいかいくわ　い
　働　遽こ我国も文明開化と暑ッてひらけてき串したから（初編）

江文　化コ

羅体口論

　（1）英米二国ノ如キハ文化各岡二冠タル考ニシテ随テ憲法モ良正ナルカ故二自由権ヲ訪
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　スコトモ亦甚タ大ナリ（第六章，入畏自由ノ権利及ヒ自由ノ精神）

明治文抄

　（2）是洵二人ノ智見ヲ弘闘シ，文化開明ノ稗益ヲ為スコト浅少ナラズ（津照新聞紙論）

郵便報知新聞

（3）人ノ智力ラ閉達シ文化開明ノ栗ヲ結ヒ以テ社会ノ攣福ヲ増スモ亦タ是レ競争頗頓ノ

　刺衝二因テ然ルノミ（明10，、12．25　投1毯：）

【開　化】

H本闘化小史（1例）

　（1）我國開化ノ斯く進歩せる際に於て徳月敏府の為めに不利なる一元素の発達し来るも

　のあり

明言台浮昌｛ヒ史　（2｛死）

　（2｝李二二亜細亜洲開化ノ度ヲ欧洲二比スレハ如何

（3）森　今公正ノ論者ヲシテ璽細説ノ現状ヲ判断セシメバ頗ル開化ノ度二達シタリト云

　ハン（（2×3）は李鴻箪と森有礼との闘容）

莫氏経済論（1例）

　（4）蓋シ善徳ト節険ト権ヲ犯ササルノ心ト此ミツノモノ備ハルトキハ縦ヒ其麟養ハザル

　モ自カラ財貨ノ藪沢トナリ開化ノ道亦興ルナリ

百科全書商業編（1例〉

　⑤　之が為メ門門蒙昧ノ地二要編ナル物体人体ノ美麗ノ異及ヒ隆盛ナル開化ノ論説文学

　伎芸ノ誘導ヲ拡充シ比類ナキ当今ノ形勢二至レリ

郵便報知新聞（4侮）

⑥毒業ノ大ナルヲ以外形開化ヲ好ム貴位ノ心臆二媚ヒ上威ヲ借ジ圧制ヲ助ケテ市畏二

　脅迫スルハ自家ノタメ万戸幸福ノー部ヲ減殺スルモノト云フベシ（明11．2。8　投書）

　　　　　　　　　む　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ　む

（7）我が国ノ文明ハ無根ノ文明ナリ我国ノ開化ハ無源ノ開化ナリ（明11．5．22投書）

　（8）古昔英島ハ羅馬ノ文明二化セラレ今ノ邸慶ハ英国ノ酷並判苦ム希綴ノ開化ハ埃及ヲ

　交テヨリ進ミメキシコノ衰微パ白入二接シテヨリ生ズ（明11．5．31　投書）

読売漸聞（1例）

　（9）　「文明」の⑯に同じ。

安愚楽毛（10例）
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　　　　ぎうにく　　　もの　 カ・うミぎは　　　　　　　　　　カ・いくわじやう　しよく罐τう

　㈱　此隼肉チフ物は高味極まるのミならず開化滋養の食料でござるテ（初編）
　　　ホウコンカイクハヨクヤ　　スス　　シセイ　　サイミン　　イヘド　　ギウトウギウホク　　ぬ　　　コウ　　　　　シ

　（1・1｝方今開化梢ク進ミ市井ノ細斑ト難モ牛痘牛肉ノ琶二功アルヲ知ルモノカ
　　シタガ　　　　　ヰ　ヂ　　　マツタ　　　　オクジヒヤクサイ　　ジュ　　ゾン

　ラ随ツテ医治ヲ全フシ億児百歳ノ寿ヲ存シ（三編」：）
　　　　　　　　　　　か　　　　　　ふか　　　　　　かいくわふよう
　飼　どくにもならねど可もなく不可もなき開化不耀の人物（三編上）
　　　かいくわ　　　　　　　よ　　　なか

　⑳　開化とやらの世の巾じゃアにんげんはもちろんとりけものでもすべてせうあるもの
　　　　　　こほうこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんせい

　はそれく／輝奉公せにやアならねへとある先生がおっしゃったのを（三編上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けへくハ　　じんぶつ
　㈱　ハテ入は大きなことをのぞまねへけりやア鵜化の入物じゃアねヘヨ（三編上）
　　　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せうにん　　　　　　　t）1こん　　　　　　　　　かいくわ

　鯛　ハテサ何になら子ともおぽへさせてをきやア商人は商入工人は工人だけの開化

　だは子（三編下）

　働　つれとた人うしなべのひやざけでうぬひとりかい化の人物といふつらをしてつれの

　ものはほんのどだいそのじつはありにるるきやくにおのれがはくがくをふいちゃうする

　なり（三編下）

［移lf明］

明治文抄（2例）

　ω　暴素ヨリ理ノ然うザルヲ得ザルニ禺テ，其用亦必ズ欠ク可ラザル者ナリト難トモ，

　露朗開明ナルハ其常ナルカ如シ（薄「愛敵謝）

　（2）三三二人ノ智晃ヲ弘關シ．文化開明ノ稗益ヲ為スコト浅少ナラス（津匠i「新聞紙論」）

三明治文抄（1例）

（3〕浮華窒講重ハ従前ノ学徒モ尚指弾シテ容サx’ル駈況ンや開明ノ今iヨニ於テヲヤ（高

　綺ヂ論生徒書」）

攣租言台拶月イヒ史（4Si畦）

　（4）是二期テカ挙措嶺ヲ失ハスシテ国家以テ開明ノ莫濤ヲ致スヲ得ン呉レ開明ノ言タル

　其称ハーナ夢ト難モ推シテ三帰スル所ヲ論スレハ判然岐ツテニツト為サ、ルヲ得ス開明

　ノ政理上ヲ主トスルハ形ヲ以テスルモノニシテ開明ノ民力上ヲ重ンスルハ実ヲ以テスル

　モノナリ　（第三石こ章　経済）

郵便報知新聞（18例）

　⑤　試二英仏二鰯が賭濁ノ時世ヲ出テ，漸ク文明ノ曙光ヲ逐ヒ終二今濤ノ翻明二達シタ

　ル有様ヲ見ヨ（明1工．2．2　社説）
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㈲失レ斯クノ如ク上縛下ヲ調スルノ法律巳二備ハリテ而リ下ヨリ上ヲ打格スルノ律

法ヲ欠キ覇明ノ器具ヲ備エテ爾シテ暴調ヲナスコ｝アラバ（明！1．3．12社説）

（7＞薦字新聞二三テ鐸：1本ノ閉化」ナル標題ヲ揚ケ来りテ蒸醤教ノ効能ヲ書キ立テ｝三1木

ノ開明ハ記入ノ宗教＝一源セルラ帰シ（明11．3、19　旧説）

⑧　翻明ノ進度（明舷5．29祉説の標1題）

〈9）是二由テ之ヲ観レハ麗明ノ気運ハ薩土二二二二クシテ加賀回訓簿ノ諸藩二｝墓カナリ

シや明白ナ夢（明難．5．29　祉説）
　　が　　　　が　　　　ア　　　　ア　　　　ノ　　　　ア　　　　ア　　　　ノ　　　　ハ　　　　だ　　　　ノ　　　　ハ　　　　ノ　　　ア　　　　ノ　　　　が　　　　ダ　　　　ノ　　　　　　　　　タ　　　　だ　　　　だ　　　　ア　　　　が　　　　ア　　　　が　　　　だ　　　　ノ　　　　ノ　　　　タ　　　　が　　　　や　　　　ア　　　　ハ　　　　ア　　　　が

（1e）懸工於テカ競キノ暗濁ナル者二三尋轟一一変シテ其ノ足歩ヲ翻明ノ地二進メントシ

（嗣上）

｛11）仮令二等ノ情意二発スルモ山行挙ノ悪ム可キモ与二川明ノ光輝ヲ減殺スルモノナリ

（L）ij11．6．7　之i二富註）

働　今若シ蛮習ノ著シキ時代エ遡ラズシテ開明ノ霊光熾ンナル千八百隣十八年灘ジ今iヨ

ニ至ル山門ソ三三十年目・・・…コ嚢列ヲ挙ケンニ（明11，8．3　　tt’1’二言党）

㈹　巳二転回ノ開明ト進歩ヲ隣フスルノ理由ヲ知ラバ（興0。！2．　18投書）

（粉　他ノ雑税ハ甚些細ノモノナレハ糠幕欝時代二於テ概ネ之レヲ販立テサリキ然ルニ近

来諸澱開明二四二縢りi誠二島々タルモノタリトモ心高分力税納セサルハナシ（腿11．2．6

投書）

051　……の者の願霧：は素語を其費姦茎に書記したるものにて当時の民俗とミ同次方今にiii葦れ，
　　　　　　　　　　まとねとば
る開明とを見るに足れり（明11．3．12　小雷）

㈹蕩輩ハ故ラニ禿筆ヲ振ヒ三門ヲ陳シ三人ノ説ヲ駁シIREIi・f建ノ余習ヲ絶目シ共二倶二

開明ノ域二進登セントスルナリ（明11．5．8　投書「士昆優劣論」）

伽　蒲シ海陸ノ運輸タルや邦罵開明ノ先導者ニシテ実二至要ノ元素ナリト云フベシ（明

11．5。ll投書「北海道産物歴輸｝＝葛論」）

姻　共便利ト敷用トヲ知ルハ即チ開明二進ムノ階梯＝シテ（明11．7．26　投霞「西洋品

ノ内地二行ハルル漂由ヲ論ス」）

鋤　現今と難も羅既に没して此道路を逓行ずるもの一入もなしと鳴睡開明の今山亦斯の

如き咄々怪事なるかな（明10．12．三1　諸県報知）
　　とつとつくわいじ

伽　四海波静カニシテ煕々ノ璃ヲ呈シ衆庶三三カニシテ昇平ノ年ヲ迎へ駿々然将サニ開

明ノ域二進マソトス（明1L1．14府下雑報）

⑳’景範熟ら考ふるに擁人智の開明に従ひ警察の道も亦改良ならざる可らず（明21．　1．

：26　諸県報知）
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　㈱　追々開明に進む嵐潮に誘はれ水飲百姓までか少し宛民権の有ることを知るに鎚ひ

　（明ま1．10．31．　育≒｝下秦蓮幸艮）

以上の嘉例から「文明」「文化」　「開化」「開明」4書吾の意味の違いを明らか

にすることはむずかしいので，文例を列詑したにとどまるが，「開明」という

語には，意昧内容として三三的な働きが感じられる。「開明す」という動詞は

一つも見えないけれども，⑮の「漸次方今に至れる開明」や鋤の「入智の開明

に従ひ」のような用法は，いわゆる無活用動詞に近いものと思われる。鋼達し

た状態を静丘的にさすのでなく，文化が進歩していく動きを「開明」といって

いるようである。

　4　「余輩」「我輩」　「署人」「我々」「我等」

　「人民」も「政府」も．郵便報知新聞の社説に多く現われる語であったが．

嗣じ方向の片寄りがいっそうはなはだしいものに「余輩jr我葦」の2語があ

る。r吾人」も．全体の数は少ないが．傾向としては嗣じであるQ

　また．これら3語の類義語として，現代語の感覚ですぐ思い当たるのは「わ

れわれ」や「われら」なので，それらの現われかたを，「余輩」以下3語と姥

較してみたいG　「わたしたち」という語は，調査文献のサンプルの中には，1

語も現われなかった。

　以上五つの語の分布状況を一括して表示する。

第7表　　余輩，我輩．吾人，我々，我等，の分強

陣抄鰯｛細網戦嫉外回醐麩塑・bdec孚艶1難塑

余滋燈　3レ　　　　56102
撚　　1　　4　　　　レ　1i331145、　3
吾人　　　　　　　　　　　　　1　　1ilo12　i

撫　　　　 ・　　1　　　　i217　・2
　　　ミ

我等’1　　2　　　　　　　　i　　4、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　
　〈泓〉　レじるしは「主観法」と呼ばれる方法で補充採集したもの。

　「余輩jr我輩」は，郵便報知新聞のb涌すなわち歓説に集中しており，e

穰すなわち投書欄にもかなりの数が見嵐される。投書も内容は論説や主張であ

るから，文章の姓格としては，b層とe層をいっしょにして議論文と考えてよ
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い。これらの数量的傾向から．「余輩」「我輩」が議論文にほとんど不可欠の

ことばであること，「吾人」は，不可欠というほど積極的に使われたわけでは

ないが，議論文以外では．あまり用のないことばであったことがわかるG

　これら3語の使われた文脈は，どれもよく似たものであるから，ここでは多

くの例を引用する必要を認めない。議論文の代表としては郵便報知側聞の社説

から各エ例ずつを引用するにとどめ．用例の少ない。層のものだけ，全部示す

ことにする。

郵便報知新聞旧説からの各1例

ζ余輩】　若シ此巷説ヲシテ果シテ信拠スルニ足ル者タラシメハ余輩ハ警鐘警析ヲ三三シ

　テ挙羅人民ヲ喚起シ大二其ノ注意思考ヲ促サル可ラス（旦雇1G．11．24　「日フlscノー大馨｛二」）

　　　　　が　　ア　　ア　　が　　が　　ド　　が　　が　　ハ　　ア　　ア　　ノ　　ア　　ア　　ア　　ハ　　ア　　げ　　ダ　　が　　ア　　　ダ　　ノ　　　ぞ　　ノ　　が　　　ア　　が　　ハ

【撮1組　鹿児島県方今ノ形勢頗ル千六百年代財産転移ノ状二類スル者アリ是レ我輩力平

　罠社会二向テ士族ノ圧鰯ヲ脱シ土地所有ノ幸禰ヲ得且ツ教法ノ自由ヲ得ルヲ賀スル所以

　ナリ（HEII．9．16　三二戦争ノ影響」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　　　　　　　む　　む　　　
〔著入コ　然レトモ贔決シテ怪ムニ足ラス吾入能ク照魔鏡ヲ執ジテ望アハ濾々タル天下唯
　む　　くユ　くう　む　　くう　くう　くう　む　　くう　む　　む

　賄賄賦；芭鐙〔郷アルヲ見ン（明1工．2．4　　ヂ萢董論」）

郵便報知新聞。層からの例全部

〔余鞭ユ　（！）彼ノ都人ノ常二喋々スル両国ノ燃火ノ如ヰモ之二比スレハ児戯二異ナラヌ

　玉箆鍵屋亦顔色ナシ蓋シ弓術二慣レサル余輩ノ目ヲ以テ評スレハ此二発ヲ以テ当夜ノ第

　一等二位セシメサルヲ得ス（明10．　11．30府下雑報r燃火霞録之序ゴ）

　（Lt）三二西洋二二類似スル商船ナキニ非ザレトモ共製作正シク造船ノ学聞二三キシモノ

　ト云ヒ難クシテ余張二於テモ遺憾少シトセズ（明11．1．10府下回報　わが国の造船工

　業の現状を批評した文）

〔我輩】　ω　未タ数星霜ヲ経スシテ忽焉トシテ館舎ヲ絹ツ我輩ノ望ヲ将来二属セシ者漠

　然トシテ適スル所ヲ知ラス（10．　11，13府下雑報　朗読された祭文の文棄）

　（2）此ノ法固ヨリ入命ヲ孤注ト為スニ係ル業ナレハ我輩コレラ願ハス只我輩此ニハ常a

　汚穣陣中終始病芽ノ混交スルアル所以ヲ説テ配水ノ審否ヲ明解スルノミ（明1⑪．12．21

　　r書写府下用水試験説」）

　㈲醍醐寺永続の資本金を浪費する等の件に付肇以て我輩職務上に於て捨置き難
　　　　　　　　　　　　むだづかい　　　　　　　　　　かたがた　　　　　　　　　　　　　　　すて

　きゆえ府庁へ具状せしなり（明11。7．26西京新報）

　㈲又も一昨三舞何か三ケ条認めし一書を捧げ薪聞記者などに迂潤な論説のみを鶏
　　　　　　　　　　　　　したた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うくわっ　　　　　　　　かか
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　げ共に藷るに足る者なし我輩の捧げし書癒の如き事々着　々なれは必ず御採用になる

　　　　かたた　　　　　　　ちゃくちゃく
　筈なりとて強て預け置ぎ立ち宏りしと（明11．8．6　府下雑報）
　　　　　　しい　あっ
｛暦人）　（1）今度薪たに文壇に旗幟を建てし東京真事薪聞の隆盛に殆んど吾人の図を驚

　かす斗りなるが（明11．6．17府下雑報）

　（2〕況や其國費の足らざるを補ふにあらずして殊に趨業の長策を以て吾入の為めに将来

　の禰利を誘図せらるN者に於ては（OP11．6．28　府下雑報）

郵便報知新聞の雑報欄といっても，必ずしも市井俗事の話ばかりではなく，記

者の評論文もある。そういうものは，文体も俗文体でなく，社説と同様に漢文

直訳体である。余輩以下3語は，やはりそういう文の中に見出された。これら

の語が議論用の語であることには変りがないといわなければならぬ。

　では，「我々」や「我等」はどうだろう。

　まず，数の上で目立つことは，全体として例数が少ないが，その中では，郵

便報知新聞の。層に、片寄っていることだ。両語の郵便報知における用例を引用

しよう。

　　　　　　　む　　　　む　む　くコ　む　　む　む　む　む　む　む　　む　くコ　む　む　む　　む　む　む　　　む　く　　む　む　り　　む　り　　む　む　　む　む　む

【我々ユ　σ）将タ丁令君が我々人畏ノ利害二就テ開陳スルアルハ応サニ此会議ニアル可

　む
　シ（開11．2．28社説）

（2）実二我々ノ意見モ之二岡シキノミ（明11．3．22社説）

⑧　商社に於て今より弥物晶を給せされは我々も砂糖を拒みて出さすと云張りたるに付

　（明11．2．22隅薩巡島記）

（4，）官兵の打扮はイザ知らず我々が味方の画余り立派過ぎたるは実地の模様を知らぬ
　　　　　いでだち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もよう

故ならん（明1G．12．　29府下雑報）

⑤　此程十五銀行で株主連ヘー応の照会もなく支配入の思付許りて掛り役を殖したと
　　　　　　　　　　　　　　　　そうだん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふや

か侮とかを不公平とし無沙汰に我々が取り物を滅却する訳だと一瞥十二隙こ気力のあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんぎやく　　わけ
　る若手か岩倉公へ出掛られしとか出掛られるとか申す評判がありました（明11．1．15

府下雑報）

〈6）我々とても港に着かは金銭の綜なくして一日目晦も止むべからす（明11．3．8
　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　たくわえ
府下雑報）

ω常に衆人に語りて云ふ我々誤て照憲に触たるも朝延至仁なるを以て幸ひに身酋
　　　　　　　かた　　　　　　　　あやまつ　　こくけん　ふれ

所を異にせず（明11．3．30府下雑報）

（8）海賊は何れも段平閃めかし中にも魁と覚しきが真：先に立賊リヤイ舟人ども我々こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はたか
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　そは西郷党の余類にて万人塗炭の若しみを救はん為に（明11．9．14諸県報知）

　⑨丁目我々か最も喜ふは此尤文の士を得て彼の事を託したる三三益田，岩崎，笠間，
　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　いうぶん

　四丁其外幾多の施財主もli蕪満足に有られへく（明1L　9．21府下雑報）
　　　　　　　　　　　さそ
　⑩　鼻薬りとてかわれし金を其儘に返すも魯な仕方なり我々さへに口走らずは請方の丸
　　　　　　　　　　　　　　　　かへ　　おろか　　　　　　　　　　　　ばし
　く治ることと旨く呑み込み帰りしが（BNII．9．26府下碁i僻の
　　おさま　　うまのこ
【我等コ　α）我等は野津少将が家従なるが壷家の間取り雑作等一見致し度瞬を請たるに：

　（明11．3．22　疑心ド桑窪月塞）

　Cz）何卒周旋をと頼みたれば左らは加入金五円と我等が東京蓬出頭の路費十八円を技1す

　べしと（明11．5．13諸県報タli：i）

　㈲　先年より我等親チが永き間年屋にありての糾明も村の者の打箒りて我れをば嫌ひ厄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく
　病神と岡様に其筋のお役場へ送りつけたるによってのこと（明11，9ほ3府下雑報）
　びょうかみ

　（4）手に段平を閃かし抑々我等は近衛砲兵にて広島県の者なるが（明11．10．19府
　　　　だんびら　　ひらめ

　下雑報）

雑報欄の文章は，一般にそれからそれとつながっていくものが多く，短かく切

って文脈を示すのがむずかしい。以上の引用では前後の状況を知るのに不十分

ではあるが，ともあれ「我々」や「我等」が「余輩1などと違って．議論のた

めに用いられず，ことがらを叙述するために用いられていることは，わかるで

あろう。だが，社説の「我々」2例は，やはり社説だけあって．議論の主体を

示しているから，「我々」も余華や我輩と岡様に使われることがなかったわけ

ではない。また，議論か叙事かということのほかに，語感として，「我々」「我

等」が余輩以下の漢語よりも，ずっと下世話に砕けた感じであることは書うま

でもない。

　5．　「鑑況」と「状態」

　『明治初期の新聞の用語』288ページ以下に，硬軟各文体のどちらかに特徴

的な語について，考察が施してある。その中に「有様」「状jr様子」3語の

比較があり（296ぺ），　r有様」　「状」を硬文体に特徴的とし，　「様子」を軟

文体に特微的としてある。

　いまここでは，類義語の範囲をもうすこしひろげ，かつ，明治初期文献内で

の硬軟両文体の比較からそとに繊て，明治初期と現代とを比較してみよう。
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　郵便報告新聞には．かなりしばしば「景：況」という語が現われる。　「和歌山

娯下の景況」（明11．3．20諸県報告），「……は左ながら祭礼の景況にて」

（明！1，6．！　西坂京報），「西陣織物会所の景況」（明11、8，21　西京新報）．

「今巳ノ景況ヨリシテ後Hノ成跡ヲ推測スレハ」（明1L　8．IPw社説）のよう

な使われかたである。調査した紙面の中からは，30例のサンプルが拾われ，う

ち！例には，つぎのとおりドありさま」のルビがついている。

CD者島畢麩にて作物及び草木迄も既に桔れ果つへき景況なりしに（明11。6．28府
　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　は　　　　　　　あり荘ま
　下雑報）

繍便報知新聞以外の文献からは．3例拾われてお！，うち1例には，つぎのと

おり「サマ」のルビがついているQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　マ
（2〕我邦内ニテ県税アノレが為メ弊審ノ及フ所尚ホ前文所期ノ娯況二藷マラス（英氏経済

　諭）

また，i郵便報知新聞の30例の中には，つぎのように「形況」と書かれたものが

4例含まれている。

　13）物晶ト通貨トノ釣合ハ依然Fシテ旧来ノ形似二異ナラザル可シ（明11ユ0．30社説）

　（4，）諸子ハ却テ燈台水平クシテ自カラ其行為力何等ノ形況ヲ生セシ乎恐ラクハ肺門夢導包

　影ヲ捕捉シ能フマジ（明11．1．24　投書）

　⑤　誠二鞍置ノ形況ヲ欝ヘハ商法会議所ア夢テ四方ノ商況ヲ探知シ商法学校アリテ其生

　徒ヲ養成シ（明11．9．7　投畿：）

　⑥書認官の上京に際し該場に臨んで本業の形況を探堅し（明11．4．11府下雑報〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんもん

「景況」とr二三」は兄糖と見るべきかもしれないが．意味には格別の違いは

なさそうである。しいていえば，「景況」がやや「形勢に近く，比較的大づ

かみにいうのに対して，　「形況」の㈲例などは，もうすこし限定された「かた

ち」をさしているようだが，取り立てていうほどのことではない。同語として

おく。

　r暴況」を「有様」の類義語とし，ほかに，「景状」「状況」「状態」「状」

「様」　「様子」　「ザマ」とともに，各文献における丁丁状況を児わたし，それ．

と，現代語（『総合雑誌』とド雑誌九十極）における使用率・順位とを比較

してみる。
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第8表　　景況以下各語の出典別分布
1姻抄編開醐購敦雑鄭英百消弥厭学劇・・de吻i瀧安易
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鴨
川
状
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芝
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マ

　
　
　
　
状
様

掻
崇
状
状
　
　
有
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．　078
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．　048
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．122

1

1

N－wwwwewinv一一di一一s

順　位

175e

649
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32／．　5

2211

1170

2

1

1

322617

　　　1

　　1
　1

28323
　　32
205415

　　1138

レ1

　謬雑誌九十種』

戸一劇一一鳳嗣圃一へ
使用率（e／ノoo）

　　．　075

　　．　228

　　．023

　　．701

　　．055

　　．132

順　泣

1799．　5

567

5158．　5

！58

2419

192c

　現代語で「様」が群を抜いて使用度が高いが・これは・敬称のi様」である。

有様の意味の「様」はP雑誌九十種sで6語採集されているだけなので・報告

書の語彙表にはのっていない・このほか使用度力塙いのは「状態」と「様子」

である。「様子」は明治初期調査でも多いほうだが，郵便報知新聞の。燭に集

申している。r状態」は．学術論説関係の文献に3例あるが・郵便報知薪聞に

は1例しかない。「景況」「景状」（「形状」を含む）「ザマ」は現代語の2

報告書には，現われていない（「景況」「景状」「形状」ともに用例1語もな

く．「ザマ」は5例採集されている。）

　これらめ語を通じていえることは，明治初期にはかなり多く用いられた「景

測が，現代ではほぼ消滅し・明治初期には少なかった獣鯛力貰現代では非
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常に多く使われていることである。

　6　「上等」「申等」「下等」

　ものを上中下と三階級に区：分する揚合．今目は，「上等」「中等」ヂ下等」

とは，ほとんどいわない。　「．上等」は，はっきり区分していうよりも，一般に

優秀であること，結構な状態をさしていうのがふつうである。「中等」は，「中

等程度」「中等学校」などとはいうが，「上等」との対ではなくて「高等」と

の対になっている。「下等」ですぐ思い浮かぶのは「下等動物」ぐらいで，人

歩のことを「下等」と呼べば，非常に卑しめた意味になるので，滅多に使わな

い。明治初期調査の文献の中では．「上等」「中等」「下等」はつぎのように

拾われた。　（括弧内は語i数，レは主観法による採集）

　　上等　郵b（1）9＄a（2）郵e（i）郵。（3）読レ

　　中等　学士会（1）郵。レ　読レ

　　下等　実地演説レ　学：士会（1）郵d（1）郵。（2）

用例によって使われかたを示す。

しヒ等】　明治初期でも，

　（1）鮭ハ米屡産ヨリ上等ナレトモ只油ノ悪シキト水分ノ多キトテ十分ノ佳味ヲ失ヘリ

　（明11．9．14四型博覧会場略報）

　〔2｝戯書rサボン」ト日本ニデi譲フル薄クシテ透明ナル種類ハ格別二多カラスコレハ上

　等ノ品ニハ非サル由（明11．10．10　同上）

　（3）豪春より試ミに製したるは在来の半紙よりも丁度倍の大きさあり品も上等なるが緬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばい
　は二千枚に付三円四十銭位なれは遽々註文する者多きゆゑ（明11、6．25諸県報知）

などは，現代と岡じく一般的な優秀さを表わしているが，つぎの丁丁では，階

級的に限定された意瞭で使われている。

　（4，）我照今日寓有ノ割合ヲ以テセハ地穫十円以上ヲ納ルモノハ之ヲ上等ノ身元ナリト云

　ハザルヲ得ズ（明21．5．1　社説）

　⑤　此等生所生徒は優等第三期生一人第四期生照人第一期生上等六人あり（明11．9．7

　御巡輩翼誌）

　〈6＞又常食は蒋芋（即ち薩摩芋）にて米を食とするは極上等の者に隈る（明10．12．
　　　　　　からいも
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　82　府下雑報）

　（7＞出居に比すれば臼本の｝二ll品物は売捌け宜し然れども飽随の品物に比較しては上等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　位地に至り難く最も能く捌けるは漆器と陶器の粗品にて（IWII．7．17府下雑報　ヂ仏，
　　　　　　がた　　　　　　　　　惑ぽ　　　　　しつぎ　　とうき

　圏博覧会々場の景況」）

帥等コ　拾われた3例は，つぎのとお！である。

　ω午後一時ヨリ三時マテノ間二行フ勲！寺ワ大餐ハ多ク中等及下等ノ祉会二於テ通翔入

　ル所ナリ（学士会院雑誌）

　（2〕中等以下の祉会にては只々去年に比すれば今年痛く劣りしなどX咳くもの多し（郵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた　　　　　　　　　　　＄さや
　便報jtl噺聞　明10．12．29府下雑報）

　　　きやく　むり　　　　いんしょく　し　　　　　　ちうとういか　ふう
　（3）　客：に無理やりに飲食を強ふるのが中等以下の風で（読売新聞明　12．5．20）

（1×2）では「中等の祉会」と使われ，⑧も意味のうえから周様の用法と思える。

【下等コ　採集された5例は．つぎのとおりである。

　（1）今根撲の番附の下等に位し身体緩小虚弱なる者を晃て此男が稽古を怠らざれば大回

　の位に達す可しと云ふも（文明実地演説，福沢）

　（2）中等及下等ノ社会（「中等」のωと詞じ）

　③　該船ハ長サ三百四十六尺広四十三尺噸数四千百有余上等欝三十名下等客数千人ヲ
　　　　　　　　　　　　フけト
　載スベシ（郵便報知新聞，明11．2．5三国紀行）

　（4）海薗の二二は佳なれとも三種は下等に属す（郵便報知新聞明11。4．27諸県報知）
　　　　　ちよ）ぼう　か

　⑤　御巡幸に付供奉嘗員賄表ヰ1に中等半妊の次ぎ下士官及ひ丁等外の次ぎへ兵卒を加へ

　岡等中の騎兵下士卒遡除せらる鼠旨を夫々お達しになりしょし（郵便報知新聞　明11．＆

　。20贋下雑報）

5旧いずれも，はっきりと階級的意昧で使われている。

　7．「到劇

　「到底」ということばは，今Hは「到底できそうもない」というように，打

ち消しのことばに先行する陳述副詞と考えられ，その用法にはずれたものは，

誤用とされるだろうQしかし．明治初期の文献によると，この語の用法は必ら

ずしもそのようではない。拾われた数は15例であったが．これを，否定語に先

行したものと，そうでないものとに分けて示す。

【蕾定認こ先行した例】　（10例とも郵便報知新聞　否定語に下線を引いたQ）

　①　宏リトテ其儘取仕舞躍候テハ到底該件落着ノ場二不到二付百方説諭致来候得共（晦
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　11．1．16　司法省録築）

　〔2｝官資二競テ存立スル禦業ナルカ故二劃早寒潰レノ災難二遭ハザルヲ得ズ（明1⑪．1L

　7社説）

　㈲萢ノ政策二簗テハ各癬背馳スル者ナレハ到底其ノ全勝ヲ得ノレコト常総難ナルヘシ

　v，　（明11．　1．21　　語二丁註）

　（4）然うスン同腹i二本ノ商業ハ到底臼痴人ノ季二落ルノ時ナカラソトス（明11．8ほ0

　銑説）

　⑤　到底上等±：雨隠保守進取両ナカラ能シ難ク（明封．9．20　祉説）

　（6）到底紙幣ハ増加シテ幾癒万二至ルトモ闘ノ窮乏ハ依然タル窮乏ニシテ此が為二一厘

　一毛ノ嘗ヲ増サ・リシノ理ヲ醒覚スル1三1アル可シ（eg　11．　10．　19社説）

　（7＞土塁ヲ尽クシ物産ヲ増殖スルハ我邦ノ経済蒙力従来主張スル所ノー大要領づ一リト難

　モ到底製造ノ術進歩ヲ為シ貿易ノ道疏通シテ之力聯合ヲナスニ非サルeリノ・農業一途ノ

　興廃ヲ得ヘカラサルノ道理ヲ解セサルノ錯単二出テタルノミ（明U．5．21　　：この

　部分は覇野新聞からの引用）

　（8）剥底永続スベキ審二非ルナリ（明目．7．9　論説）

　（9）妓楼害ij烹庸・・到鷹不慧気の冠辞を蒙らさるを得す（明11。8．22諸県報知）

　⑬到底決定シ難ヰコトナレバ弥益疑団ハ小江岐ノー身二集ルコけ一リ⑲111．9．19

　府下雑報）

【習定語を伴わない例璽　（5例、t㈹以外はすべて郵便報知新聞）

　紛　齎主政府此ノ如キ薇恣ノ政ヲ施テ人民ヲ圧鋼スルハ所謂贈首ヲ愚ニスル老ニテ到底

　人民ノ精神気力ヲ嚢耗セシムルカ鹸二国家ノ精神気力亦随テ衰耗スルニ至ル　（囲体新

　論）

　（12）適意ノ在ル所ヲ尋レハ唯我レハ白色緑眼ノ人種ナリ我智識ハ東方黄色ノ人離二優iレ

　リト謂フカ如キニ過キズ到底鬼面ヲ被りテ小児ヲ恐嚇スルノ手段耳（明1L7．15社説）

　⑯　葦シ縫本ハ農業離1ニアラスシテ到底銀行麟浮ナル可キkt（明11．2．6　投講｝）

　⑯　鹿児島私学校党ノ野趣ニシテ到底濁ノ為メ妨書ヲ為スヘシト晃込ム自縛リ調志期セ

　スシテ絹会シ（IYi　11．　1．14府下雑報）

　⑯　到底本訴は区戸長の敢扱ひ不条理に出てたれば一万三千五百円を取戻す旨越にして

　高島へ黙約せし雷類を只今一見したし（明1エ．2ほ8総下雑報）

例㈲のr到底……至難ナルヘシ」のようなのは，「至難Gが否定的意志の語だ
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から，否定語に先行する例のほうへ入れたが，意味上の否定と，打ち消しの態

度とは，性質の違うものであり，読み流した際のかかり受けの感じも，他の例

とは多少違っている。例（6）の「到底」は「増サsリシ」と呼応するものとして

ここに入れたが，この解釈には疑問がある。あるいは，「依然タル窮乏ニシテ」

と呼応するのかもしれない。そうだとすれば，否定語に先行しないことになるQ

いずれにしても．呼応があいまいである。（7）も岡様で．「農業一途．興廃ヲ得

ヘカラサル」と呼応するものと解したが，明確ではない。

　⑭以下の5例が否定藷と関係がないことは，疑いの余地がない。単に「つい

に」とか「結刷とかの意味で使われている。

　8．「一般」

　次に，「一般」という語は，今Nは「特別」「特殊」などとの反対語で，無

限定に全体をさす語として使われるが，明治時代には，「区別なLJr同様」

「一様」という意味でもよく使われた。漱石の小説などにも，この意味の「一

般」はよく出て来る。われわれの調査文献からは，r一般」が全部で63例拾わ

れているが，その中に「1司様ヨの意味で使われているものが6例ある。つぎの

とおりである。　（（1）以外はいずれも郵便報知新聞）

　（1）農業上二於テ大小生殖方ノ得失ハ飽ノ職業二二テ論スルノ条理トー一nvナラサルノ事

　情アリ（弥児経済論初篇）

　（2）斬罪ノ宣告ヲ受クルニ及ソテ顔色変シテ土ノ如ク恰カモ死者トー般ナリシバ以テ其

　余腸ヲ万一二僥倖シタルヲ見ルニ足レリ（開11．9．25社説）

　（3）其ノ衆庶ヲ駕御スルニ恰カモ牧夫ノ羊血目於ルカ如ク将帥ノ万率二於ル1・　一rw一一令

　ノ下衆民ヲ左＝喬スルカ亥ロキハ（明10．12．15　投書）

　（4＞一一シテ帯刀ヲ禁セシバ葵月明治九年三月地溝罵ニシテ爾来甲冑トー般道具屋二陳

　列スル怜モ内国勧業博覧会ノ売贔二雰ル陳列品ノ君ヲナセリ（巨駆0．12．22投書）

　⑤　船賃ヲ引上ルトー般ニシテ灘底永続スベキ事二雰ルナリ（明11．7．9　論説）

　（6）上贔中に上中下を区分せしものにて言はば砦上品位の価格にして上の上中下と云ふ

　も一般なり（明11。4．1　西京薪報）

以上の例で見るように，「嗣様」の意味で使われるときは，「～と一般な舅

のように「と」を伴なうのが通例である6
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　　　　　　　　　　E．ルビ（ふりがな）の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しん
　今年度は，昨年度に続いて，ルビについての調査を行なった。たとえば「繋
るゐ　　　つぎあひ　　　しゃしんずぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなか

類」「附合」「写真好」のように音や翻を示しているもの，あるいは職舎」
あぶない　　　　　てほん

「浮雲」　「亀鑑」のように幽棲訓や宛字のよみを示すものや意味を示すものな

どを調査対象として取り上げ，ルビの働きを分析して，ルビとルビのふられた

語，および文脈との関係，あるいは，文献の質との関係，書き手や読者層の質

との関係など，種々の藤から考察を行なった。

　一：方．ルビを調査項目として取り上げた場合，ルビをふられた語のかなづか

いが見られるわけである。そして，また，漢宇の読みを確定するために添えら

　　　　　　　　　　　　　ソエ
れた送りがな（藪時は一般に副仮名）とルビとのかかわり合いの有無も見られ

るわけである。それで．この譲における調査も行なったQ

　なお，ここでは，「ふりがな」とbuビ」とを嗣義とする。「ルビ」といえ

ば活版印剃の形態を思い浮かべる。われわれの扱かったものの中には，木版文

献もあるので，それを含めれば，その両方を覆う語としては，「ふりがな」の

方がよいように愚う。しかし，ここでは，簡便に従い「ルビ」を用いることと

した。

　捻当者としては，上記の調査から．当時の人々の表記意識といったものの一

端が推灘されるのではなかろうかという期待を持ちながら，つぎのような事が

らについて調査分析を行なった。

　1．音ルビ，訓ルビ，宛宇ルビ等の各文献内の使用状況

　2；使用度数の高い語にふられたルビの傾向

　3．一部分ルビのふられた文字の傾向

　4．宛字ルビ，意味ルビの用法

　5．ルビと送りがなとの関係

　6．ルビに見られるかなづかいの誤りについて

　以上の調査は，近代語研究室において，今までに採集したカード，および集

計カードのほか，若干のカード（小幡篤次郎訳瑛疑経済論」1－3．明4刊）

を補充し．これらを用いて行なった。
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　対象とした文献は，郵便報知薪聞，読売薪聞，東京絵入薪聞，安愚楽鍋．交

易問答，英氏経済論である。

　この調査の全容は．次年度から行なう用字および漢語の調査の終了をまっ

て．報告する予定である。

　ここには．この調査の一部である，使用度数の高い語にふられたルビの傾向

について報告する。

　〔使用度数の高い語にふられたルビの傾向について〕

　使用度数の高い語のうちのいくつかのものは，調査の対象となった資料ばか

りでなく，その時代の基本的な用語として捉えられるものがあろう。また．い

つの時代の語彙調査においても．常に使用度数の高い語として捉えられるもの

があろう。そういった語はどのようなものであり，どのような書きあらわし方

をされたものであろうか。郵便報知新聞の語彙調査の結果は，明治初期の書き

ことば語彙体系をどの程度に反映させているか，まだ十分明らかにされていな

いから，使用度数の高い語を調査対象としても，これをもって他を推すわけに

はいかない。しかし，それにも拘わらず，使用度数の高い認について，あらゆ

る角度から分析を行なうことは必要であろうと思う。そのような立場からこの

調査は行なわれた。

　ところで，語を書きあらわすのには，漢字か．かな，あるいはその爾方を驚

いて表記することが普通であるが，馬蝉にルビをふるC語」の書きあらわし方

も存在する。そのルビは，明治初期においては．種々の働きがある。たとえば．

文字を読みやすくするため．意味をあらわすた：め，原語を示すため，あるいは

文脈でとくにその箇所を強調するためなどである。文献の質によっては，ルビ

側がその文の文脈である場合もある。郵便報知薪聞の文章は何人かの書き手に

よって書かれており，文体も文表記も統一されていないが（記事の性格によっ

て統一されている）ルどの性格はパラルビであって，大部分の文脈は，本文の

側にあると考えられる。

　さて，ここに使用度数100までの語を取り上げて，つぎのことを調べようと

注　1．譜き手が文章中の漢字を選んでふりがなをつけるもの。
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した0

　　1．よく使われる語を表記する漢宇に．ルビがふられたかどうか。

　2．ルビをふるとすれば，どんな漢字にふられたであろうか。

　3．1．2の調査から．書き手の読み手に対する配慮とか，表謡意識といっ

　　たものの一一端がうかがわれはしないか。

　郵便報知新聞で．とくにルビの多くふられているのは，雑報潮回（今海の社

会面に糠罪する）である。この雑報記：事の文体は軟かい文体（主として俗文体）

である。漢文書き下し文体でも．ルビのふられることはあるが，きわめて少な

い。パラルビであるために，そこに．書き手が．どんな語，ないしどんな文宇

にルビをふるかといった書き手の意識といったものが汲み取られるのではなか

ろうかと潟えられる。

　この調査では，まず，使柵度数100までの語にどのような表記がなされてい

るかを見ることにした。それで．調査は，使屠度数100までの語金包の表驚の

i爽態から始められたQ

　郵硬報知新聞で使常度数100以上の語は74ある（圏研報告！5，『明治初期新聞

．の用語』P61参照）Qその74語が．どのような語であるか，使用度数はどのぐ

らいか，どんな漢宇が用いられているか，かな書きの語はどのぐらいあるか．

ルビはどんな漢宇にどのぐらい用いられているか，ということについて，以下

の一覧蓑によって示そう。
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この表に見られる74語を1贔詞劉，恥丘甥に見るとつぎのようである。

2表

鹸
名
動

詞

綱

形容詞

使用度数100以上の語の品詞別・語種四分裾ならびにルビの優屠状況

総異語数

副　　詞滋

蟄続調
三体詞

1
5
2
4
7
5
4

3
1
　1
　
　7

　　　　　和　語総延語数
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　　　　ilg　6　2．　6　tl

　　　　15　5，　901
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　　　　　9　li28
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乞｝三　1　塩・連1を含む　　浅　　　羅・接三を念む
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　84．P．

2204

！！28

2878

2！374

2

漢語
異　　延

！2　2157

1　112
13　2269

　　ノレ
異

10　（　1）

IA－

1

8

0

3　（！）

36　（　2）

ビ

延　（漢）

17　（　1）

68

　5

22

　0

！0　（　2）

122　（　3）

　ルビの多くふられている晶詞は，異なり語数に注目すれば，動詞，名詞，副

詞の順である。動詞は「為」を除き，他の語にはすべてふられていた。延語数

に注目すれば，動調は断然多くなる。ルビの半数以上が動詞にふられている。た

だし，なぜ動需司にふられやすいかということは，今爵の調査では明らかにしな

かった。つぎに語種別にみると，漢語にふられたのは，該，地だけで，琿語数

も1語ずつできわめて少ない。結果として，和語動詞に多くふられることにな

る。では，魔球動詞のうちで，どんな語にふられていたかというと，イタル

（到e至・詣）8，ツク（就・附・着）13，　ミル（兇・観。i穰・視）11，ヨル

（拠・依・侃・寄・懸）13などである。名詞では，とくにルビの多い語はなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がい劇詞では，ツイニ（終・遂）10，連体詞では，コノ（此）4で，このほか，該

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このに集計された（文脈から読みを「ガ6」と推定した）該2（この場含「この」

は酢筒を示すと見なされる）がある。これら，ルどの多くふられている語の共

．通点は二通り以上の漢字表記を捲っていることである。しかし，それにしても

　　　　　　　　　　　　　　　　　94



延べ語数の大きさを見れば，いかに，ルビの果たす役割が微々たるものであった

かが，明らかであろう（0、6％弱）。もう少しくわしく述べると，郵便報知新聞に

見られるルビの総数は6808語であり，その数は総：延べ語i数の約7％に当たる。

　さて，今見てきた74語．延べ語数21，374語について．漢寧表記．かな表記．

ルビつき表記に分けて考察すると，つぎのようになる。

　　　　　　　漢字表記　　　　　　　かな表罰　　　　ルビつき
　　　轟　　延　　異字数　　　異　　延　　　異　　延　　異字数

　　　74　　16745　　　エ29　　　　　　32　　4631　　　　　36　　　122　　　　　49

　この表によれば．ルビつきの語は，漢宇表記の語の約0．7％に見られること

になる。それでは，ルビをふって漢宇を読ませるものと，漢字によらず．かな

で書きあらわす表記のものとでは，どのくらい語数に開きがあるだろうか。

　かなで書きあらわすということは，そのこと自体，出湯のあらわす意味を無

視することになるのだから，漢宇の読みをあらわす補助手段のかな（すなわち

ルビ）の働きとは金融働きが異なる。しかし語を書きあらわす手段としては，

　1，漢字だけで書きあらわす

　2，1に，それを読むためのルどをふる

　3．かなだけで書く

　4．漢字とかなを用いて書く（使用度数100までの語には送りがなを別にす

　　　れば，まぜ書きの語はなかった。）

　の四つが毘られるわけであるから，この要素を平面的に並べて，使用度数の

高い語の表記を見ておこうと思う。4は除外する。

　さて，かなで書きあらわした語は，異なり語数32，延べ語数4631であり，延

べ語数で見ると，漢宇表記の語に対して，約28％を占めている。このことは，

使用度数の高い語では，かな書きの語数の多いということを意味する。そのこ

とは，すでに，年報9に，使用度数10以上の語のかな書き語を一覧表にして報

告してあるので，ここには触れない。かな書きが，漢字書きより多いのは，有

　　　　　　　　　　　　　ス
リ（漢意389．かな1393）　為〈サ変〉（漢宇6，かな596）無シ（漢字129，
　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユに

．かな551）為ス（漢字125．かな185）成ル（漢字63，かな：336）故（漢字92，か

毒132）である。そのほか．漢宇書きより，かな書きが少ないにしても，書ウ
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（94）；事565時（82）物・者（426）依ル（79）由（83）などは，多いと

いうことができよう。現代では，さらに多くの語に，たとえば連体詞の，此ノ

とか其ノなどを始めとして，副詞などにかな書きの語は多かろうし，また，数

の点でも，全般的にふえているであろうことは，容易に想像される。しかし，

この中で，事や時は，かなの合宇さえ，古い時代から生じていたわけである。

このように，書き手が文章を書き記していく場合，かなで書きあらわす意識の

働く語（これは，ほとんど和語といってよかろう）の中には，しばしば用いら

れるために，あるいは，語そのものが，形式化して，そのためかなで書きあら

わすといったものもあるわけである。このような語には，書き手の方は，漢字

を書いて，それにルビまでふるような意識は，あまり働かないであろうと思わ
　　　　　　　　　　あら　　　とぎ　な　　　　　　よ　　　　よ　　　よ　　　よ　　　よ　　　おこ
れる。それであるから，非ず，際，亡しとか，拠る，回る，慧る，依る，寄る，作

すのように，むずかしい読みのものに，ふられる揚合が多いように思われる。

この場合は，ルビをつけてまでも漢宇を書き分けすることによって意昧を明確

にしょうとする意識が働いているのではなかろうかと思われる。

　ところで，先にも述べたように，郵便報知新聞のルビは，パラルビという性

格を持っているので，一面的な考え方ではあるが，読み手に対する書き手の配

慮一それは多分に恣意的ではあるけれども一がうかがいとれるのではない

か，つまり，ある語表記にはルビをふるし，あるものにはふらないといった意．

識がうかがいとれるのではないかと思うのである。それを見るためには，

　1．漢字で書きあらわす部分が，一定しているのはどんな語であり，どんな

　　語表記にルビがふられていたか

　2．漢字で書きあらわす部分が，二通り以上の表記のしかたを持っているの

　　はどんな語であり，また，どんな語表記にルビがふられていたか

ということを調査した。

　以下，！・2を具体的に示そう。

　1．
　　　　　　　　　　　　むウエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　むス
　　（エ）或（イ）ハ，今（マ），　上，大イニ，　及（ビ），凡（ソ），且（ツ），心，去ル，為．

　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　但（シ），通（リ），鼠，入，左，一（ツ），右，以テ，故ニ　　一以上和藷一
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　　　　カン
　　　　間，儀，金．午後，昨臼，十一年，人民，朔日　　　　　一以上漢語一

　　以上はルビつきがなかった。。印は．かな書きもあった語。

　　　　　　ニヌ　　　＊o　　　　o　　＊　　　＊e　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊o　＊o　　（2｝豪ダ．事，〕更二，為（メ），旨♪故．由　　　　　 一以上和語一
　　　ニ　こ　　　
　　　　該，地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一以上漢語一

　　以上はルビつきもあった語。なお，該は，先にも記したように，よみを示しているも

　　のではない。＊印はルビつき，。印はかな書きを含む語である。（）内は送りがな

　　のある場合を示した。

　2．

　　（1）薦・云（ク），　　多。衆・競（シ）．　　蒲・然（シテ），　　刷・即。乃（チ）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホカ　　　他・佗，　　岡・全，　　並・井，　　外。他，　　我・ll｝（ガ）

　　以上はルビつきがなかった。
　　　o　　＊　　　　　　　　　　　o　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　o＊　　＊　　　　　　　＊
　　（2）有・非・在（リ），　云・言・謂・日・識（ウ），　釜・到・猿・抵・詣（ル），

　　　＊　　　　　　　　　o　　　　＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　得・獲，　　内・　中・裡，　　思・惟・想・顧・憶・念（ウ），　　及・適（ブ）
　　　o＊　　　　　　　　　　o　　＊　　　　　＊　　　　　　　　o　　＊　　　　　　　　　　　　　　◎＊
　　　聞・聴（ク），　此・是・之・該（ノ），　之・暴・此（レ）名詞，　是，

　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　o＊　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊
　　　此・之・維（レ）副詞，　然・否（リ），　知・識（ル）ジ　既・磁・業己，
　　　e＊　　　　　　　　　宰　　＊　　　　　　　　　　＊　　＊　　　　　　　　o　　＊　　＊　　＊
　　　其・夫・豚，　唯・只・惟・蕾，　　遂・終・寛（二），付・附・就・着（ク），

　　　　　　　＊　　　　　o　＊とこ　　　o＊　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　Q＊　　　　o＊
　　　。勝・秋・際，　所・処，　無・亡・莫・勿・微（シ），　猶・弥富・
　　　　＊　　　　。＊　　　　　　。　　　　　　　。　＊　　　＊
　　　成・作（ス），　成・為（ル），　又・亦（接），　亦・又・復・再（タ）・麻太（副），

　　　o＊　＊　　＊　　　　　　　　　　　o＊　　＊　　　　o＊　　　　＊　　　　　＊　　＊　　＊
　　　見・観・視・藩（ル），　岩・物，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依・由・拠・因・寄・愚・｛乃（ル）

　以上，29語には，ルビつきの語が含まれている。＊印はルビつき，。印はかな書きを含

　む語である。

　ところでこのように分析して調査したものの，ルビがどのような語にふられ

やすいかといった傾向は，見られなかった。さきにも述べたように，郵便報知

新聞は，大ざっぱに言って，漢文書き下し体と俗文体とがあり，俗文体にルビ

が多くふられている。それであるから，俗文体の語のどのような文字にふられ

やすいかということは，さらに分析しなければ分からない。文字の難易だけに

かかわることでなく，強調といった働きも考えられる。ある種の語には集中的

にルビがふられるといったこともあるかも知れない。しかし，上記の1に見ら

れる文字および2の（1）の表記数の多い文宇（表1参照）は，読み手が漢字だけ
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で読むことができるというように，書き手の側で考えた文字ではなかろうかと

考える。2の②には，かなりむずかしい漢宇が見られ．それにはルビが硬い文

体（ルビが少ない）に用いられたものが多いであろうと推測される。

　　　　　　　　　　　　　いた
　なお，「赤坂喰違より皇居に詣られんと紀尾井町へ差掛られたるに～11．5．17

雑報」のように，とくに文宇を選んでルビをつけたことがはっきりする揚合と
　　こ　　どうり　　ききわ　たま　　　こと　　わ　　　　をとこ　みけん

「此の道理を聞訳け玉へと事を分けての男が異見～11．7．12雑報」のように総

ルビ的なものとでは，かなり条件が違ってこよう。

　しかし先にも述べたように，使用度数の高い語にふられるルビはきあめて少

ない。それは，使周度数の高い語に用いられる文字は．しばしば用いられる文

字が大多数を占めるから，それを読ませる為の補助手段としてルビを用いよう

という意識はあまり働かないだろうし，一方．使爾度i数の高い語は，かな書き

されるものがあって，そういった語には，ルビの必要性は，さらに少ないとい

うことになるのであろう。　　　　　　　　　　　　　　　（林四，進藤）
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『色葉字類抄』の用語索引の作成

　昨年度に完成した規語の五十音順索引を補なうものとして，本年度は．いわ

ゆる「逆引き」の索引を作った。

　揺語を語末から五十音順に排列しなおしたものである。

　たとえば，つぎのように排列されることになる。

ク　　サ（種）

ク　　サ（草　）

ヤイクサ（女）

ツキクサ（鴨頭：草）

クサクサ（種　種）

カノニケクサ（入舞）

ミナシ灘クサ（紫　蓼）

エヌコクサ　（狗尾草）

チ　ク　サ　（チ種）

タチマチクサ（牛　編）

　すなわち，2つ以上の部分ででき上っている語の，後の部分を検索すること

ができるわけであるQしかし．これも，2つの部分に分けることができる語だ’

けについて言えることであって，3つ以上のものの中の部分の検索の為には．

もう一つ窺の作業が必要である。前記の例について雷えば，〈草〉〈種〉が最

後の部分になっている語は晃事に並んでいる，しかし，中の部分になっている・

〈ナシ〉〈コ〉などは．この俳列とは無関係である。まして．多く使われてい

るであろうと思われる．　〈ツ〉　〈ト〉　〈二〉　〈ノ〉　〈ヲ〉などには，まったく．

無力である。

　さて，その申問の部分として抜き趨すとしても，一体どの程度までを考えた．

らよいかという問題にぶつかる。一一般に辞書の見出しとして採られているもの

については当然である。ところが，逆引きの為の第一次作業では，辞書の見嵐

しとして登録はされていないが，やはり何かの意味を持つと考えられる。たと

えば，〈ヤカ〉（ハレ’ヤカ）とか，〈ク〉（ソヨク・イハク）なども．たくま

ずして群列されている。だから，体裁の上からもこの類については，抜き覚す

ようにした。

　さらに，漢語については，これもまた，

　　採揮　採擢　弊宅　夢澤　下宅　囑託　支度　請宅　洗濯　遷論　撰揮
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のように排列されている。こうなると．やはり，漢語の造語要素としての働き

にも野守する必要があると考えたくなる。しかし，これはいわば漢字の音引き

索引を作るというような結果になる。用字索引については，まだその仕事に敢

りかかっていないが，当然作らなければなるまい。しかし．その為には，どう

しても新しい索引法の醐発をしなくては．あの複雑な運筆のあとを整理できそ

うにもない。今後に残された大きな課題である。

古辞書の複製
本年度，写真によって複製した資料は，つぎの3本である。

2，三脚類字集　天理図書館蔵

　先年『国語・国文di別刊として刊行された，伴信友筆写本の底本（或入本）

　である。　「高山寺j　r賓玲：文瞳1」の蔵書拝Pがある。

　零本ではあるが，完本である為に多く利用されている観智院本と姥べて．

　仮名遣，仮名字体・声点などでの資料価値：は高いQ

2．明応本節儒集　国立国会図書館蔵（亀國文魔）

　「明応五年五月三印の識語があることから，この名がある。，いわゆる伊

　i証本である。

　古本飾終講の中では，年代のはっきりしているものとしては古い。しかも

　静勢本であること，さらに，伊勢本としては珍しく完本であることに資料

　としての価値を認めたいQ

3．雑宇類書　国立国会図書館蔵（1鐸上野図書館）

　籍書きは上記の書名ではあるが，内容から見て，節用集の一本である。成

　立は，本文・付録の記事を勘案して，明応3年と考えてよいであろう。

　漢音は朱書し，熟語についてはそのよみは右に，その単字のよみを左に．

　かならずといってよいほど付けてある。まことによく整理され，誤写と思

　われるものも少ない。その上，語の数も抜群に多い。節用集原本の成立や

性格を考える為のすぐれた資料というべきであろう。　　（山田・広浜）
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類義語の調査研究

A．研究の目的・経過

　第一資料研究室は前年度に引き続き類義語の調査研究を行なっている。本年

度は最終年度として調査結果のまとめとその記述にあてた。この研究は，国語

には類義語がなぜたくさんあるか．それが必要とされる理由は何か，を考え，

もし，将来国語の語彙をより能率的にするために，ある程度の整理を加える必

要があるとしたならば，その可能性は類義語に関してはどういう条件の揚合に

考えられるかを考察するものである。

　われわれは類義語を主として意味と語感の両面から観察した。

　意味に関しては．次のような点を主眼として調査した。

　（1）一一つのセットの類義語において，その意味がどういう面で，どのように違

　っているかという点をアンケート調査によってしらべた。これは類義語の意

　．味の異嗣については必ずしも社会一般の意識が安定していない場合が多いの

　ではないかと考えたからである。そこで，まず，いくつかのセットの類義語に

　ついて，両者のどういう面が違い，どういう爾が詞じだと思うかをたずねた。

　　以上は意昧の違いに関する意識調査である。

　〈2）この意識調査の結果に基づいて．アンケ～トの回答者が意味の違いがあ

　ると認めたところが，はたして，多数の人々も岡様にその違いを認めるところ

　であるかどうかをテストによって調べたQこれは．類義語の使い分けの実態

　調査である。ことに．同音類義語の使い分けについてはあいまいなものがあ

　り，今日，社会的にも，表現・理解上の困難な点として問題にされているの

　で．この種の調査にかなgtの比重をかけた。

　語感とは．語の意味の申核をなす知的な側面に対し，語の意味の情意的側面

をさすものと考えたが，特にある程度社会的な通念として一定の情意性が認め

られるものに限定した。したがって調査は，そのような語感につき，つぎの諸

点から調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　　lel



　（1）あるセットの類義語にどういう語感的な差異が認められるか

　②　あるセットの類義語のどちらを好み，使用する際にはどちらを選ぶか

　⑧　使用者がなぜ一方の語を選択したか

　さらに，語感の違いヵミ年齢・教養等によってどのような違いを見せるかを追

求し．類義語の一つの側薦の解明につとめた。

　また．近年，外来語が歓迎され，それが在来の語と類義語をなすものが多い。

国語の能率化という点からも問題視されつつあるところであるが，このような

事態がなぜ起こるか，外来語がなぜはいりやすいか等についても追求してみた。

　さらに語彙整理の一つの方法として，現在「言いかえ」が行なわれているが，

それが類義語と関連をもつ薦を事例的に収集して．考察し．問題点の発見につ

とめた。

　以上がわれわれの行なった調査である。この調査にともなって高校生・大学

生・老入ホーム入寮者・コピ～ライター講習会の受講者等にいくつかの小規模

のテストを繰り返し実施した（昭和37年度年報86～87ページ参照）。

　本年度は，以上の調査結果を整理し記述したのであるが．詳細は近く「類義

語の研究」（仮称）として報告する予定であるから，これに譲ることにする。

B．　担　　i当 者

　この調査は松尾拾・西尾寅弥・閏中章夫が担当し．研究補助員露峰裕子・河

東はるみがその作業を助けた。　　　　　　　　　　　　　　　（松尾）
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現代語における漢字ならびに

　用字法に関する調査研究

A。　研究の踊勺と経過

　第三資料研究室は，国語の文宇表記に関する諸問題を研究調査することを属

的としている○

　昭和37年度は，書きことば研究室で行なったr現代雑誌の用語・用宇の概観

調査」で得られた資料に基づいて調査を進め．その報告書として．国研報告22

『現代雑誌九十種の用語用字』（第二分冊　漢字表）を刊行した。引き続き，そ

の結果に墓ついて，漢字の音訓使粥の実態ならびに表記のゆれに関する分析を

進める予定であったが，38年度は．室員の斎賀・松本の両名が別掲の「国民各

屡の欝語生活の実態調査（B）」　（一→！44ページ）に委員として参加し．時問の

大半をその仕事に費やしたため，多くはできなかった。

　　　　　　　　　　　B。　研究担当者

　担当者は．

　　斎賀秀夫　　松本　昭

の両名であジ，研究補助員宇野瑠美子が作業に従事した。

　　　　　　　　　　　C．作業の概要：

　1・．漢掌の音読に関する分析

　現代雑誌九十種の漢字調査の標本には，当用漢字1850字のうち1835字が現わ

れた。また，嶺用漢宇補正案で薪たに加えられる候補になった漢字28宇および

同案で「燈」の字体改正として添されたr灯」の宇は，いずれもこの標本に現

われてV・る○そこで．この1835字に29掌を加えた合計1864字の一一・fr・の音訓につ

いて．それが当用漢宇音訓表および当用漢宇補正案に示された音訓の範囲内に

あるかどうかを調査した。その結果のうち，標本にあまり環われなかった表内
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音訓の例．および標本に多く現われた表外音訓の例については，前年度の年報

14に報告した。その後、上記の1864字全体につV・ての音訓使用状況の集欝結果

がまとまったので，以下に報告する。

　　　以下の表で示した見出しは．それぞれ次のような事柄を表わす。

　　　　表内音訓……当用漢字音訓表に掲げられた音訓，：および一翼で許容さ

　　　　　　　　れる範囲の音訓。

　　　　表外音訓……当用漢字音訓表では認められない音訓。

　　　　表外（並）……漢字一宇ごとに与えられた．普通の音訓。

　　　　表外（特）……「躍舎（いなか）」　「百合（ゆり）jなどのように，漢

　　　　　　　　字二六三字の結合に与えられた，特殊のまたは臨時のよみ方。

　　　　旧地外……人名・地名以外に使われた漢字の音訓。

　　　　入地……入名または地名に使われた漢宇の音訓。

第1表下調の延べ使用度数

i総延べ

i使用
表　内　音　割

当駕漢宇

　｛83淳

補正漢字

　2瞠

度数猿O編画地計

瀦膿糊瀦
　796

（IC・3．0＞

　587　152’1　739
（73．7）　（lq．1）1　（92．8）

表 外 音 訓

表外　（董）

人二人地下

6e52　36361　9688
（2．3）　a．4）1　（3．6）

（ぷ（、lli（、認

表　外　　（特）

　　ミ　　　　　ミ
人ナ醗レ・鱗計

294tl　4531　339？

（1．1）　〈g．2）　（1．3）

　4　　一　4
（e．s）　一　〈o．s）

表外

i計

13985

（4．9）

7
）
5
2

　
7

　
（

第2表音盤の異なり使用度数

l

i総異なり
1

使用度数

表　内　音　口

癖剣難
当用言三き芝字　　　　　　 5184

　1835字　　　　　（100・0）

　　　　　）tca3298　le411　4339 （331S）

（64．0）

補jTi（10ぷ 迎酒翻

表　　観 音　　Sili

馨…　タト　（並）

奔地レ圃　計

954　4291　13S3 ）
）

G
ノ
（
冒
／

8
　●2
尋

！
　
2

（
（

12　71　i9　（17）

一　一’@一　（30：4）

蓑　外（特）

姻焼計
48？　l13　5Gg　（5？7）

一　一　一　（11．1）

2一　1　（　2）
一　一　一　　（3，の

（注）tc一　ffBのついた（）内の数字は，

　　音訓を除いたもの。

「入地外」と「人地」との聞でダブっている
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　第！表の上欄を見ればわかるように，標本に現われた当用漢字1835宇の音訓

使用状況は．金体の約95パーセントまでが，当用漢字音謂表の範囲でまかなわ

れている。音訓表で認められない音調は，全体の約5パーセントであるが，そ

の約三分の一は，入名・地名に使われたものである。なお，ここに細かくは示1

さなV・が，この1835字を使用度数の順位に従って配列し，それを随所に区切っ

て一群とL．各群に含まれる漢宇の音訓の使用状況を比較すると．使粥度数の

多い漢字の群ほど，使用：金音訓に対する表内音訓の比率が高いという結果が出

ている。（使用度数順に並べた最初の200字の揚合，使用全音訓に対する表内

音訓の箆率は約97パーセン｝・，最後の200字の場舎は，約8’7パーセント。）

　第2表は，標本に現われた音訓の異なり使用度数について調べたものである。

当用漢字音訓表に掲げられた音訓は．全部で3エ22（音2006，訓1116）種類であ

るが．このほかに許容される音訓がかなりあるため．標本では．当用漢掌1835

宇に限っても，3318という種類が現われたわけである。

2．表記のゆれについての分析

　38年度は，標本に現われた語のうち，送りがなのっけ方がゆれている語，お

よびゆれる可能姓のある語をすべてカード化し．内閣皆示の「送りがなのっけ

方」の通副番号に合わせてそれを分類L．「送！がな～覧表」を作成した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斎賀〉
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国民各層の言語生活の実態調査　（A＞

　国憲各磨の言語生活の実態調査は，昭勲37年度にはじまり，長岡市を中心と

する言語調査と，ことばに関する大学生の意見調査とのふたつを実施した。

このうち，ことばに関する大学生の意見調査については．咋報1幽にその成

果を報告したが長岡市を中心とする露語調査については，その実施概要を報告

しただけであった。また．長岡市を中心とする書語調査の中心的部分について

は，さらに継続して補充調査をしたいものが残っていた。

　今年度の国民各層の書語生活の実態調査としては，長点市とはちがった土地

で，長岡市では行わなかった方面を主として硯究調査することになったので，

その調査（松江市における書語調査）を，「国民各層の言語調査（B）」と呼び

長岡市における書語調査の継続・補充の調査を．「国民各屡の書語調査（A）」

と呼ぶことにした。

A．　長岡市を中心とする署語調査の結果報告

1．　資　　料

　長岡市を中心とする書語調査について，昭和38年10月2H．畏岡市厚生会館

で研究報告会を磨いた。以下に掲げるのは，その時に資料として作成したもの

である。

1．1昭和37宰度国難各層の言語生噛の実態調査のあらまし（永野）

○濤　　的

　いろいろの年齢層・職業層・学歴贋および男女を含む国民一般が，環常どのような言

　語生渚を営んでいるか．ことばや文字に対してどのような問題を持ち，どのような意識

　を持っているか．それはどうしてか，の突態を明らかにする。

○計　　画

　A．特定地点の調査……長屋調査
　
｛

　B．大学生の調査
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o組　　織

　　この調査は，鱒立西語研究所全体の仕慈1として委貴会組織で進められたものであるが

　第2班究部雷門効果研究窒が韓事研究竈として，企爾の中心となり，主たる事務処理に

　あたった。

　　調査が書きことばの醐を主とする建て憐から．関係の各都門から委員が出た。委員は

　次の遜りである。

委団長

副委員長

委　　員

補助員

岩淵悦太郎

輿水　実

永野　賢，高橋太郎，渡辺友左（以上，朝≧事研究室員）

林　　大，則田　巌，松羅　拾，見坊豪紀，柴田　武，：芦沢　節，齋賀

秀央，繊牛清二郎（会謙）

宮地叢保干，菅原茂子，根本今朝男，用又瑠璃子

　なお，画鍍調査には，調査員として，次の8名も参加した。

　　飯豊毅一一，林　四郎，水谷静夫，西尾寅弥，南不二男，松本　昭，石綿緻燈，青沢典男

　また．生徒調査には．村籍昭三・吉沢典男が出張した。

○樹認における調査事項

　Cl）各個人の読み書き猛活の実態と，ことばや文字についての意識

　（2〕図三門策。濁語開題への関心・態度・知識●意見

　（3〕目語政策の普及の経銘。条件

　儀）誉語環境の地域的二三

○地点の選定

　　調べやすさ　　被調査考の層　　郷市の性格　　経済圏　　雷語的背景　　文化度

○実施要領

田　弼蟄調査

　　　①餐個人の講み書き生活の実態．

　　　②国藷團字への関心・態度・意見および知識や清報を得る経路

　　　　③各欄人の言語感覚　方雷・類義語・外来語など

　　　（a）韮礎抽出調査……住属調査票から，15才～69才の市災2012人を選んで質間紙を

　　　　　　　　　　　　届け，1663ノ＼圓収（9月13爾～19日）

　　（b）面接調査……基礎調査票に基づき，男女・年齢・学歴によって310人を選び，

　　　　　　　　　　11人の所員によって，酒接（10月25環～30日）
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三戸薪調査

　　④餐個人の漢字・かなづかい・送りがなの使用の実態

　　②自分の習った禰字法と，子どもの習っている用宇法とのちがいについての問

　　　　題意識とその処理のしかた

　　。長羅市立千手小学校，節締並芝中学校．新潟大学長岡分校付刷・・中学校のP

　　TAの母親243名について調査（10月23揖～30諏）

團高祖員調査

　　①漢字使用の実態

　　②　類義語についての理解度・語感・使いわけ

　　。津上製作所および．北越製紙工場198名について調査（10月31ξい11月1H）・

圏生徒調査

　　①　教育漢字。当用漢字・表外漢字の読み書き

　○語調甕者：生年・年齢・国語政策施行購学三面照一一一eq表

調査牙り年齢濃
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親
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査

　
査
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1

1

2
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嶺　　調年

生
鑑
昭22
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齢
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3
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国語政策との関係
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3 4

4
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G
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1

大8
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1

闘42

朔41
1

明26

4
り
0
3
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り
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6

当用漢字
現代かなつ
かい鰯定時
　（21年）

時
前
　
齢

開
学

時
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学
当
小

時
生
生

　
中
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当
旧
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35

`
騒

巽
1
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り
4

4
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555
`
7
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字
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時
）

膜
様
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馬
月
　
　
　
2

当
字
調
（
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学齢前
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小学生

当　　時

新中生

日　　三

新高生

（注：「現在年齢」とは昭38年10月における年齢）
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O被　調　査　者

①基礎調査；学歴・年令・性罰集計
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　　②漢字習得の地域的要因・経路・方法

　　。長岡市立東ゆ学校．回暦大学長岡分校付属中学校，県立長岡高校，問第二二高校．

　　　同工業高校の各2年生，計370名について調査（11月19R～221三｛）

綱　言語環境の調査

　　①街頭における文字の観察（10E1日～2日）

　　②市民の消費する筆記耀具（10月3ili）

　　③　家庭に，はいる文字の記録（10月23日～29田）

　　④長澗市の交通。通儒：量・読み書き関連塵業などの資料収集（12月4日～句三i）
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（顯震地区）
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　　　　　年：齢・学歴別集計

　倉　　計

④（長岡）会社員調査：
　　　　　卑齢。学歴別集計

聡ぐ贋・…21・｝熟計
i2・（昭エ籏）l　　　　　　isl　3g1

2・（昭3芙・）1

3・（大7～　明虞◎）i

　　　　　　9LAimh，s

35い・2■6i・い54
fi1　1－riluniumlgLnvm’eLMit

不型・i・・1・1・
計．i　54巨6・126L2い・3

計321歴

14
「
頂
、
…

掌
＼
＼
金年

112　　1
5

22

`
昭（L

男1・（昭14　　－4）152・い139

i・・（隙8）　　　　　　Sitllrm2：，il　wwil’1

剥彊35）い凱■　
　　　計　65L鰍．鰍＿蟄

53

c
5
6

⑤（東京）母親調査：卑齢。
　　学歴劉集計

1

2女

21歴嘘
＼年

6381一丁補・σ玄
計

1で囎召4）i

・・（骸8）｝

3i　i21　el　is

3

S・ith！，Lwwl．i2，

1rm41nvww6’i・一

護＿＿
ユ＿鑑＿」」勲

51／”rm61unwwwwoluz一一im6

11　36

45

5 471　iil　63

i略翻il・1
｝計　1　7「醗

，i　1

3
1

9

1

一
2

＼
亀
唱

ノ
ま

9
e

填

，
4

・1231些9
冨『’含・［・5・

・・巨・7ii

22［1．Ma61／．21Ll／ww’g－g

38i・・図56
計 721　g61　3el　igs

111



⑥（東京）会謎員調査：年齢・学歴瀦集計
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1．2　ことばの変容とその過程（高橋）

　　一一長圏調査における，いくつかの問題点一一

1．長岡におけるクワ→カの移行過程について

　　（！｝問題点　国語調査委貴会の方言調査（音韻調査報倍需一一明治38年3月）以来．

　　　現姦に至るまで，しばしば報魯されているように．新潟県一帯に，「クワ」と「ab　」

　　　の区別が存在する。しかし，最近の若い人たちの間では，この区殉があまり行なわ

　　　れていないようであるので，その状況を調べた。　（問題提起は柴細武所員）

　　C2）調査方法　面接調査の質素項緕に次のような陶を入れた。

A　（火事の絵を見せて）これは，何の絵ですかe

B　ヂ火事ゴにふりがなをつけるとしたら，「かじ」と「くわじゴ

　　と．どちらが正しいと思いますか。

C　　（厚生会館の写莫を菟せて）これは何という建物ですか。
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（3）結果の概要

　　　A　F火事の絵ゴ （数字は％）
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。年齢の低い人ほどヂカ」の音が多い。特に3G才前後に断層が見られる。

Q　「火事」よりも「会館」のほうが移行がはげしし・。

・一ﾊに，男子は女子より移行がややはげしい。
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。34才以上のものについては，学歴が高い縁ど移行がはげしい。

B　「火蜘」のふりがな（Aで「クワジ」と容えた人のみ）
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・年齢が高いものほど「くわじ」とふるものが多い。

。15オ～22オまで1こはrくわじ」とふるものがいなかった。

。全体として34才”一43まで「くわじ」とふるものがふえる。
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　　（4）考　　察

　　　。置目におけるクワの音は，カの音に移行しつつある。

　　　。「火事」と「厚生会館ゴの間には移行の程度に違いがみられる。一般に語による

　　　　異なりがあると考えられる。

　　　。クワ財力の移行は戦後に育ったものにおいて特にいちじるしい。

　　　。学歴の高いものほど移行がはげしい。

　　　。発音の移行については，23～28才と29～33才の聞に断層が冤られi，ふりがなのつ

　　　けかたでは29～33才（呼1卒まで1こ新かなづかいにふれたもの）と34～43才の聞に

　’　　断贋が発られるので．新かなづかいの影響が考えられる’e

　　　。しかし戦後のいちじるしい移行現象は，「漸かなつかい」のような学校教育の影

　　　響のみによるものか，それとも東京一長岡間の社会的鍾離の短縮がある程度の

　　　要因になっているのかは，簡単に結論を一二｛すことができない。

　　　。栖糞地区の男子のはげしい移行復向については・本年10，贋にさらに調査を行なうひ

2．中学・高校生の長岡関係文字の禦得過程

　　　　一一学校外における言語習得過程の地域的氷詰一一

　（1）聰題点　擁壽学生や高孝転生が，繍語の学習以外に文字（漢宇）を習得する勝合，文

　　三鼎得の要幽として，地域社会での文字環境がどの程度影響するかを見る。（研究

　　担当は照語教育研：究室）

　c2）調査法　轟翔漢字表外の文字（茨外等：）を含めた漢字の書き取り．表外浜や，音

　　訓を認められていない文宇を中心とした漢宇（難しillU）の読み，学習外の漢字（語）の

　　習得要隣の反省をペーパーテスト形式で♪中学・高校生にそ了なった。

　⑧　調査結果

　　　　A新潟県地名表外字の霞き取り

江
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羅、瑚
京
校
策
1

長興
3校

一
校
甚下ノ
■
⊥

頃形

1校

柏彦

　　i
岡糊
1 t

画引

籍綺｝彦 ｛（栃栃）両

弥 （翻心

（栃）臨
示弩弓
》

藍
μ、
ぞ

3
y

募
ρ、
ン
し

f
　
i
　
I
　
…
　
…

翻
雛
鷹）

岡崎1強堅

　　　
隔心1
粕　　1 彦

（栃） 栃 1潟平

潟i
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｝棚v！

s・。長しS関係表外字の欝き取りは，長照がよい。

。　「潟」については問題がある。
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B　新潟県以外地名表外字の書き取り

i10嘱・IN・・％E’“・・影i～・・％i～・・％｝～40％に・・％1～・・％1一．・0％1～0％／備考
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（栃）　槍

槍
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奈良

鎌倉

槍が岳

（栃木）

Q掌によって異なるカ㍉Aのような差は認められない。

　　　C　長月；関係当用漢字の轟き〕駁り

降殿厚俵観
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長
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中

学
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互尊文

庫

穀物

。中学校においては「穀」を除いて，長岡の方がよいe

。高校において，r穀」「俵」は，東京のできがわるい。

　　　D　一般当用漢宇の書き回り

1顕～・・％i～70影1～6G髪i～・虹・卿多｝～・・∠・⑪％｝～O％瞬

中羅陣映 康 録　　封
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高耀礁映
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京
校
東
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健厳封
　　　　康
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啓 勤

。中学校においては，長岡の方が多少よいが，Cのような違いはみとめられない。

・高校i・こおいては，由形が多少よいが，畏岡・東京は，ほぼ嗣じぐらいである。

E　長岡関係衰外字の読み
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。中学では，醸造関係および「雁」「悠」において四周がよい。

o高校では，「雁」　「悠」において長岡がよい。

　　　F　一般表外字の読み

ート 属…灘…頁戻
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Q高校生は，表字外が相当読める。

。Eのような地域差は認められない。
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G　何からおぼえたか（金体の人数に対する％）
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悠
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長岡・劇20い8目・i・｝・｝・i・i。L2m，ii

棘・校1・・1・7・｝・2｝・｝・i・i・・陣i・i
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3｝・1　・16
5’”1i一

校山形・校｛4sl・4i・・1・…　｝・1・i・…・i…Gl　41i

。ヂ締」「悠ゴについては，中高に共通な長岡の特徴が箆られる。

（4）考　　察

　（i）総体的に地域の文字環境・文字刺戟は，ゆ学生には覆立っているが．高校生

　　　には目：立たない。

　（ii）一般的な読書・知識・教養などから得られる文字は，，中学生でも，地域環

　　　境の特殊挫が灘立たない。

　（lii）高校生でも，一翼度が低く．特殊な文：字では，やはり地域性が認められる。

　（iv）一般的な地域環境とともに，めいめいの興味・関心，生活上の親近性などが

　　　習得要因として強く．とくに男女差なども，その一一つの境われである。

　（v）表外字の読みが，相当高㌔・のに比べると，書くほうは低い。また正確に書く

　　　ということについて，罎佐地の新潟県のヂ潟」の字など．正しい字形という観

　　　点からは高校生でもあまり書けていない。

　（vi）教育丁寧（かき）・当用1萸字（よみかき）でも，使用度が低く親近性の少な

　　　　　　　　　　　　　　　　118



い文字には，地域の影響をうけているものがある。

一一ﾈ上（i）～（vi）は．国語教育研究釜プリント「文字習得要因調養」　（38．3

　　．18）　より尊糞写一一一

3．「新潟ゴの「潟」の字の書き方

　　　一一通燭字体とその習得過程に関して一一

　Cl）演題点　前節でのべた表外字の書き取りにおいて，「潟」の字の正容が意外に少

　　ないので．これの誤答の分析を行ない，あわせて，基礎調査の住所に書かれた成人

　　の「潟」の書き方を分析した。　（分析は国議教育研究室）

　（2）層甥に冤た「潟」の宇の書きかたの大体

　　　　　　　　　　　　　注｛謙鷲1織欄」として撫
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上×下Gの例 漁　灘　潟鴻　潟潟　蕩

　　　　　　　　　119



　　上○下Xの例　濃湯壷
　　上×下×の例　湯　蕩　湯蕩　傷　編　濾　掲　漏　渇　1薯

学校生徒について

　　。中学・轟校生ともに正しく書ける率は低い。

　　。東京の生徒は，中・高生ともに，長筒および山形より低い。無答やr形」の字も緕

　　　立つ。

　　O長岡の場合F，高校生は中学生よりも正しく書く率が高い。

　　。「上○下×」と「上×下x」の闘に線をひくと，長岡の優位が露立つ。

成人について

　　。成人の正しく書ける率1＃　，高校生・中学生よりも低い。

　　。成人の中の各・摺の間では，低年層（未成年を奮む），および大学・高専卒の正しく

　　　書ける率が高い。しかしこれも高校生より低い。

　　。r上×下Ojと「上○下X」の間に線をひくと，大多数が線の左にくる。これは学

　　　校生徒と異なる点である。（注：成人の無答は，調査票の住所欄に「長圏市」から

　　　書き始めたものであり，堅き取り検査で書けなかった学校生徒とは質約に異なる）

　　。「潟」と「薄」が多いのが．成入の特徴である。

　　｛3）考　　察

　　　　。学校生徒が「潟」の字を正しく書けない理由としては．次の二つが考えられる。

　。褒虚字であるから，学校で書ぎ方を習わない。｛
　。ふつう「長職市」で通用するので，「新潟県」という語をあまり書かない。

。しかし，常に見る文字であるので．大体の形はとれる。そのことが，上にのべ

　た東京の生徒との違いとなって現れている。

。成長の場含．「潟」が少なかった理由としては，次の二つが考えられる。

　。書き取りテストという場齎でなく，日常の書く生活の中で書かれたので，略

　　体を嗣いだのであり．もし，これが書き取り検査ならば「潟ゴがもっとふえ

　　たのではないかQ

　。当用漢字制定後．当用漢字については，新字体が正体であるので，類推によ

　　り，略体である「潟」「薄」を正体のように用いるのではないか。

。最年少戒人を除けば，さして年令差がないのは，以前からr潟jr薄」が通粥

　休として流布していたのかもしれない。これはさらに調査する二とが可能であ

　る。

。学校生徒と成人との違いは，通用字体の買得過程を示すものである可能性が強

　く，今後の研究を要する。

4．読み書き生活とことばの変容

　（1）　問題と方浬ミ

　　一般市民として新聞・雑誌などを読んだり，手紙をやりとりしたり，職業として文

　　字にふれたりすることが，文字つかいとどのように関係しているかを見るために，

　　面接調査，基礎調査，環境調査（林大・齋賀秀夫所員握当）から，必要な事頂をぬ
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　き出してしらべてみた。

（2）読み書き二二の状渉己（注：合計100％にならないのは，不明のものがあるから）

　　　A　ふだん新聞を読むか
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。BはAより低いが，それでもかなり談んでいる。

。Bは高年令・贋が高く，最低年令暦は，　ABともに低い。

　　C　何分ぐらい読んだか（Bで読んだ入のみ）
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。男子については，手紙のやりとりは年齢が高くなる緑どふえる。

。女予については，年齢によって．それほど変らない。

。低い年齢層では：女川ま男子よりも手紙のやりとりがはげしく，高い年齢摺ではその

　逆である。

・学歴が高いほど手紙のやりとりが多い。この鱗簡は男子において特にいちじるしい。

。20代までの年齢厨では，男子の方が多く手紙を鳩し，女子の方が多く手紙を受ける

　という傾肉が，わずかながらみられる。
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1病身調査と基礎調査との関係
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N年齢・性別・学歴と新字体点
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0　年齢・性胴・学歴と新かな点
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。漸字体点・新かな点とも年齢が低いところで高いe

。漸宇黒点は29～69才は大ぎな動きがない。

。全体としては，蕨字体点は15～22才と23～28才の闘に，薪かな点は23～28才と29～

　33才の問に断厨がみられる。

。この断履は，学歴が高いほど，年齢の高いところへうつっている。

（4）考　　察

　　。新鋼体・新かなづかいは，かなり一般に使われている。

　　・新字体・新かなづかいは，一般に，年齢の低い層ほど多く使われている。

　　。新字体・新かなづかいは，一般に応手の高い磨ほど多く使われている。

　　。新字体・新かなづかいは，週干獄や雑誌を多く読む層ほど多く使われている。

　　。瓢字体や新かなづかいの使われ方は，職業によってある程度の異なりがある。

　　Q新字体は，士人的な手紙を全然串さなかったり，またよく出したりする人より

　　　も，月に1～5通程度出す人のほうに多く使われている。このことは注Rすべき

　　審実である。

　　・婦人にあっては，一定の年齢以上では，年齢の高い人のほうがむしろ多く新字

　　体を使う傾向がある。このことは母親調査との闘連で解釈がなりたつ。
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1．3　国語政策の影響と普及の経路（永野）

2．目的と対象

①ねらい……当用漢字・現代かなつかい（関連して勃しい送りがな）カミ，個々人の読

　　み書き生活に．Tどんな影響を，どの程度に与えたか，また，どんな人に，どんな条件

　で作殺したか．を調べる。

⑨課　　題

　CD　｝璽1語敷策について．どれくらいの知識・関心をもっているか。

　（2）畷語政策について，どんな意見をもっているか。

　（3）園語政策の方1観こどれくらい岡調しているか。

　（4）普及の経路・原因・条件はどうか。

⑨　国語政策の翻漏

　ω　当用漢字

　　（a）漢字制隈・書きかえ………（例）「頃」　「挨拶」は使えない。　「騰繊」は「台

　　　風」と書く。

　　（b）音＝XKfl｝IJ隈・・…・…（例）「別は「うち」と読まない。「今田」「煙草」はかな

　　　がきにする。

　　（c）新字体………（例）「學」→「学」

　　（d）人名漢字………戸籍法第50条による漢字の制眼

　（2〕現代かなつかい

　⑧送りがなのっけ方

④調査対象

　（1）露接調査　　一般布罵　310名

　．（2｝　母親調査　　　　母　　　　親　　　243名

　《3〕会桂員調査　　会社員。工場従業員　198名

璽羅違）総論霧従業員（蔀糊13。名

2，麟語政策についての知識・関心・意見

　　一掻接調査の質問と集計結果一

くめ　今，新聞や教科書では「学校」とか「三条」とか書いてありますが，昔は「畢校」

　　とか「三鎌」とか難いてありました。このことを，ご存じですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　127



・「知っているゴと讐えた人（％）
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　。たいていの人が知っている。

　。知らないのは，学歴が低いほうの，年齢の高い層である。

（2）今は，薪聞や教科書では「アイサッ」を「あいさつ」とひらがなで書いています。

　昔はこれをr換拶」という漢字で鶉：いたものです。このように，今は，新聞や教科書

　などではこの漢字は使うとか，この漢字は使わないとかいうふうに，使う漢字の範隙

　をきめていますが，このことをご存じですか。

　　・　「傭っている」と容えた入（％）
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　Q全体としては，29～43才の中堅層が，比較的に知っている。

　。学歴の高いほど，一般によく知っている。

　。最も知らないのは，学歴の低い，若い暦（戦後の教育を受けた人たち）である。

　　（注）学歴の低い履では，すべての年齢を通じて，女の方が知らない。

（3）その漢字の褒を何というか．ご存じですか。（（2〕の争いに対して「知っている」と

　答えた人だけにたずねた）

　　・　筈えの類溺（％）
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。ヂ当摺漢字」の名称を半数以上が知っている。

。学歴が高く．年齢が低いほどよく知っている。

（4）　（新かなづかいと旧かなづかいと並べて書いたものを見せて），こちらは，いまの

　新聞や教科書で使っているかなの使い方で．こちらは戦争前の使い方ですが，昔と今

　で，このようにかなの使い方がちがっていることをご存じですか。

　　・　ヂ知っている」と答えた人（％）
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o火体よく知っている。

。大学。蔦専．淑中・覇；高の学歴／轡は，ほとんどが知っている。

。義務教育の学歴層では，年齢の高いほうに知らない人が幾分いる。

㈲　蒋のかなづかいを何と言うか，

　と答えた人だけにたずねた）

　　。　箒えの類別（％）
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　1
　。全体として名称はあまり知っていない。

　・ヂ歴史1灼かなつかい」という名称は，ほとんど知っていない。

　。細かな（つかい）」の名称を知っている人は3分の1以下である。

　・学歴の高い層ほど知っている。

　。年齢鍾iはあまりない。

〈6）今のかなづかいは？（野上）

　　。　答えの類別（％）
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麗囎蕪；
獄かなつかい・｛・・い5

鰍（づ汎・）138〔・7i72
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5312璽爾6坐・
　。「現代かなつかい」という名称は，ほとんど知っていない。

　。「新かな（つかい）」の名称とあわせて知っている人は半数である。

　。どちらの名称も」一学歴の高いほうが知っている。

　。年齢差は，霞立った傾向が見いだせない。

（7）戦争前と戦争後と比べて．eとばや文字がずいぶん変わったということが欝われま

　　すが，昔と今と比べてどちらがいいとお考えですか。

・　答えの類甥（％）
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。「今がよい」が多い。

・r昔がよい」は少なく，1割に達しない。

。「今がよい」の意卿こは，学歴差も年齢差もあまりない。

。「昔がよい」の意免は．若い厨にはほとんどなく，年齢の高いほうに，幾分ある。

また，学歴の低い履に少しある。

⑧　戦争後になって，名前に使える漢宇の範闘が制限されていることを知っていました

　　か。

　　・　「知っていた」と答えた入（％）
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瞳音
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ifilim－lii，1

55

。全体とし℃学歴の高い層がよく知っているが，他の質問と比べて，年齢による反
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　　塔のちがいが特徴的である。

　　。旧中新高，義務教育の学歴灌｝では，　（29～43才）の年齢贋がよく知っている。

　　。大学・高専の学鷹麟では，最も若い年齢履に知らない人が幾分いる。

　　。子どもの名づけの必要性にせまられて知った人が多いと考察される。

　（9）名前に使える漢字の範闘が，き寮っていることについて，どう思いますか。

　　　・　答えの類別（瑠）

隣蕊湯ll響蘇71鷺璽聾醗1笠
舞蛭璽1⊥亘11㊥護1◎1薫し1［駈．・ド・・い4凶・71・3

可罰桝・・邑夙．・・野州・6．し・・国1・い9
。「わるい」の意見は少ない。

。「よい」と「どちらともいえない・わからない」はほぼ馬丁である。

・（29～43才）の年齢摺の人には「どちらともいえない・わからない」が少なく，意，

見のはっきりしている人が多くなっている。

。「わるい」の意晃には，学歴差はない。

。学歴の高いほど「よい」の意見が多い。

。学歴の低いほど「どちらともいえない・わからない」が多い。

3．国語政策への同調の度含いと性質・経路

Cl）新字体を使うか，　iB字体を使うかを．反省により答えてもらった。

　方　法

　　　。母親調査・会社員調査…・・…新字体・i時崩⊆を食む語を並べて印刷し．階習。・

　　　たと思うもの」　「今使っているもの」にしるしをつけてもらった。………母親・．

　　　225字，　会祉員。18字。

　　　。癌接調査………上と岡じようにして，rここに並べて書いてあるもののうちで，

　　　　どちらが読みやすいですか。また，あなたが書くとしたら，ふつう，どちらの書

　　　き方をしますか。」と質問し，撲頭で笛えてもらった。………18掌

　○新掌体の類型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　妹　YJ
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点画の方向・長さの変わったもの　半

点画の省略されたもの　　　　　　温
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憩
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部分の省略されたもの　　　　　臨　点　虫

部分が簡略化されたもの　　　　　広　転　昼　真

全体が簡略化されたもの　　　　　旧　万　円　欠

簡略俗体（略字・草体等）　　　　瓢　鈎

異体の統一されたもの　　　　　姉　衛

母親調査・類型別集計（調査した全漢宇225字につき．実数で掲げる。総入日

は237名。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づでヂ古井撫即ほうを習い’古いほう搬・ている∴r甜野」は当

方習い，蔽しいほうを使っている」の略。
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体劇唄

1311　sl　ii　7

iii隣
　　　　　22116　1　84　I

llt　wa　li　，g

io31　89　i　［1？

　　　7王i　7879　1

．．ユー　・・：一一一一

71　i　leP．　1　53

　1

＊異体の統一されたもの

　　　　　　　ロ二一古古聖薪三三重一新｝

守葡　9
秘密i17
強い　　43

341　161
401　ig1

54i　19

1ss　1

132　l

eEI

　l

174

i73

117　i

＊は重出。

8全鉢が簡略化されたもの

　　…古一古卜極目締一滅

尽き・…・2。・75｛i・1・
153　i

・古い字義が使われている漢字は，概して

点画の省略・薩iの併合・部分の省略・都

分の簡略などのうち，主として戦後新し

く作られた宇体である。

Q古いほうを習い，薪しい字体を使うとさ

れている漢字は，概して，昔から略宇・

筆写体として教えられ，通用していたも

のが多い。また，これらの字は，両方習

ったとする人が割合にある。

。以前明朝体と教科書体・筆写体とでちが

っていたものは後者を習ったとする人が

多い。
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汽車弁1
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翻
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∂
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々
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B会強肩調査・類型牙蝶言・i・（18字，数

値その他，慨親と嗣じ）

胃
一
…
籔
w
萎攣

2

古ヨ昼鑑新艘？1

4
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－
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6
6
7
8
1
0

3
3
1
2
3
　
1
1
1

鑑
U
R
U
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4
4
45
4
8
4
3
8
3
3
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4
4
4
5
5
5
7
4
7

・i欠席1｝・183128i・・

下衛1・い・レい39
。全般的に母緩調査と似た反応を示してい

るが，「専門J「遅刻」「掲示」「拝見」

などは，新字体への傾きが大きくなって

おり，全体として（萩一新）の比率がふ

えている。

C些些調査・集計（18字，新字体と旧字

　体でどちらが読みやすいか，玄た，どち

　らを使うか。％）

彊 騰購鍾字体鞭丁

・i青年1 ，7　1 82

・陣京都i se　1 68

・雑具醐

6

71 84

医　　院

新潟県
　畳
三条市
蔵王町

所
校
車
町
夏
岡

　
　
　
院

業
　
転

　
　
　
三

富
学
霞
観
真
静

　
7

ミ　　　　
1長岡駅

　i中村薦会

い〒発肺

88i　98
79i　86
67　1　76
45，i　47
33　］　39

1
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8
4
9
0
8
3
5

9
9
8
8
8
8
7
5
4

7
6
2
1
0
9
3
7
0

9
9
9
9
9
8
8
5
5

・k万肩 ，i　1 93

D　母親調査・層鴉集計①ヂ新字体を紛うか

　　被調査者全員の傾向，％）

。全般として，母親調査と鐵た頓向を示し
ている。
。「読みやすい」の％よりも，r使う」の
％のほうが常に大きい。

・旧字体を使うか」　（225字金体について

船旅朝新越う⊥・璽使爵．不明

27－33オ
義務教育
旧女・蕨高 2

1

5
μ
0

4
U
721

18　1

9．1

小 計 27 20

停
∂
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…
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◎

1

34－43才
I
tptrw’

義務教育
旧女・新高

大学・高専
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融
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．
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1
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1136



小 計 1 73 21 4

　　　　　　i義務教育

44－55才i融・繍
　　　　　　　　　　　　　｝大学・高専

（
V
帽
⊥
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9
α
5
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6
7
8

0
8
7

1
1
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O
ハ
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5
1

2

小 十儲口 3 73 16 IO

義　　務　　教　　育
旧　　女　　・　新　　高

大　　学　　・　高　　葱

！
9
粛
－

Q
》
4
8

バ
リ
7
7

Q
σ
－
（
V

吋
よ
2
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1
4
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1

全 体 1 73 20 5

　　　　　　　義務教育

叢認実3旧撃高
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9
自
2
1

2
4
り
ρ

疏
U
7
7
奪

G
2
7

2
2
2

6
り
0
0

1

小 計 2 70 22 7

。新字体を使う度無いには，年齢差はほとんどない。

。旧字体を使う画幅いは，　（44－55才）の年齢層で少なくなっている。

。学歴の高聾）贋ほど，新字体を使う領向がある。

・長子の学隼の低い層のほうが，新字体を使う度合いが少なく，隠字体を使う度台い

が多くなっている。

E　母親調査・贋別集計②r新字体を使うか．醸字体を使うか」

　　（会社員調査と共通の18字について，％）

濁方使う 新を使う 旧を使う 不　　明

　　　　　　i義務教育

27｛33才　1敬．縮
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　　　　　　　義務教育

34－43才　　山女・新高
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。225字と姥べると．34才以上で，新酒体が幾分減り，鑓字体が幾分ふえている。

　（文宇の種類によると思われる。）

F　会社員調査・趨別集計「新宇体を使うか，i日字体を使うか」（18字，％）

i二二引二上い厳・不明
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9
御
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／
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。新字体を使うのは，年齢の低い層ほど多い。

。（15－22才）の年齢層では，ほとんどが，新字体を使い，1β字体を使う人は，高学

歴層以外ほとんどない。（この年代は，学校三代に三焦体への切りかえがあった。）

。母親調査と比べると，問年齢層の問では，薪字体を使うものがわずかに多く．旧字

体を使うものが幾分少なく，爾＝方使うものが幾分ふえている。
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《2）母親調査で．聴写による書き取りをした。

　ねらい　　制限漢字・音訓制限字・宰体・かなづかい・送りがなの｛吏溺の実態をつかむ

　ため．これらに関連のある語を多く含む文を作って鵬した。

　潤題（上が圏語政策による新しい書き方，下が古い書き方）

　　。わたしは，きのうの日曜田におかあさんとさかな屡に買い物に行きました。

　　　　私　　　昨響・ふ　　曜　　　母　　　　魚　　　ひ・買物

　　。おとうさんのへやには観るい電燈がつき，タバコの煙がいっぽい立ちこめています。

　　　　父子麗明かるい　煙草　　 ゐ

　　。きょう　漢字の読み方の宿題が膓ました。先生がうちの人に手伝ってもらわずにひ

　　今日・けふ漢　　譲　：方　　　　　　　　　　　家　　　　傅　　：貰　は　　一

　　　とりで考えましようと言いました。

　　　人　　へ　せう　　ひ
　　。私は爽京都の神田区で生まれましたが，小学校にはいってまもなく，おじいさんと

　　　　　　都臨生れ　 學入　　ぢ　　　いっしょに新潟凝の三条葡こ疎開して参りました。それはたしか大東亜戦争ヵミ始ま

　　　　　　　　　縣　　條　　　　　参（まみ）　　　　　　　　亜職嬢　始っ

　　　つたばかりのころだったと思います。

　　　た　　　　頃
　　。暑中お見舞い申し上げます。

　　　幅　　　ひ申上げ

　　。朔けましておめでとうございます

　　　　　　　　　　蓬

G　項欝別集計①（回しいほうを書く人，古いほうを書く人，％）
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91k去や悪…一b一…ぶ…ガ

・制限漢字：・送りがな1ま．字や語によって新古の傾向がち

がう。

。音訓綱目には，概して非同調的である。

。かなづかいは薪かなへの傾きを示している。

。字体については，反：省調査と書き至りとの一致度は，次

のとおりである。　（共通している9字について）。

「縮1葎台割．幽影間隔諏．鎚もみ丁………

旨撲　〃　　旧　！！　　i63％

…諮… 驛ﾑ．o陪
明かるい

申し上げ

始まった

読み方
生まれ
L買い物
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4

。著しくちがう濃字はr条・伝・争・読・戦あ比較酌一致している漢字は「参・暑・

漢」。麟劉はくずし字が多く鞠別囲難。

H　項思溺集計②　（被調査者ひとりひとりにつき，すべての藷を薪しいほうで書けば十

　le，すべて償いほうで書けば一10，半分新しく半分古く書けばG，のように得点を与

　え，層鋼に平均点を求めた）

27～33オ
義務教育
1［ヨ女・新高
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側「墨漢字

十4．6

牽2．6

十　3．1

十　3．〇

十1．9

÷　1．2

十　2．1

一｛一　s．　e

一　1．0

－F　1．1

音訓制限

一　6．6

－Z2
一　6．8

字　　体

一　1．5

NF　O．8

÷　e．2

一　7．1

一　6．7

一　6．3

十　O．3

一ト1．2

十　2．9

．tttsづカ”v・1う垂り空ミな．

÷　4．4

十　5．4

・十　1．5

十エ．5

；E，g．sl一；［，1．s

十　3．5

÷　5．2

十　7．7

十〇ほ

十　O．9
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召
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U
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一　e．3
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。音訓翻限については，勾三齢差も．学歴差も，ほとんどない。

。年齢の高いほど，蓑外漢宇を残し．新字体を使い，［βかなを使い，痛い送りがなを使

う。　（概して霜いほうを使う噛で字体だけ回しいほうを使う　。）

。学歴の高いほど，表外漢字が残り，新字体を使い．新かなを使い．新しい送りがなを

使う。（概して新しいほうを使う申で，蓑外漢字だけ古い。）

。長子が小学3年以下の母親について．次のことが認められる。

　D表外字を使う人が少ない。　（年齢層の傾向と一致する）

勤旧恩体を吊いる傾向が極端に表われる。　（年齢の高いほど新字体を使うことと裏

　　返しの関係。長子の大きいほど，新字体を用いるということは，母親が新字体を

　　使うことに子供の影響が大きいことを考えられる。）

亙［D旧かなをより多く恥いる。（旧かなは高年齢摺に多いのに，若い母親が照かなを

　　用いるというのは，子供の影響がまだ，少ないためと考えられる。）

恥新しい送りがなを使う。　（送りがなについては，子供の影響は少ない。）

1母親自身が学校で覚えた漢字と子どもが学校で習っている漢字とが逮っていることを

　知っているか。　（実数）　（東京）
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　。現在では，ほとんどの人が改革後の変化を知っている。

　。年齢の低い層ほど，子どもの入学前に知っていたものが多い。

　。学鷹の高い層ほど，子どもの入学前に知っていたものが多い。

　。長子の年齢が低いほど，子どもの入学前に知っていたものが多いtt

J　会社員（男子）自身が学佼で覚えた漢字と子どもが学校で習っている羅宇とが違って

　　いることを知っているか（実数）　（二二・二二）

知っているか
（知っているも1δにつ駅て）
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義（潅：この調査では，学歴の低いものは，年齢の低い層に多い。）

。年齢が低い1馨ほど，子どもの入学前に知っていたものが多い。

。学歴については，母親に見られたような傾向はない。

。岡じ年齢暦の母親とくらべると，子どもの入学前に知っていたものの調合がずっと大

きい。このことについては，次の2つが考えられる。

。男子は，子どもからより．職場で知る機会の方が多い。

・男子は女子より，年をとってから子どもが学校へ行く。

4　ま　　と　　め

（！）漢字やかなづかいの改革のことに関しては，比較的知られている。とくに学歴の高

　い摺では年齢にかかわりなく概して知っており，学歴が低く年齢の高い履に知らない

　人がいる。ただし，漢宇制限の事実については，戦後教育を受けた年齢眉の低学歴層

　が知らない。

（2｝　「当用漢字」の名称は比較的知られているが，「現代かなつかい」「歴史的かなつ

　かい」の名称はほとんど知られておらず．「新かな」「旧かな」として知られている。

⑧　名づけ漢字の鰯眼のことは．名づけの必要にせまられた年齢層がよく知っており，

　それについての「よい・わるい」の意見もその層がはっきりしている。

㈲　学歴の高い層ほど，改革を理解するものが多くなる。

⑤新字体は，戦前からの略体・筆写体が多く用いられ．戦後に作られた字体／ま相対的
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　　に普及度が少ない。

　細　会縫員のほうが，母親よりも新字体を使う傾懸を示す。

　〈7）母競の中では，年齢の高い摺ほど概して古い蓑記に従う中で，字体だけは凝しいほ

　　うを使う傾晦を示す。また，学歴の高い暦ほど，表外漢字を多く使うほか，薪しい表

　　露己に従う傾向を示す。

　㈲　長子が小学校4年以上の母親のほうが新宇体を絹いる。子どもが大きく，学歴の高

　　い母親ほど，子どもの勉強の影響から．新字体に同調しやすいと考察される。

　（9＞会社員（男子）と母親では，母親のほうが子どもの影響を受けやすく，また，近ご

　　ろでは，子どもを通じてでなく，知識が普及しつつあるようである。

2．　実　施　概　況

○主催　照立蔑語研究所・点描市教育委員会・長岡市国語教育研究会

○日時　昭和38年10月2ff（水）午後1時…3G分～5縛15分

○会場長岡市厚生会館ホール

○参妻｛者　　糸勺3G｛｝名

　　　　・新潟県内小中学校教員約250名（うち長岡市内15G名）

　　　　・一般市民，調査対象会社関係者，長岡市役所職員，長岡市教委職員，

　　　　　市内高校教員，新潟大学教育学部学生，長岡商業高校生徒，報道関係

　　　　　者，それぞれ頭上名ずつ計5G名

○日　　程

　1．開会のあいさつ（1．30～1．4G）

　　　　　　　　　　　　長岡市籔委委員長　　小ノi購一郎

　2．報　告

　　1長岡市における欝語調査の概要（1．4U～2ほ0）

　　　　　　　　　　　　国立國語研究所員　　永野　　賢

　　豆　ことばの変容とその過程　　　（2．　1e・一3．　15）

　　　　　　　　　　　　国立顯語研究所員　　高橋　太郎

　　誼　圏語政策の影響と普及の経路　（3．　15－4．　！5）

　　　　　　　　　　　　麟立繍語研究所鍛　　永野　　賢

　3．講　演　漏語科学1内旨導の科学化（4．15～5．00）

　　　　　　　　　　照立陵語研究所第2部長　輿水　　実

4．謝　辞　　　　（5．00～5．10）

　　　　　　　　　　　　　長岡市教育長　　太刀川浩一鄭

　5・閉会のあいさつ（5ユO～5．15）
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　長岡市照認教育研究会長
　　　　　　　　　　　　山峯　義三　　（市立関原中学校長）

（司会）長岡毒教委指導主事　　田中　久霞

B．　東京都内での継続調査 （永野）

7．除幕および内容

　今年度は「国民各層の需語生活の実態調査」（A）として．国語政策の影響と

その経路に関する部分について闘題点を広げ，深めた形で，東京都内で調査研

究を継続実施することとした。戦前の文字教育を受けた一般市民が，国語政策

の実施後，当用漢宇や現代かなつかいによって，文字生活の上でどの程度影響

をうけているか，あるいはいないか，それはどのような条件によってか，とい

うことが，調査研究の目的である。国語政策のがわからいえば，当用漢宇（薪

字体．音訓無限，漢字制限など）や現代かなつかいや，薪送りがななどの中で

どんな種類のものが浸透し，どんな種類のものが浸透しないか，また，どうい

う入に浸透（影響）し，どういう入に浸透（影響）しないか，さらに，どうい

う条件で浸透するのか，つまり普及の経路はどうか，といったことについて調

べようというわけである。

　以上のような貝的のために．次のように調査を計画したQ

1．書かせた資料による調査

　　小中学生の母親を集めて，書き取りを行ない．文宇使用の実態をさぐる。

2．文暦意識の調査

　　1と同じ被調査者および．会社・工場の従業員に．新瞬字体．制限漢字．

　醐限音訓などを含む調査用紙を配布し，どれを現に使用しているかを反省記

　入させる。

3．書かれた資料による調査

　　1と2とは，われわれの目的のために書記あるいは文宇選択の行動をさせ

　て得られる資料によるものであるが，そういう場でなく書かれた種々の資料

　を集めて，文字使用の実態をさぐる。
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　以上を次の3種の調査として実施した。　（名称は仮：称）

　　a．母親調査………1・2

　　b．会社員調査……2

　　c．既成資料調査…3

2．　実　施　概　嚢

2．1母親調査

　　・昭和38年7月16目（火）　武蔵野市立第1中学校………86名

　　・　〃　　〃　19臼（金）　渋谷区立神宮前小学校………32名

2．2会社員調査　（昭和38年7～8月

・事

苴蜩蜴ｱ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：艶

　　・工　員　帝入株式会社岩国蒲魚…………・……・・…………50名

2．3　既成資料調査

　　（1）新聞投書

　　　　・東京P紙（昭和38年のもの）一……一…・一拍170通

　　　　・地方Ω紙（　　　〃　　　）…………・…・・……約　70通

　　（2）露霜の文書

　　　　・会社員S氏の手紙（昭和23～36年のもの）……約　60通

　　　　・国会議員Y幾の日記および演説草稿

　　　　　　　　　　　（昭和26～38年のもの）………………46点

　　　　・青年約20氏の文章（昭和20～21年のもの）

　　　　　　　　　　　C。　担当者および報告書

　言語効：果研究室の次の3名の所員が共詞で実施した。

　　　永野　賢　　高橋太郎　　渡辺友左

　また．この調査の結果は，37年度の長岡調査の結果：と合わせて，報告書を39

年度中にまとめる予定である。
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国民各層の言語生活の実態調査　（B）

A　調査のE的

　この調査は．昨年度に引き続き，国罠各層がどのような言語生活を営んでい

るか，どのような簡題を持ち，どのような意識を持…っているかを調べることを

N的とするものである。

　昨年度は．薪潟県の長岡市を選んで．いろいろの年齢，学歴，職業に属する

市民を抽出して，その言語生活（とくに文字言語生活）の実態と意識とを調査

したが，今年度は，島根県の松江市を選んで．粛民の話しことばに主眼をおき

その言語生活の問題点と意識とを探ろうとした。

B調査の計画

1．　研究担当春

　この調査は，国立国語硬究所全体の仕事として．特別に委員会を組織し，調

査の企颪・運営にあたった。委員は次のとおりである。

委員長

委　員

〃
〃
〃
〃
〃
〃

林　　大

邦不二男

石綿敏雄

柴田　武

渡辺友左

林　四郎

斎賀秀タミ

松本　昭

（第一研究部長）

（言罰しことば研究塞）

（書きことば研：究霊）

（地方言語研究室）

（言語効果研究室）

（近代語研究室）

（第三資料研究室）

（第三資料研究室）

　このうち．斎賀が委員会の幹事として，主たる事務処理にあたった。また，

市民調査（→2・1・2）および24時問調査（一＞2・2・！）には，臨時に高

田正治（第二資料研究室）も参加した。なお．補助者として．研究補助員宇野

瑠美子が集計・整理作業に従事した。さらに，現地の調査には，国立島根大学
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学生9名を，集計・整理作業には大坪富美子ほか十数名を所外アルバイトとし

　て使った。

　2．　地　点　の　選　定

　　地点を選定するにあたっては，前年度，長騰市を選んださいの条件をほぼ踏

　襲した。すなわち．

　　（1）市域・人口の点で調べやすい広さとまとまりをも？ていること。

　　（2）いろいろな層の被調査者が得られることQ

　　（3）産業欝成が霞本の平均に近い都市であること。

　　（4）教育施設・PTA活動その他が文化的に一応のレベルに達していること。

　　（5）昼闇入9と夜回人口の差が激しくないこと（被調査者がとらえやすい）。

　　（6）進歩的または保守的すぎない土地柄であること。

　　（7＞協力が得やすいこと。

　などの条件については．長圃市を選んださいの条件と間一である。ただし，長

　周市の腸合は，以上のほかに，「東京の経済圏外にあって，しかもあまり遠く

　ないこと」と「雷語的背景として三三でないこと」の二条件が考慮されたが，

　’今年度は，話しことばの調i査に重点をおいたので，：東京の経済圏外にあること

　はもちろん，霊語的にも東京との問に上方をはさんだ中四国地方以西に．調査

　地点を求めることにした。

　　この結果，いくつかの中都市を候補地として検討し，最終的には，鳥敵市，

　松江市．山麟讃，高松市の4都市にしぼって資料を集めた。そして，4月上旬

　に4都市を実施に検分した結果，松江市を調査地点と決定した。

　3，調査項轟の決定

　　委員会は，前年度末の3月に発足し，5月末までに十数矧の会合を朋いて，．

　調査事項を審議し，次のように決定した。

　1　雷語生活の溝造に関する調査一一年齢・男女・職業・学歴・居住歴などか

　　ら見た市民各層の書語生活の構造の全貌をつかむ。

・　（1＞一般市艮が読むものには，新聞，雑誌，単行本などのほかに，どんなも

　　　のがあるか。

　　（2）一般毒疑が書くものには，手紙などのほかに．どんなものがあるか。
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㈲　一般市民が話し聞く内容には，どんな用向きの種類があるか。

　（4）一般市民は，ことぼの生活の中で，どんな点に問題を意識しているか。

　（6）樽入が一臼にどれだけ話し，聞き，書き．読むことに時間を費やしてい

　　るか。

豆　場面による言語の変容と意識に関する調査一一Pt民のことばづかい（主と

　して話しことば）が，種々の条件（相手・話題・揚所など）のもとで．どの

　ように変わるかを調べる。

　（1）家庭の内部における言語行動が．話し手のちがい，聞き手のちがいによ

　　ってどう変わるか。また，変わらないか。

　（2）　また，家庭の外ではどうか。

　〈3）入の呼び名，および呼び名の使い方が，市罠の各層でどうちがっている

　　か。

㈲　市艮各層は，東京語の敬語，松江弁の敬語に対して，どapような意識を

　　もっているか。

　なお，付帯的調査として，

　〈5）手紙文の中における敬語の使い方

　（6＞外来語の浸透状況

　について，調べる。

：皿　言語環境に関する調査

（1）市興の9語環境

　　　（イ）市街地における看板・掲示等の実情

　　　（n）ラジオ・テレビ・地方新聞・広報紙・通達・チラシ広告等の実情

　　　（ノX）図書館・貸本屋の図書利用状況

　　　⇔　文房具等の利用状況

　く2）市民のコミュニケーション的丁丁

　　　（イ）市民の交通圏

　　　（u）　〃　商業圏

　　　の　　〃　人口動態
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C調査の実施
　調査は，現地の市当局とくに民政部（民政部長；漢東種一郎氏）ならびに教

育委員会（敦育長罵金由千氏），および，市内の各学校・報道機関などの好意

的な協力を得て．終始円滑に進められた。なお，被調査者としての市民各位の

協力も，全般的にひじょうに好意的であった。

1．　準　備　調　査

　7月1Hから7日間にわたって，所員5名が現地を訪れ，関係方函に調査の

協力を依頼する一方．つぎの準備的調査をした。

　（1）基礎抽出の準備……市役所の市民課で住民登録表を．企画課（統計係）

　　で国勢調査資料を借覧し，必要なものを転写した。

　〈2）松江弁の体系記述……松江市生えぬきで松江弁をよく保存していると思

　　われる市民を調査協力者として依頼し，5H間にわたって所員2名が面接

　　し，質問と録音を行なった。その結果，松江弁の音韻・語法の体系につい

　　て一往の見通しをつけることができた。協力者は次のとおりである。

　　山照千代江　（52歳）　主婦

　　｝≒琴合　　春玄窪　　　（58歳）　　　お礁　　業

　　原田　弘晋　（39歳）　金物商

　　消磁種一郎　　（53歳）　松涯甫民政部長

　く3）生徒調査のプレ・テスト……生徒調査（→2・1・3）の質閥表を検討

　　するために，市立㎎申の3年生2学級について集合調査を行なった。

　（4）半語環境調査……市内の印測物の配布状況や書記具使用の実情を知るた

　　めに．印剃所，文房具商を訪問して，必要な聞きこみを行なった。

　⑤　交通圏調査……松江市の交通壷を知るために，国鉄松江駅，一畑電鉄株

　　式会社において．列車，電車，バスの乗車券の発売状況について資料を得

　　た。

2．本　　調　　査

　本調査は，多数の市畏を蛸象とする概観調査と，少数の市罠を対象とする事

例調査とに大別され，それぞれ次のような種類の調査を行なった。
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2・1概　観　調　査

2・1・1基礎調査（とN）おき調査）

　基礎調査では，A・B二種類の調査票を作成した。　Aの調査票は，市民が一

夏にどんな言語行動をいとなんでいるか，きまり文句のあいさつをしているか，

外来語をどの程度理解しているかについて質閥するものであり，Bの調査票は

揚繭や相手によって敬語をどう使い分けるかを主としてたずねるものである。

また，A・B双方に共通するものとして．新聞・雑誌・手紙・電話の利用度．

論語生活に対する意識，嘉禄と標準語に關する意識などをたずねることにした。

このこ種類の調査票がサンプリングされた被調査者に，それぞれ半分ずつ行き

渡るように企画したわけである。

　（1）基礎抽爵作業（IO．1～！0．3）……松江市役所市民課の「住民登録票」に

　基づき，瞬市域および上乃木町，浜乃木町，古志原跡地区：の全市民を等閥隔

　抽出によるランダム・サンプリングで2646入をぬき録した。抽出妻ヒは，全払

　区とも1／25。さらに．そのうちからエ4歳以下．70歳以上の市民（全市罠に対

　し約28。8％）を除いて．1887入を基礎調査の対象に決定した○

　（2）基礎調査票の配布と國又（10．4～10．8）……市内の公立中学校（一中～

　間中）の生徒に依頼して基礎調査票を配布，1414通を嗣収した。西出率

74．90／o）

2・1。2　市　民　調　 査　 （醸磁妾調査。11．26一・12．3）

　基礎調査票を回牧することのできた14！4入の中から．さらに220入を選び，

所員8入と島根大学学生6人の調査員が，盤面訪問して直接し，主として，立

面による敬語の使い分けに関して，質問した。　（爾接の所要時閥1入あたり約

30分）

　220入の選び方は次のようにした。基礎調査票に基づき．男女．年齢（5

屡），居住歴（3屡）あわせて22の鱒から220人を選んだ。すなわち，松江市

生えぬきの層では，年齢が10代．20代，30代，40代，50代以上の5暦について，

それぞれ男女！0入ずつの割で計100入を選び，嵐雲生えぬきの層と．松江・出

雲以外の薦からは，それぞれ30代．40代．50代以上の3層につV・て，やはり男

女10論ずつ計120人を選んだわけである。
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2・1・3生徒調査（集合調査。10．　2一・10．5）

　市内の中高校生について．家庭内の言語生活の実態ならびにそれに対する意

識を主として調査した。また．外来語の理解度についても，あわせて調査した。

調査寿象は次の通りで，調査した生徒総数は683名である。

　なお，この調査では生徒各人に家族構成について記入してもらい，それを資

料として2・！・4の主婦調査における被調査者を選んだG

県立松江｝蒲高等学校　2懲三生

〃松江商業高等学校　〃

〃松江工業高等学校　〃

島摂大学付属中学校　2年生

松江衛立松江第一中学校　〃

　　〃　松江第二法学絞　〃

　　〃　松江第驚中学校　〃

　　〃　松江第四申学校　〃

2学級

　11

1学級

1学級

2学級

　！ノ

　Xl

　u

　なお，この調査の集計結果から小学生と比較する必要を生じたので，後に．

市内の次の3小学校につv・て同様の調査をした。（39．3．10～3．11）

　　松江市立津田小学校　　5年生　2学級

　　　〃　　白潟小学校　　　〃　　　〃

　　　〃　　内中原小学校　　〃　　　〃

　生徒調査では．家庭内の雷語生活の実態と．それに対する意識を子どもの側

から調べたが，岡じことを，一家の主婦の立場から調べようというのが主婦調

査，婦人学級調査，PTA調査の三つの調査であるQ

2・1・4童戯調査（醸接調査。11．26～12．4）

　主婦二野は，生徒調査における家族構成の記載に基づき，しゅうとまたはし

ゅうとめと岡讐する主婦90人（俸給生活者．商業，農業の各贋にまたがるよう

に考慮した）を選び，所員4入が調査員となって，戸別訪問し，質問票に悟入

した。　（面接の所要時間は，1入あたり約30分。）

2・1・5婦入学級調査　（集合調査）

　主婦調査では，鴨市内の主婦が主対象になったため，農業に従事する被調査
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者が少ししか得られなかった。それを補うために，新市域の純農村地帯におけ

る門門学級に協力を求め，主婦調査とほぼ同じ内容について，集合調査をした。

　　11月30S　松江衛東持田町65持畷小学校　持田婦人学級　　（62人）

2。1・6　P　τ　A　調　査　 （集合調査）

　中学生の子どもを持つ母親を中心にして，家庭内における話し，聞き．書き

読む生活の実態を一つの面からとらえようとする調査である。調査は，次の2

校のPTAの協力を得て行なった。

　　11月27日　島根大学付属中学校　　39名

　　12月2日　松江市立第四中学校　　42名

　なお，この調査に付随して，岡じ調査対象に手紙文における敬語の使い方の

実情をさぐるための「手紙調査」を．あわせて実施した。

2。2　事　 修Fi］　調　 査

　概観調査で明らかにしょうとした，個人の一呂の言語行動，ならびに場面に

よる書語の使い分けの実情を具体：例について確かめるため．つぎのような事例

調査を行なった。

2・2月24時間調査
　松江市生えぬきの丁丁を1人選び，その書語行動を一Nじゅう（午前6時～

午後10時）観察し記録した。記録には，録音器を全面的に使用し．手書きや写

真撮影でそれを補った。一厨を2～3時間ずつに分け．各部分におのおの二名

ずつの所員が三時に観察する方法をとった。被調査者および調査H時は次のと

おり。

　落合寿美子　（主婦59歳）　38年1王月29　iil

　2。2・2　継続観至察…調査

　24時間調査を補うものとして，毎欝1～2時間ずつ，違った時問帯で何日間

か継続的に観察しようとする調査である。これも所員2名が一組となり，録音

器および手書きによって観察記録した。被調査者となったのは次の3氏である。

　佐藤澄子　（デ・《一i・店員21歳）　38．11．30～12．1（延べ5時間）

　桑原　弘　（古書籍商35歳）　　　38．　11．30～12．3（延べ4時閥）

　漢東種一郎（宿民政部長53歳）　　38．12．2（延べ3．5蒔間）
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2◎2・3　裏づ｛ナ調i査…（剛妾調査）

　市民調査の結果，疑聞の残る点．さらに細かく調べたい点などを，特に協力

の得られそうな少数の市民について，薗接調査した。

　市民調査における220入の被調査者の中から，松江生えぬきの入を，年齢層

によって10代，20代，30代，40代．50代以上の5屡に分け，それぞれの年齢層

から男女おのおの1入ずつの割会で被調査者を選んだ。その結果，予備も含め

て欝12入の市渓について実施した。面接時間は，一人平均約50分。

　大野寅子（漸闘社勤務47歳）ほか114．。　39年3月12～16摂。　　　　　（斑賀）
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国語関係文献の調査

　国語に関する学問の一般を知り．あわせて学界の動向や世論の動きをとらえ

るために，前年度に引き続き，本年度も，昭恥38年1月から12月までの刊行の図

書・雑誌・詳聞についての文献調査を行なった。これらの文献爵録はその他の資

料・情報とともに，当研究所編geec語年鑑』　（昭和39年版）に掲載されている。

　以下．その各々について分類し，柵数および点数により，大まかな傾向を示

すことにする。

　　　　　　　　　　A．刊行書の調査

　国語関係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・型・

ページ数，ならびに内容を調べ，カード化し，総数375冊の分類目録を作成した。

　　干1桁書の分類とその需数

魎語一贋｝

　　隈語史

匿声・遜i

l誌面：垂蜜

1垂｝

1文童二璽ii

薩瑛・用認

｛艦・三二

Eヌマヨミュニケーシ・ヨ
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魑語教劃
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　　読む・読書指導

　　書く・作文指導

　文字教育

　文法教育

　　テスト

　鰯巳教育

　その他学習指導

　　田本語教育

匿語技釧

　話し方

　書き方

響藩学その飽i

　外重語激育

醗三朔遜…［

　国認辞典

　漢禰辞典
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）
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　　　撒灘欄糠　llI慶1｝　　童轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　索引　　　　　6i出陣鞭以諺坐高版猷たもの）77

　昨年に比し，辞典・用語集に関するものの多いことがめだっている。昨年35

点，本年73点○

B．雑誌論文の調査

　主として当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所な

どの刊行物から，関係論文・記事を調査し，題目・筆者・万万・発行年月・巻

号数およびページ数などを記載したカードを作P．分類別カード昌録を作成し

た。採録した論文・記事の総数は2412回目達した。

　1．一般刊行雑誌，およ：び大学・研！究所等の紀要・報告書類の種鋼数

a　一般刊行雑誌（学会誌も含む）　・

国語・証文・言語ほか　　　　　　72

方錐・厩俗　　　　　　　　　　　7

照難問題　　　　　　　　　　　　　11

羅語教育　　　　　　　　　　　　30

マス●コミi廻≦系9
b

・・・… @161種

　　外騒語

　　総合誌

　　詩歌・芸能

　　その他（社会学・心理学ほか）

　　本年度臨時にはいった雑誌

　　大学・研究所等の紀要・報告類……108種

なお，調査した刊行物は．主として礒究所に寄贈された：分（後記，

4
n
δ
5
Q
V
1

　
　
　
　
1

昭和38

年度に寄贈された図書」の一覧（2）「逐次刊行物の部」参照）と，当所購入によ

る下記の諸雑誌である。

計量圏語学（計蟹国語学会）

麟交学薄孕釈と鑑賞（至文堂）

文学（岩波書店）

国語と国文学（東大騨語国文学会）

放送文化（日本放送協会）

圏文学口語と文芸（大修館饗｝店）

文学・語学（三省堂）
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英語蕎年（研究社）

教育（国土社）

教育心理僑本文化科学祉）

児童心理（金子書房）

社会学評論（日本社会学会）

沖縄文化（沖縄文化協会）

学術月報（臼添学徳振興会）



作文と教育（著含出版）

ff本文学（未来社）

2．論文・記事の分類とその点数

臨萩牽ア1

　　国語一般　　　　　　　　　41

　　意味　　　　　　　　　　　　4

　　言語生活　　　　　　　　　　39

　　需語活動　　　　　　　　　　9

　　謹舌しことξボ　　　　　　　　　　12

面諭
　　岡語史一般　　　　　　　　　24

　　諦1点と訓読語　　　　　　　　　32

｝誕マ瀦麹

　　音声・音韻一一般　　　　　　　24

　　史的研究　　　　　　　　　　12

　　アクセント。イソ1・ネーション16

1璽！

　　文字・字休　　　　　　　　　12

　　用宇　　　　　　　　　　　10

　　蓑記　　　　　　　　　　　　13

｛謹1

　　語彙一一般　　　　　　　　　19

　　賞語　　　　　　　　　　　　37

　　現代語　　　　　　　　　　　　11

　　舎種用語　　　　　　　　4

　　流行語・新謡　　　　　　　　1G

　　外来語　　　　　　　　　　4

　　名づけ　（地名．ノ＼名）　　　　　　　　　26

　　辞書●索弓【　　　　　　　　　　　　　　　　35
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その飽國語関係諭文の載った諸誌
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　　　平家物語

　　　　間はず語り

　　　　謡　顧

　　　　近松・繭鶴

　　　　その他

瞳譲問蜀

　　騨語問題一般

　　表言己法
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　　　作文教育

　　　文字掲導

　　　袈寵の指導

　　謡彙教育

　　文法教育

　　文学教育

　　古典教育

　　漢文教育
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　　特殊教育
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　　外国語研究

　　外冠語教育（学習）
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C．新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，それを整理し各月ごとに製本し，

資料として保存し，閲覧に供するとともに，分類別のカード譲録を作った。カ

ードの記載形式は，見出し語（欄名だけで，見嵐し語のないものは，その内容

によって，適寛題名をつけた。）・紙名・筆者名・年月H・欄名・行数・内容

の順序によった。切り抜き総数は1524点である。調査した旧名，切り抜き点数

および月別の切り抜き点数は次のようである。

　L　新聞の種類と切り抜き点数

ilE〔孫函

　　朝El

　　　（大販その飽）※

　　毎日

　　　（大阪）

　　読売

　　　（大販）

　　東京

　　東京タイムズ

　　産経

2
．

　　　　1月（106）　2月（118）

　　　　6月（138）　7月（134）

　　　11月　（106）　　12月　 （114）

3．　新聞詑事の分類とその点数

随語（学）一般l

i国語心

置声・音韻1

［甕i

4
6
1
5
2
0
4
5
1

9
　

2
1
2
1
8
4
5

2
　

2
　
9
一
　

1
　
1

　　　（大阪）

　　口慣経済

　　　（大販）

　　申都日本

i獲麺画

　　読書人

　　図書

　　新聞協会報

　　その他

7
屡
0
3
A
U

　
Q
）
　
　
Q
ノ

9
臼
Q
ゾ
9
4
2

5
4
り
4
◎
」
2

※かっこの中は地方劇仮のもの。これは，大阪の山田房一氏，名古屋の平岡伴一氏

　などの地方在儘のかたがたから，関係記事のあるごとに恵送されたもの。

月別の切り抜き点数

3月（134）　4月（106）　5月（114）

8月（249）　9月差147）　10月（158）

44

3

62

158

　　文字・表記

　　活字

｛謹i

　　語彙一般

ρ
◎
9
翻

1

14



　　番種用語

　　勝語・流行語・隠語

　　タト国語●クトラ掩語

　　辞書

　　闘題語。命名

i雄！

｝翅i｝

　　：文体・表現

　　翻訳の問題

｛；圏

　　方雷一般

　　各地の方君

．丁丁1活i

　　雷認生活一般

　　話し方。聞き方

　　読書・書き方

　　ことばづかいの問題

　　敬語の問題

iことばと機姻

魎語問蜀

　　国語問題一一・ma

　　表記の問題

　　　　表言己一般

　　　　当用漢字など

　　　　かなづかい

　　　　送りがな

　　　　かながき

　　　　横書き・縦書き

　　　　略語・略称

88

42

49

15

123

　4

8
5
2
2
8
Q
り
1
1
A
b
R
）
5
9
臼
4
A
U

7
3
噌
i
8
1
り
臼
94

4
5
n
U
2
4
4
ρ
Q

2
丞
ゐ
暢
ま

　　　　地名・人名の蓑記ほか

　　　　外来語表情ほか

　　　　ローマ字

群発wa，o「gx，ll

　　魍語群教一般

　　学習指導の問題

　　　　学習指導一般

　　　　話す（聞く）

　　　読む（読書指導）

　　　　書く（作文指導）

　　学カテスト

　　教科書

　　文学・古典教育

　　特殊教育

　　幼児語教育

匿語学｝

　　雷語学一般

　　外国語一般

　　外麟語教育

　　外判人の摂本語学習

　　外国語に聞する紹介ほか

ヒス・コミュニケーシ・L∠！

　　マス・コミ神事

　　　　新聞

　　　　放送

　　　　寛伝・広告

　　　　出版

震諭葛紹芥ほか｝

2
4
6

4
1
3

6
5
7
6
8
4
6
6
0

9
御
　

2
　

1
　
　

1
4

4
1
Q
ρ
8
1

1
だ
U
1
1
0
0

　1

1e

51

17

　5

146

計　1524

語彙のうち，問題語・命名の項霞の数が多くなっているのは（昨azSl点・日

159



本をニッポンと読むかニホンと読むかが，オリンピック東京大会を前にして問

題となったのが大きい理由である（39点ある）と思われる。また，国語問題の

項が昨年に比べて多くなっているのは，第6期国語審議会の報告が繊たことが

一つの原因になってV・るであろう。その他外国語（123点）幼児語教育（40点

）に関係したものの多いのがめだった。

　さて，これらの国語関係文献目録の詳細は，他の資料とともに．これを『国

語年鑑』（昭和39年版）に掲載したので，ここではふれない。

　　　　　　　　　　D．　担　　　当　　　者

　この調査および国語年鑑編集の作業は主として次のものが担当した。

　　　　　飯豊　毅一　　　　大久保　愛

　なお，研究補助員塚田i菊子，小山孝子が作業を助けた。　（飯豊，大久保〉
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，研究所の研究活動に必要な概究文献および言語資料を

取集し，管理した。また，例年のとおり．各方欝から寄贈されたものが少なく

ない。　（下に示す。）

　昭和38年度に新しく加えた図書の数は，次のとおりである。

　　器行本　　購入　　775冊

　　　　　　　寄贈　　189冊

　　雑　誌　　購入　1，675冊

　　　　　　　寄贈　　835冊

　　薪　聞　　購入　　　10種

　　　　　　　寄贈　　　2種

　年度末における蔵書数（単行本だけ）は，28，577冊である。　（大石）

　　　　　　　　昭和38年度に寄贈された図書の一覧

　寄贈者名（敬称略）　　　　図　　　書　　　名

］　単行本　　（　）内は編著者が書贈岩と異なる場合の編著者名。※は抜刷。

　愛知学芸大学名古屋中学校国語国宇問題研究委員会r漢宇制限・現代かなつかいが中学

　　　　校各教科に及ぼした実態に関する研究」

　池原櫓雄　　「現代児童万葉集」

　市川一男　「溝議俳句同人句集」　（浦賀広巳編）

　井上増次郎　「序説ことばの原理j

　fB捌学会　r印岡適性ヂ（高分子学会印刷適性研究委員会）

　藻垣実　「語彙の地域差とその変遷」＊置旧外来語の研究」ヂ兵庫県帰波方雷文例調

　　　　査」

　遠藤嘉基　F最新古典文法誕覧」

　大久保忠利　「討論ま護憲による言語零集団思考口内の向上」＊

　大阪大学　　「博士学位論文」3。4
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大阪大学図書館　r図書目録」7－1

樺島二夫　　r蓑現下ゴ

鎌田般二　「方雪ところどころゴ（阪口保編）

神浜野郎　「公用文と用字用語」（茨城県文書課）

用上町　「段階アクセントから方向アクセントへ」＊

九州大学言諮科学冨究委員会　r第4回li｝究発表会講演抄録」

京都大学国語学国文学研究室　「文禄二年耶蘇会板伊勢野物i測　「野牛大方」　「捷解親

　　　　語文釈」r安永三年板複製悉曇要訣」

京都大学人文科学研究厨　「東洋史研究文献類観昭漁35年度」

桐原徳重　ヂ漢字早引き表」

国広哲弥　「島根墜方雷の発音」＊

慶応義塾齋語文化研究所　　「現代日本語の意味論的分析」　（鈴木孝夫）

　　　　‘‘ZUM　SEMANTISCHEN　AUFBAU　DER　NEUARAB工SCHEN

　　　　VERBEN，，（SHNYA　M：AKINO），　「市河文庫目録」

香1．口：六郎　rツピ単語集」

出際基督教大学　勝本語教育のために」

国立教育研究所　「教育図書餓蔵書目録」　（安爾文庫）」

国立国会図書館　「諸聞屋名前帳細潤」2・3

小林英夫博士の還暦を祝う会　「小林英夫著作園録」

佐藤嘉代治　「近世における漢藷の語形変化」＊「漢語存疑」＊「西鶴の小説における

　　　　用字についての試論」

渋谷清視　「児童文学を教蜜に持ち込むにあたって」

衆・参議院記録部　　「圏会会議録用字例」

史料編纂所　「大山本史料」1－12．2－14．8－26．「大剛本古文醤家わけ」ユ2・18，

　　　　「大日本古論録　建内記」1．「同　殿暦」2，「大矯塞近世史料　唐通事会

　　　　所日録」5，　岡「諸問屋：戸写早舞周」4♪　「償1拶il営補任」1・2，「町中尋綜覧」17》

　　　　「大日本維新史料　井伊家史料」3．　「日本関係海外史料貝録」1

鈴木業三　「おじいさん。えり子の作文」

高羽四部　「『である』の用法」

高橋一夫　「属本嘉教育のために」　（躍本譲教育学会）

高橋哲二郎　「貴重マイクロフィル罎録」

　　　　　　　　　　　　　　　　　162



田口抑三郎　「色彩調和．特に二色以上の調和こ関する知見（その1）」（藤男二千枝）＊

竹下一男　「新成地域における方言の研究」

塚原鉄雄　　「水贔婚」

天理図書館　「地球儀。天球儀」1，「曲亭馬琴」「CATALOGUE　OF　BOOI〈sj

東洋文化研究所　「新収和漢副書農録」14～16

：豊島区小学校溺語研究部　「読解における集団思考の指導（編）」

鳥取県教育研究所　「教師のための基礎教養講座」ヂ教育研究資料握｝録1962」

窟出大学図書館　「増加図書観録　昭零l136年度」

長田久男　「授業時に用いる教師発馬の言己述方法」

長野県短期大学　「農由村の児童生徒をめぐる生活環境調査（言語編）」

奈良国立文化財研究所　「平城宮発堀調査報告」皿

日本学術会議　「野饗計画をこ関する中間報告」「文科系文献罎録」15

1ヨ本学術振興会　「研究報告集録（人文編）昭和37年版」

1ヨ本圏膚鉄道　「工都省記録，鉄道之部」4～8

1三｛本速記発表SO周年雪平会　「臼本速記8G年史」「　i！1本速記年表」

日案大学図書館　「浄瑠璃本9録」「正二三草双紙霞録」r土佐日記」

嚴本放送協会　「スポーツ辞典　13ボクシング」　「外圏語のカナ表詑」　「農業用語

　　　　集」＊　r育年の生濟とテレビジuソ」　ヂ東北民認集一・福島県一」　「放送のこと

　　　　ば第1回アンケート結果報告」「国畏生活時間調査」

口i本ユネスロ国内委員会　「国際機関・団体の文題情報活動　1950擁959」

美術研究所　「日本美術年鑑　昭禰37年版」

福田孫多　「生活に溶け込んだコトノ紹＊「年のはじめの今昔」＊

前痢清太郎　「文体論のこころみ」＊

水野弥穂子　「正法眼蔵随聞記」（訳）

明治大学図書館　「増加図書目録（昭和37年度）」

森田子竜　「翼代教育における¢書』の位置と役罰についてゴ

文蔀戸　「懇藷シリーズ53当用漢字字体裟の周題点」「嗣55評語改善と圃語教育」

　　　　「圃56國語表記の問題」ヂ岡57文章表現の駒題」

山形県教育研究所　　「麺語学習指導法の研究」

出獄隆俊　「ヒガンバナの里呼び名ω」＊「ヒガンバナ球根沈没物語」＊

レし暇忠雄　　「由田孝雄追尋　史学・語学論集」
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出田房一　ド生高温」

ユネスコ東アジア文化研究センター　ccjAPANESE　RESEARCHERS王N　ASiAN

　　　　　STUDIES　DIRECTOR．聡S”No．2．，｛く脳DUSTRIAUZAT王ON　OF

　　　　　JAPAN”（1。　NAXAYAMA）

渡辺綱也　ド東蒲原郡言語調査報告」

NAT王ONAL　SCXENCE　FOUNDAT王OiN　‘℃URRENT　RESEARCH　AND

　　　　　DEVELOPi）vfENT　IN　SC聡NT王FIC　DOCUMENTAT王ON　No．11，，

2　逐次刊行物（おもなもの）

愛知学芸大学　　「国語躍文学報」16・17，　「名古屋教育研究所紀要」1

愛タi［1り碧』立女子プく学　　　「謬ε林」11・12「濠己要」23●14

．青由学院大学　「英文学思潮」35・36

秋田大学　　「学芸学部研究紀要」13

渉ヨ濤香：祉　　　「明匠ヨ香」287－298

跡見学園　「国語科紀要」11，「短期大学紀要」2

いずみ会　「IZUMI」59・6G

愛媛県立教育研究所　「紀要」36～40

大分大学　「学芸学部研究紀要」2－3・3

大阪学芸大学　「紀要」A－11，「学大国文」6

大阪市教育研究所　　「教育研究紀要」62《’69，　「夢｝究報告集」1・2

大阪女子大学　「女子大文学」14・15

．大阪市立大学　「人文研究」14－3～11

：大販府科学教育センター　「研究報告集」2－4～1G

大谷大学　「研究年報」14．「学報」　41－3・4，42－1　．2

王朝文学研究会　「王朝文学」8・9

お茶の水女子大学　「国文」19・20，「人文科学紀要」16

1香州大学　「学芸学部研究報告」1－16・17

学燈社　「国文学」8－1・2。6～15，9－1～5

　カナモジカイ　「カナノヒカリ」489～5縫，「モジbコトパ」239～251

蘭西学院大学　「人文論究」13－1・4，14～1．「日本文芸研究」14－3一一4，15一ユ～3

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ北見ローマ字会　rK：工TAMI　ROMAZ王」25～28

山田大学　「ことばと文学」2．「国語国文学」2
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九州大学　「語文研究」16，「文学論輯」7・10・11，「文学研究」61・62

：京都学芸大学　「紀要」「総索引，22－A・B，「国文学会報」9

京都女子大学　「女子大国文」29～32

京都大学　「文学部研究紀要」7・8，「教育学榔紀要」9，　「教養部人文」10，　「心理

　　　　学評論」6～2

：京都大学国文学会　「隅語国文」343～351

京都大学人文科学研究所　「紀要」34　・　35，「調査報告」20

熊本大学　「教育学部紀要」11－1・2

訓点語学会　「訓点語と訓点資料」25～27

群馬県教育研究所　　「研究紀要」17。18

高知大学　　「学術研究報告」12－4，　「麟語教育」11

甲南女子短期大学　「論叢」7，「甲南圏文」1e

神戸市外国語大学研究所　「神戸外大論叢」65～70，「外国学資料」14

挙申戸女学院大学　　　「言命日ξ」　28～3G

神戸大学　r教育学部研究集録」28～30

神戸大学文学会　「研究」29・31

語学教育研多琶所　　 「語学教育」261～267

国学院大学　r国学院雑誌」64－1～12，65－1～3，「国譲研究」15～27

蓼語学会　r国語学」52～55

国語問題協議会　「国語国字」15～20

鰹立教育研究所　「紀要」38～40

翻立圏会鷹書館　「洋書速報」151～180

「古典と現伏；」の会　　「古典と現代」18・19

ことばの会・なごや　　「ことば」30～32

／」、林理学研多諺所　　　「幸艮告」12－3．4，　13－1～3

佐伯古文研究所二　「古文研究」3・4

季羅模女子大学　　　ド糸己要＿115～17

滋賀県教育蚕耳蓄三目三｝ヲア　　　「研三チ巳着…己要」　5－1～6

静岡県立教育研修所　　「教育研究」23・24

静岡女子短期大学　「紀要」2～9

静岡大学　「教育学部研究報告」13・14「文理学都人文論集」13
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実践女子学園「実践文学」19・20

信濃教育会　　　「信セ農教育j　g17～928

4、学館　　　「総合教育技争母」　18－1～3，　19一＝L，　　「教育壷支多腿学習」こ♪理」　4－1～12

上智大学　「SOPKIAj　12－1～4

昭矛「i女子大学　　　「学理芭」　279～291

初等教育研究会　「教育研究」錦一4～6・8～11，19－1～3

信彌大学　「教育学部紀要」12，「教育学部研究論集」14，「文理学部紀要」12r

　　　　「窟丁里婆FJ；jl」3

成城大学　「成城文芸」32～3荏．「伝承文化」3

大蜜蝋　「英語教育」12－1～12，「岡語教窪」114～116．「國文学　雷語と文芸」

　　　　（東京教育大学鷺語国文学会）　27～31

田曝研究会　「厳重研究」4～6

中央大学　「文学部紀要」13～15

天理大学　「学報　人文・社会科学編」40～42，「岡　自然科学編」1．「ビブリア」24～26．

　　　　「由辺道」10，「iヨ本文化」41

東京外国語大学　　「論集jle，　「語学研究所所報」4

東京学芸大学　　　「研多巳幸艮告」13●14

東京教育大学　「文学部紀要」44・52，「教育学部紀要」9

東京女子大学　　「比較文化研究所紀要」15・16，「比較文化」鎗，「ff本文学」6～12’

東京大学　「教養学部人文科学紀要」3G，「新聞研究所紀要」ll

東京大学圏語研究室　「国語研究室」2，別冊1・2

東京都立大学　「人文学報」30～35，「都大論究」3

統計数理研究所　「彙報」18～20，「通信」6，「研究リポート」8

東北大学　「文学部研究年報」13F，「東北文化研究室紀要」別巻1，　「教養部文化紀

　　　　要」9・10，　r教育学部研ダ冠∫i三豊縦」11，　「麺ヨ認誓学研究」3

東洋大学　「文学才藻」23　・　24

東洋文化研究所　「紀要」29～31

徳島県教育委員会　「教育月報」159～170

P癖議政玄窪　　　「国語教育黍｝学」　　（国言吾教育琴き｝学研多巳会）　27～38，　牙iJ｛｛1｝

仲田籍幸　　「國語研究」　（愛媛国語研究会）43～45

名古屋大学　　「文学部研究論集」31，　r教育学部紀要」20，「教養部紀要」7，　「国語
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　　　　国文学」13

購山学会　「アカデミァ」37・38

薪潟大学　「人文科学研究」23～25　　　　　　　　　　　　。

R本音声学会　「会報」エ12～115

N本学士院　「紀要」20－1～3，21－1～3

臼塞語教育学会　陶本語教育J1～3

ii　risc　ee言吾教育学会　　　「会誌」　22・23

臼本大学　「語文」15～17．「人文科学研究所研究紀要」4，「文理学部研究年報」12

臼本文学教育連盤　「文学教育」12。15，「文学教育通信」8・9

β本放送文化研究所　「年報」8．「放送学研究」5・6．「文研月報」143～154

構本刑f谷学会　　　「会幸艮」　27～32

臼本民族学協会　「襲族学研究」27－1～4，ド民協通借」5

　　　　　　　　　　ハ潟本のPu　一一マ字社　　「R．OMAZ王NTO　N工PPON」136～138

霞本ロ・一マ字会　「ROMAZ工SEKAI」552～562

広島近世文芸研究会　「近世文芸稿」8・9

広島文学　　　「国語教育拶F多｛…」　7●8，　　「国文学放」　3（）～32，　　「文学難～承己要」　22－1～3，　糸価

　　　　登竈，　「方言研多を三年零奪乏＿16

広島中世文芸研究会　「中世文芸」26～28

福井大学　「学芸学部紀要」12・13

福醗女子大学　　「文芸と思想」24・26

福岡市立教育研究所　「研究所報」45～47

文化放送　　「ラジオ澱マーシャル」11～14

米国大使館文化交換局　「日米フri一　一一ラム」9－4～12，1O－1～3

放送批評懇談会　「放送批評」1～14

聴海道学芸大学　「紀要」13－1・2，14－1，「学術文献収報」25～30，「人文論究」23

北海道大学　　「外圏語・外層文学研究」11，　「教育学部紀要」9，「鷹語・国：文研究」24

　　　　～26

穂波出版社　「実践口語教育」（実践国語教育研究所）276～289

フヲ葉学会　　　「フ：デ勇葦」　47～50

水門の会　「水門」1～3

宮城学院女子大学　r研究論文集」22・23
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萌治図書綴版K・K　「数育科学園語教育」53～65

文部省　「初等教育資料」156～169，「中等教育資料」144・一160（15⑪欠），　「年報」

　　　　88　（溺需）　．89

山形県教育研究所　「出形教育」97～102

鶏形大学　「紀要」入文科学5－2，社会科学1－4

山口大学　「文学会誌」14－1・2

出梨県立教育研修所　　「研究報告書」1～6

出梨大学　「学芸学部研究報膏」13。14

横浜蒸立大学　「学芸学部人文紀要」9・10

立教大学　「立教大学籟本文学」10・11，「心理・教育学科研究年報」6

立正大学　「文学部論叢」17・18

立命館大学　「立命館文学」212～220，「論究B本文学」20・21

竜谷大学　「論集」373～375

早稲田大学　「国文学研究」27・28，　「学衛憂究」12，　「史観」68，　「平安朝文学荻

　　　　究」9

SEVER　POP　““ORBIS”　11－2

UN工VERS王TY　OF　CALIFORNIA　質PUBL王CATIONS　王N　L工NGU工STiCS”

　　　　3e・31・33

UNIVERSITY　OF　LONDOiN　C“B（JLLETI！N　OF　TffE　SC｝E［OOL　OF　ORIEN一

　　　　’］rAL　AND　AFRICANi　STUDIES”　26－2　．　3

UN工VERSITY　OF　WASHINGTONてMODERN　LANGUAGE　QUARTER－
　　　　LY”　23－4，　24－1－3
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　　　　　庶　　務　　報　　告

　　　　　　　A．庁舎および経費

1．庁　出

所　在　　東京都北区：稲付西山町

敷地
建　物

　本　館（延）鉄筋コンクリ　一一ト，二階建

　付属建物（延）

2．経　費

昭和38年塵予算総額

　　　　　　　　　　　　　　　　人件費

　　　　　　　　　　　　　　　　事業費

昭窟38年度文部省科学蘇究費（各個研究）

昭和38年度各所修繕費

　　　　　　　B．評　議　員　会

　会長　久松　潜一　　　副会長　有光　次郎’

　　阿部真之助　　阿部　吉雄　　石井　良助

　　轡藤忠兵衛　　桂　　寿一　　高津　春繁

　　佐伯　梅友　　佐々木入郎　　沢照　慶輔

　　申島　文雄　　中村　光夫　　永井　健三

　　西尾　　実　　西脇順三郎　　細顯　菊雄

　○武藤俊之助　　山本　勇造　　横頃　　実

　　　　○印は38．　7．エ就任を示す。
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　10，　P“47，　84m2－

　　1，　694，　64m2

　　1　720　94皿2
　　｝　’m－v）

一EpLii　3，415，58m2’

58，041，GOO円

46，798，000円

11，　243，　OOON

　140，000円

2，278，◎00円

k



　　C．組織と職員

1．定　員　教官33事務官14　その他24計71

2．組織および職員

箇立岡語研究所

第1研究部

話しことば研究室

書きことぽ研究室

地方雷語研究室

第2研究部

國語教育研究室

名
憂
長
長

職
所
部
蜜

室　長

室　長

長
長

部
窒

氏　 名

岩淵悦太郎

林　　・大

大石初太郎

宮地　裕
南　不二男

鈴木重幸
泉　喜与子

吉村香苗
高橋隆子
見坊豪紀
水谷静失
石綿敏雄
宮島達夫
橋本圭子
高木　ii馨

小林さち子

本多レイ子

柴田　武
野元菊雄
上載幸雄
徳川宗賢
白沢宏枝
輿水　実
芦沢　節
季寸石昭三

　17e

備

38．4．1辞職

38．4．1採用
38．12身31辞奪裁

39．3．31辞職

38．4。　　1採用

38．9ほ9英国へ出張

考



言語効果研究室

第3研究部

　近代語研究叢

古代語研究窒開
設準備塞

第4研究部

　第1資料研究室

第2資料研究室

第3資料研究室

庶務部

室　長

室　長

主任（併）

部長（併）

室　憂

室　長

蜜　長

部　長

吉沢典男
根庫今朝男

｝II又瑠璃子

永野　　賢

林　　四郎

高橋太郎
渡辺友左
麗日茂子
山田　　巌

林　　四郎

永野　　賢

進藤咲子
中三根　　仁

長尾紀子
山田　　巌

広浜文雄
岩　淵　悦太郎

松尾　　拾

西罵寅弥
田中章夫
露峰裕子
河東はるみ

飯豊毅一
大久保　　愛

高田正治
塚田菊子
小山孝子
斎賀秀夫
松本　　昭

宇野瑠美子

尾矯源之助

　171

38．5．16千葉大学に配置換

39．1．17近代語研究室長に配澱
換
39ほ．17言語効果研究室長に配
置換

隔姓蔚原

38．1．17雷語効果研究室長に配
麗換
38．1．17近代語研究室長に配置
換

38．4．1蓬采用

主任研究富



庶務　課

会計　課

図　書　室

課　　長

課長補佐

引
佐
　
補
　
長
野
課

室畏（併）

三　島　良　兼

名古屋恒太郎

鈴　木箪　短

冊　山　　　博

根　岸佐代子

斎　藤　恭子

出　牛　清次郎

伊藤　仲二

三浦　清　伍

渋　谷　正　貝il

鈴　木　　　亨

筒　井　士　郎

岡　本　ま　ち

金　屠　と　よ

加　藤雅子
中　村　佐　件

安藤儒太郎

船　殿軍　章

大　石　初太郎

鈴木　篁：二（併）

芳　賀　清一郎

大　塚　還　子

38．6ほ高知大学から配澱換

D．内地留学生受け入れ

　全国都道府県から内地留学生を受け入れて．研究の便をはかっているG次に

その氏名研究題1などを掲げる。

　　　氏名　学校　観究題目　研究期間
　　岩本　友一　　由頃県防府市立網西　　蓬礎力向上のための　　紹和38．5．1がら
　　　　　　　　　中学校教諭　　　　　　國語学習指導，国語　　〃　38．7．　31まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題の現状

　　：丸谷　長進　　富山県小夕部市立石　　薗語学方の分析とそ　　昭禰3＆5．28から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の指導法　　　　　　〃　38．8．27まで　　　　　　　　　動小学校教諭
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下釜　　明

田中　逸雄

大浦　　勝

古田左右吉

堀内恵美子

震幅醐立　諭市灘
津
諭
布
教
郡
校
門
学
田
中
南
津
三
布
崎
立
長
村

立村玉
三
豊
撒
馬
校
対
学
県
中
綺
位
長
三

校下野動飾諭
岐
撒

沢
教
ま
校
曲
学
郡
小
角
沢
鹿
去
県
尾
田
立
秋
町
回

国語学力向上のため
の読解指導

学校図書館の運営と
読書指導

文章表現の揖宿。会
話の指導

国語スキルのプPtグ
ラム化の実際

児童に読解力をつけ
るための指導法

B召和38。　7．24カ、ら

〃　38．8，10まで

日出和38。7．24から

〃　38．8ほ0まで

昭和38．7．24から
〃　38．8．　leまで

日召ラ和38．　8．28th、ら

〃　3＆9．　27まで

昭ラ藍員38．1⑪．17S，　“ら

〃　38ユ1．6まで

E．　冒 誌　　抄

1963．　5．　7N　8

　　　5．　14

　　　5．　17

　　　5，　23N24

　　　5．　28N29

6．　24

7．　4

P
◎
【
◎

ワ
■
7

7．　20

7．　22

21

5
n
◎
Q
V

文部省所轄研究所長会議（水沢で）

横浜市立iヒフ7fj、学校教諭夕｛・10名研夢毬万斤見学

東京教育大学教授河野六郎外13名研究所見学

第14團文部省所轄機関事務協議会（鼠立中央脊年の家で）

第22回文部省所轄ならびに國立大学附置研究所畏会議（欝本

学術会議で）

艮本音声学会長大西雅雄外30名研究所見学

第52回国立国語研究所評議員会

議事

　1．　昭湘38年度の研究畜業計画

　2．　昭和37年度の研究事業i報告

　3．その他

東京工業大学教授実吉純一外6名研究所見学

埼玉県福岡町立三囲第二小学校教諭上田武男外3名研究所見

学

早稲田大学語学研究所講師プルチヨーヘルベルト研究所見学

米国オノ・イオ州立大学教授Williain　S－Y　Waag研究所見

学

札幌市立野北中学校教諭…三浦利八郎研究所見学

文部大臣灘尾弘吉研究所視察

　　　　　　173



9．　27

20．　7一　8

10．　15

10．　16

10．　17

1e．　28－29

10．　30

11．　8

11．　16

11．　21

11．　26

12．　5

　　　12．　2e

　　　12．　24

　　　12．　26

1964．　2．　24t－25

　　　3．　23

埼玉県羽生市羽生中学校長小川美一郎外15名研究所見学

第16回文部省所管研究所事務協議会αヒ海道洞爺湖で）

至ntemaもional　Center　for　Japanese　Studies　志賀一清

夕｝・5名研多慧所見学

九州大学教養部助教授森山’隆研究所見学

文部省所轄研究所長会議（統計数理研究所で）

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議第3部会（神

戸大学経済経営研究所で）

各省薩轄研究所長連絡協議会総会（虎の門共済会館で）

薪聞用語懇談会藤井継男外36名研究所見学

板橋区立舟渡小学校教論黒坂勝志外38名研究所見学

二松学禽大学教授浮田章一一外28名研究所見学

荒川区立荒用第八中学校長岩沢遠四郎外13名研究所見学

第53回国立国語研究所評議員会

議事

　1．　研究事業の中間報告

　2．その他

国立国語研究駈創立記念罠

栃木県教育委員会指導主薯鈴木清研究所見学

パリ大運致授Ch・Haguenauer研究所見学

第難回文部雀駈管研究所第3部会事務協議会（本郷会館で）

第54回国立圏語研究所評議員会

議事

　1，　昭和38年度研究報告

　2．昭和39年度予算の内示について

　3．昭禰39年度研究課題について

　4．　その他
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昭和40年11月

　国立国語研究所
　　　東京都北区稲付西山町
　　　電話東京（900）3111（代表）

UDC　058：495．6

NDC　810．5
we3　．，．



　　　　国立国語研究所刊行書
濁立国語研究三年報

　　1（’14　　　　（昭　和　24　年度　（ノ　EZZ　和　37　年度）

麹立国語研究所報告

　　1八丈島の醤巳語調査　　2言語生活の実態（秀英凄販磯　蕃300．OO）
　　　　　一自暴市および付近の農村における一

　　3　現代語の助詞・助動詞
　　　　　一用法と実例一一

　　4婦人雑誌の絹語　　　　　一現代語の語彙調董一
　　5地域社会の雷語生活（秀英毘版刊　￥600．00）

　　　　　一鶴岡｝こおける実態調査一

　　6少　 年　 と　 薪　
聞

　　　　　一小学生。中学生の新聞への蟄近と理解一

　　7入門期の言語能力
　　8　談　謡　語　の　実　態
　　9読みの実験的研究　　　　　一音読にあらわれた説みあやまりの分析一

　　10 低学年の読み書き能力
　　11敬語と敬語意識　　ユ2総合雑誌の用語（前綱）
　　　　　一現代語の語彙調査一
　　13　総合雑誌の用語（後編）
　　　　　一現代語の語彙調査一
　　14　中学年の読み書目能力
　　15　明治初期の薪聞「の用語
　　・6H本方言の記述的研究（明治譲院判　￥goo．　eo）

　　17高学年の読み書き能力
　　18　話しことばの文型（1）
　　　　　一対話資料による研究一

　　19総合雑誌の用字
　　20同音語の研究　　21　現代雑誌九十種の規語用字
　　　　　一総記および語彙衷一
　　22　現代雑誌九十種の用語用字
　　　　　一漢字嚢一
　　23　話しことばの文型（2）
　　24　四維みの字形に関する研究
　　25　現代雑誌九十種の用語用字
　　　　　一分　析一　　26小学生の言語能力の発達（明治閣儘遡￥2，loe．oo）



国立国語硯究所資料集

　　　1
　　　2　語　　　　彙　　　　調
　　　　　　　　一現代新睡1明語の一一例一

　　　3送り｛反名法資料
　　　4

　　　5沖　 孝堰　言蕃　舌辛
　　　6　分　　　類　　　語　　　彙

国立国語研究所論集

　　　1ことばの研
国語年鑑
　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

　　　　　　（昭

扇語関係刊行書鶏（昭tW17・v24年）

明治以降、国語学関係刊行書目（三園島堅甲

　　　　　　　　　　　　　　　（大蔵雀印泓周刊　　￥2，seo．　ee〉．

　　　　　　　　　　　　　　　（秀英出版讐　￥9eo，oo）

査
　
集
目
算
衰

三

和29年版）（秀英出版騰　￥4so．eo）

和30年版）（秀英出版篇　￥600．eo）

和31年版）（秀葵崖駁遡　￥450．00）
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